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お願い
本書および本書で紹介する製品をご使用になる前に、 89ページの『特記事項』に記載されている情報をお読みください。
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本書について

このトピックでは、本書の他の章へのリンクを提供しています。

本書では、IBM® TotalStorage® SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS

9000 用) を紹介します。

関連トピック:

v 1ページの『第 1 章 バーチャライゼーションと IBM TotalStorage SAN ボリュ
ーム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用)』

v 13ページの『第 2 章 インストール計画』

v 15ページの『第 3 章 SAN 環境で SAN ボリューム・コントローラー・ストレ
ージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) を使用するための計画のガイドライ
ン』

v 31ページの『第 4 章 オブジェクトの説明』

v 45ページの『第 5 章 SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフト
ウェア (Cisco MDS 9000 用) の構成の計画』

v 65ページの『第 6 章 SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフト
ウェア (Cisco MDS 9000 用) のセットアップ』

v 81ページの『第 7 章 SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフト
ウェア (Cisco MDS 9000 用) がサポートされる環境』

v 83ページの『第 8 章 入門のヒント』

v 87ページの『アクセシビリティー』

本書の対象読者
このトピックでは、本書の対象読者について説明します。

この資料は、IBM TotalStorage SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS

9000 用) のセットアップと構成の計画を担当する方を対象としています。

関連資料
このトピックでは、本製品に関連する他の資料について説明します。

このセクションに記載されている表には、以下の資料のリストと説明が記載されて
います。

v IBM TotalStorage SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) のライブラリーを構成している資料

v SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用)に関連するその他の IBM 資料

v SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) に関連する Cisco 資料

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000
用) ライブラリー:

© Copyright IBM Corp. 2003, 2004 v



表 1 では、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用) ライブラリーを構成する資料を一覧にして、説明しています。特に
注記がない限り、これらの資料は、SAN ボリューム・コントローラー・ストレー
ジ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) とともに納品される CD に入っており、
Adobe PDF として利用できるようになっています。この CD の追加コピーが必要
な場合、資料番号は SK2T-8813 です。これらの資料は以下の Web サイトから
PDF としても提供されています。

http://www.ibm.com/storage/support/2062-2300

表 1. SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用)
ライブラリーの IBM 資料

タイトル 説明 資料番号

IBM TotalStorage SAN ボリュ
ーム・コントローラー スト
レージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用) コマンド行イ
ンターフェース・ガイド

この資料では、SAN ボリュ
ーム・コントローラー・スト
レージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用) コマンド行イ
ンターフェース (CLI) から使
用できるコマンドについて解
説します。

SD88-6307

IBM TotalStorage SAN ボリュ
ーム・コントローラー スト
レージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用) 構成ガイド

この資料では、ご使用の
SAN ボリューム・コントロ
ーラー・ストレージ・ソフト
ウェア (Cisco MDS 9000 用)

を構成するためのガイドライ
ンを示します。

SD88-6306

IBM TotalStorage SAN ボリュ
ーム・コントローラー スト
レージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用) 入門

このガイドでは、SAN ボリ
ューム・コントローラー・ス
トレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) を紹介
し、オーダーできるフィーチ
ャーをリストしてあります。
また、SAN ボリューム・コ
ントローラー・ストレージ・
ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) のインストールと構
成の計画に関するガイドライ
ンも示します。

GA88-8776

その他の IBM 資料:

viiページの表 2には、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウ
ェア (Cisco MDS 9000 用) に関連する追加情報が記載されている他の IBM 資料の
リストとその説明があります。

vi 入門
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表 2. その他の IBM 資料

タイトル 説明 資料番号

IBM TotalStorage Enterprise

Storage Server、IBM

TotalStorage SAN ボリュー
ム・コントローラー、IBM

TotalStorage SAN ボリュー
ム・コントローラー (Cisco

MDS 9000 用 )、サブシステ
ム・デバイス・ドライバー:

ユーザーズ・ガイド

このガイドでは、IBM

Subsystem Device Driver バー
ジョン 1.5 について解説し、
さらに SAN ボリューム・コ
ントローラー・ストレージ・
ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) でそれを使用する方
法を示します。この資料は、
IBM TotalStorage サブシステ
ム・デバイス・ドライバー:

ユーザーズ・ガイド と呼ば
れます。

SC26-7608

Cisco Systems の資料:

以下のリストでは、Cisco MDS 9000 ファミリーに関係する追加情報を記載してい
る Cisco Systems の資料を示します。

v Regulatory Compliance and Safety Information for the Cisco MDS 9000 Family

v Cisco MDS 9100 Series Quick Start Guide

v Cisco MDS 9500 Series and Cisco MDS 9216 Quick Start Guide

v Cisco MDS 9100 Series Hardware Installation Guide

v Cisco MDS 9216 Switch Hardware Installation Guide

v Cisco MDS 9500 Series Hardware Installation Guide

v Cisco SAN Volume Controller Configuration Guide

v Cisco MDS 9000 Family Command Reference

v Cisco MDS 9000 Family Configuration Guide

v Cisco MDS 9000 Family Fabric Manager User Guide

v Cisco MDS 9000 Family Troubleshooting Guide

v Cisco MDS 9000 Family System Messages Guide

v Cisco MDS 9000 Family MIB Reference Guide

下記の Web サイトで、最新の技術資料にアクセスすることができます。
http://www.cisco.com/

以下のようにクリックします。

v 「Products and Services」

v 「Storage Networking Products」

v 「Cisco MDS 9000 Series Multilayer Switches」

Cisco Systems の技術資料の注文:

下記の Web サイトに、資料の注文に関する説明が記載されています。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/es_inpck/pdi.htm

本書について vii
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以下の方法で、Cisco Systems の資料を注文することができます。

v 登録済み Cisco.com ユーザー (Cisco 直販のお客様) は、Cisco 社製品資料を次の
「Networking Products MarketPlace」で注文することができます。

http://www.cisco.com/en/US/partner/ordering/index.shtml

v 未登録の Cisco.com ユーザーは、地域の営業担当者を通じて Cisco Systems 本社
(米国カリフォルニア) 408-526-7208 に電話をするか、あるいは北アメリカ内であ
れば 800-553-NETS (800-553-6387) に電話をすることにより、資料を注文するこ
とができます。

関連 Web サイト
表 3 は、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用)、あるいはその関連製品またはテクノロジーに関する情報が記載され
ている Web サイトのリストです。

表 3. Web サイト

情報のタイプ Web サイト

SAN ボリューム・コントロー
ラー・ストレージ・ソフトウ
ェア (Cisco MDS 9000 用)

サポート

http://www.ibm.com/storage/support/2062-2300/

IBM ストレージ製品のテクニ
カル・サポート

http://www.ibm.com/storage/support/

Cisco Systems 資料 http://www.cisco.com/univercd/home/home.htm

Cisco Systems 製品サイト http://www.cisco.com/

Cisco Systems 国際サイト http://www.cisco.com/public/countries_languages.shtml

強調
このトピックでは、強調を示すためにこのガイドで使用しているさまざまな書体に
ついて説明します。

強調を示すため次の書体が使用されています。

太字体 太字体 のテキストはメニュー項目およびコマンド名を示します。

イタリック体 イタリック体のテキストは、ワードを強調するのに使用されます。
コマンド構文では、デフォルトのディレクトリーやクラスターの名
前などの実際の値を代入する変数に使用されます。

モノスペース モノスペースのテキストは、入力するデータまたはコマンド、コマ
ンド出力のサンプル、プログラム・コードまたはシステムからのメ
ッセージの例、またはコマンド・フラグ、パラメーター、引き数、
および名前値ペアの名前を識別します。

viii 入門
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変更点の要約
このトピックでは、前の版以降にこのガイドに対して行われた変更点について説明
します。

本書には、用語、保守、および編集上の変更が含まれています。本文または図表に
対して技術的な変更または追加が行われている場合には、その個所の左側に縦線を
引いて示してあります。この変更点の要約では、このリリースに追加された新機能
について説明します。

関連トピック:

v 『「SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) 入門ガイド」(GA88-8776-01) の変更の要約』

「SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco
MDS 9000 用) 入門ガイド」(GA88-8776-01) の変更の要約

このトピックでは、前のエディション以降にこのガイドに対して行われた変更点に
ついて説明します。

本書には、以前に IBM TotalStorage SAN ボリューム・コントローラー ストレー
ジ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) 入門 (GA88-8776-00) で提供された情報が
含まれています。その情報に対する変更点については、以下のセクションで要約し
ています。

新規情報:

このエディションには、以下の新規情報が含まれています。

v クラスターおよびノードを計画するためのワークシートが追加されました。

v クォーラム・ディスクを計画するための情報が追加されました。

関連トピック:

v 『変更点の要約』

本書について ix
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第 1 章 バーチャライゼーションと IBM TotalStorage SAN ボ
リューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco
MDS 9000 用)

このトピックでは、バーチャライゼーションの概要を紹介します。

このトピックでは、バーチャライゼーションが必要な理由、バーチャライゼーショ
ンとは何かを説明し、IBM® TotalStorage® SAN ボリューム・コントローラー
(Cisco MDS 9000 用) を紹介します。

バーチャライゼーション
このトピックでは、ストレージ・バーチャライゼーションを定義します。

バーチャライゼーションとは、情報技術産業の多くの領域に適用される概念です。
データ・ストレージにおけるバーチャライゼーションには、多くのディスク・サブ
システムを含むストレージ・プールの作成が含まれます。これらのサブシステムは
さまざまなベンダー製のものを使用できます。ストレージ・プールは、複数の仮想
ディスクに分割でき、それらはこれを使用するホスト・システムから認識可能で
す。したがって仮想ディスクには、異機種が混在するバックエンド・ストレージを
使用でき、これにより共通の方法でストレージ・エリア・ネットワーク (SAN) を管
理することができます。

従来、仮想ストレージ (virtual storage) という用語は、オペレーティング・システ
ムで使用されていた仮想メモリー (virtual memory) の手法を説明するものでした。
しかし、ストレージ・バーチャライゼーションという用語は、物理的なデータ・ボ
リュームの管理から、論理的なデータ・ボリュームの管理へのシフトを意味しま
す。このシフトは、ストレージ・ネットワークの多くのコンポーネントのレベルで
行なわれる可能性があります。バーチャライゼーションは、オペレーティング・シ
ステムとそのユーザーとの間のストレージの概念を、実際の物理的なストレージ・
コンポーネントから切り離します。この手法は、IBM Data Facility Storage

Management Subsystem (DFSMS) のように、システムで管理されるストレージや製
品などの手法を通じて、長年、メインフレーム・コンピューターで使用されてきま
した。バーチャライゼーションは、次の 4 つのレベルで適用できます。

v サーバー・レベルのバーチャライゼーションは、オペレーティング・システム・
サーバー上でボリュームを管理することによって行われます。物理ストレージを
超えた論理ストレージ容量の増加は、ストレージ・ネットワークを持たない環境
に適しています。

v ストレージ・デバイス・レベルでのバーチャライゼーションは、一般的に使用さ
れています。ほとんどすべてのディスク・サブシステムで、ストライピング、ミ
ラーリング、および新磁気ディスク制御機構 (RAID) が使用されています。この
ようなバーチャライゼーションのタイプは、単純な RAID コントローラーから高
度なボリューム管理 (IBM TotalStorage Enterprise Storage Server (ESS) や Log

Structured Arrays (LSA) など) まで、広範囲にわたって提供されています。仮想
テープ・サーバー (VTS) もまた、装置レベルでのバーチャライゼーションの一例
です。
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v ファブリック・レベルでバーチャライゼーションを行なうと、サーバー、および
ストレージ・プールを構成する物理コンポーネントから、ストレージ・プールを
独立させることができます。1 つの管理インターフェースを使用して、サーバー
に影響を与えることなく、いくつもの異なるストレージ・システムを管理するこ
とができます。ファブリック・レベルでのバーチャライゼーションの実行には、
SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) が使用されます。

v ファイル・システム・レベルのバーチャライゼーションでは、ボリュームではな
く、データが共用され、割り振られ、さらに保護されることが最大の利点です。

バーチャライゼーションは、伝統的なストレージ管理から根本的に離れることで
す。従来のストレージ管理では、ストレージはホスト・システムに直接接続され、
ホスト・システムがストレージ管理を制御していました。SAN では、ストレージの
ネットワーク化という原理を導入しました。ストレージは RAID サブシステム・レ
ベルで主に作成され、管理されます。異なるタイプの複数の RAID コントローラー
では、使用するハードウェアに関する知識と、それに固有のソフトウェアが必要で
す。バーチャライゼーションでは、ディスク作成と保守を行うための中心となる制
御ポイントが提供されます。バーチャライゼーションにより、ストレージ保守の新
たな処理方法が導入されます。

ストレージにおけるバーチャライゼーションが扱う 1 つの領域は、未使用容量のバ
ーチャライゼーションです。個々のストレージ・システムを孤立させたままで、ジ
ョブが必要としていない過剰なストレージ容量を浪費させるより、ストレージはプ
ールされ、ジョブが必要とするときに最大のストレージ容量を使用できるようにし
ます。コンピューター・リソースやストレージ・リソースの電源をオフにしたり、
オンにすることなく、使用可能なストレージの容量を容易に調整することができる
ようになります。

バーチャライゼーションのタイプ:

バーチャライゼーションは、以下のとおり非対称型あるいは対称型のいずれかで実
行できます。

非対称 バーチャライゼーション・エンジンがデータ・パスの外部にあり、メタデー
タ・スタイルのサービスを実行する。

対称 バーチャライゼーション・エンジンがデータ・パス内にあり、ホストに対し
てディスクを提示するが、物理ストレージはホストから認識でない。そのた
めにキャッシュおよびコピー・サービスなどの拡張機能を、バーチャライゼ
ーション・エンジン自体の中に実装することができます。

いずれのレベルのバーチャライゼーションにも利点があります。しかし、いくつか
のレベルを組み合わせると、それらのレベルの利点も組み合わせられます。最高の
利点が得られる一例として、仮想ファイル・システムが使用する仮想ボリュームを
提供する仮想エンジンに、低コストの RAID コントローラーを接続する場合があり
ます。

注: SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) では、ファブリック・レベルのバーチャライゼーション (virtualization)

を実装しています。SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウ
ェア (Cisco MDS 9000 用) の文脈、および本資料全体を通じて、バーチャライ

2 入門



ゼーションとは、対称型のファブリック・レベルのバーチャライゼーションを
意味します。

関連トピック:

v 39ページの『仮想ディスク』

バーチャライゼーションの必要性
このトピックでは、ストレージ・バーチャライゼーションがどのようにしてストレ
ージ・システムを拡張できるかについて説明します。

ストレージは、コンピューター・ユーザーが、いつでも、どこからでも、最低限度
の管理でアクセスしたい機構です。ユーザーは、ストレージ・デバイスが十分な容
量を有し、信頼がおけることを期待しています。しかし、ユーザーが必要とするス
トレージの容量は、急激に増加しています。インターネット・ユーザーは、毎日多
量のストレージを使用します。多くはモバイル・ユーザーであり、アクセス・パタ
ーンは予測できず、データのコンテンツはますます対話型になってきています。処
理されるデータの量が多くなったため、もはや手動で管理することは不可能になっ
ています。新しいレベルの処理能力やロード・バランシングと同じく、自動的な管
理が必要になりました。また、通信ネットワークは、必要とされる大量の複製、ダ
ウンロード、コピー操作を処理しきれないため、さまざまなタイプのコンピュータ
ー・プラットフォームの間でこのデータをすべて共用できるということは、大変重
要です。

ストレージ・エリア・ネットワーク (SAN) は、複数のコンピューターに多数のスト
レージ・デバイスへのアクセスを共有させるための高速な切り替えネットワークで
す。SAN は、データ・ストレージを自動的に管理する高度なソフトウェアの使用を
可能にします。これらの高度なソフトウェアを使用すれば、特定のネットワークに
接続されているコンピューターは、該当のストレージがネットワークで使用可能で

SAN

IBM AIX SUN Solaris HP-UX Windows

図 1. バーチャライゼーションのレベル
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あれば常に、そのストレージにアクセスできます。したがって、ユーザーは、どの
物理装置にどのデータが入っているか知っている必要がなくなります。ストレージ
が仮想化されたためです。アプリケーション・プログラムの中で限られたリソース
の管理の問題を仮想メモリーが解決するのと同じ方式で、ストレージのバーチャラ
イゼーションにより、ストレージを直観的に使用する方法がユーザーに与えられて
います。その間、ソフトウェアがバックグラウンドでストレージ・ネットワークを
管理しています。

ファブリック・レベルのバーチャライゼーション・モデル
このトピックでは、SAN ファブリック・レベルでのストレージ・バーチャライゼー
ションを紹介します。

従来のストレージ管理では、ストレージ・デバイスはホスト・システムに直接接続
され、ホスト・システムによってローカルに保守されます。SAN では、ネットワー
クという原理を導入しましたが、ストレージ・デバイスは主として個々のホスト・
システムに対して割り当てられ、ストレージは RAID サブシステム・レベルで作成
され、保守されます。したがって、さまざまなタイプの RAID コントローラーに
は、それぞれ使用しているハードウェアに関する知識とそれに固有のソフトウェア
が必要です。

バーチャライゼーションは、従来のストレージ管理から完全に変化しました。バー
チャライゼーションでは、ディスク作成と管理を行なう中心となる制御ポイントが
提供されるため、ストレージ管理を行う方法の変更が必要となります。

ファブリック・レベルのバーチャライゼーションは、複数のディスク・サブシステ
ムからストレージ・プールが作成されるという原理です。このプールを使用して仮
想ディスクがセットアップされ、ホスト・システムから認識できるようになりま
す。これらの仮想ディスクは、使用可能なストレージはどれでも使用し、SAN スト
レージを管理する共通の方式を許可しています。

ファブリック・レベルのバーチャライゼーションは、非対称または対称の 2 つの方
式のどちらでも行なうことができます。

非対称バーチャライゼーションでは、バーチャライゼーション・エンジンはデー
タ・パスの外部にあります。バーチャライゼーション・エンジンは、すべてのマッ
ピングおよびロック・テーブルを含んでいるメタデータ・サーバーを提供していま
す。ストレージ・デバイスにはデータしか含まれません。

制御のフローはデータのフローから分離されているので、 SAN の処理能力全体を
入出力 (I/O) 操作に使用できます。制御用には、独立したネットワークまたは SAN

リンクが使用されます。

ただし、非対称のバーチャライゼーションには次のような欠点があります。

v データの機密漏れのリスクが高くなり、制御ネットワークはファイアウォールに
よって保護する必要があります。

v ファイルが複数の装置にわたって分散している場合、メタデータが非常に複雑に
なる可能性があります。
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v SAN にアクセスする各ホストは、メタデータにアクセスし、メタデータを解釈す
るための手段を備えている必要があります。このため、特定のデバイス・ドライ
バーやエージェント・ソフトウェアを各ホスト上で実行する必要があります。

v メタデータ・サーバーは、メタデータのみにアクセスし、データ自体にはアクセ
スできないので、キャッシングやコピー・サービスなどの拡張機能を実行するこ
とができません。

対称バーチャライゼーション
このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) における対称バーチャライゼーションについて説明します。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) により対称バーチャライゼーションが提供されます。バーチャライゼーション
では、物理ストレージである新磁気ディスク制御機構 (RAID) アレイを、エクステ
ントと呼ばれるさらに小さなストレージのチャンクに分割します。これらのエクス
テントは、様々なポリシーを使用して連結され、仮想ディスクを形成します。対称
バーチャライゼーションを使用すると、ホスト・システムを物理ストレージから切
り離すことができます。データ・マイグレーションなどの拡張機能は、ホストを再
構成せずに実行することができます。対称バーチャライゼーションの場合、バーチ
ャライゼーション・エンジンは、SAN の中心となる構成ポイントです。

対称仮想ストレージ・ネットワーク (図 2 を参照) では、データと制御は両方とも
同じパスを流れます。データからの制御の分離はデータ・パス内で発生するため、
ストレージをバーチャライゼーション・エンジンの制御下でプールすることができ
ます。バーチャライゼーション・エンジンは、論理ストレージから物理ストレージ
へのマッピングを実行します。

バーチャライゼーション・エンジンは、ストレージおよびストレージに書き込まれ
るデータへのアクセスを直接コントロールします。その結果、キャッシュおよびコ
ピー・サービスなどの拡張機能や、データ保全性を提供するロック機能は、バーチ
ャライゼーション・エンジン自身の中で実行することができます。したがって、バ
ーチャライゼーション・エンジンは、装置および拡張機能の管理の中心となる制御
ポイントです。対称バーチャライゼーションでは、ストレージ・ネットワーク内に

図 2. 対称バーチャライゼーション
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一種のファイアウォールを構築することもできます。バーチャライゼーション・エ
ンジンのみが、このファイアウォールへのアクセス権限を与えることができます。
しかし、対称バーチャライゼーションはいくつかの問題の原因となります。

対称バーチャライゼーションの主な問題は、すべての I/O がバーチャライゼーショ
ン・エンジンを介して流れなければならないことによる、パフォーマンスの低下で
す。この問題はスケーラビリティーの 1 つです。この問題を解決するために、フェ
イルオーバー機能を持つバーチャライゼーション・エンジンの N-wayクラスターを
使用することができます。期待するパフォーマンス水準を得るための、追加のプロ
セッサー能力、キャッシュ・メモリー、およびアダプター処理能力を見積もること
ができます。メモリーおよび処理能力は、コピー・サービスおよびキャッシュなど
の拡張機能を実行するために使用できます。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) は対称バーチャライゼーションを使用します。単一のバーチャライゼーショ
ン・エンジンは、ノードと呼ばれ、結合されてクラスターを作成します。 1 つのク
ラスターには 4 つのノードが含まれます。

関連トピック:

v 1ページの『バーチャライゼーション』

SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) の紹介
このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) の機能と利点をリストします。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) では、接続されたストレージ・サブシステムから管理対象ディスクのプールの
作成により、対称バーチャライゼーションが実行されます。そしてこれらのストレ
ージ・サブシステムは、接続された各種のホスト・コンピューター・システムが使
用するために仮想ディスクのセットにマップされます。システム管理者は、SAN 上
のストレージの共有プールを表示してアクセスできます。SAN によりシステム管理
者はストレージ・リソースをさらに効率よく使用でき、拡張機能用の共通の基盤が
提供されます。

IBM TotalStorage SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) は、次
のエレメントから構成されます。

v IBM TotalStorage SAN ボリューム・コントローラー ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用)

v Cisco MDS 9000 キャッシング・サービス・モジュール (CSM)

このソリューションは、以下の利益および利点を提供します。

v 複雑さの削減

v SAN ベースのストレージを管理するコストの削減

v 容量の使用率を増大させるため、異機種ストレージ・デバイスから成る単一のス
トレージ・プールを作成

v 高度に使用可能なソリューションを提供するために、キャッシュ・ベースのクラ
スター・アーキテクチャーを実装
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v 今日要求されるストレージ環境において必要とされる、スケーラビリティーとパ
フォーマンスを提供

このソリューションは、キャッシュ・ベースのクラスター・アーキテクチャーを実
装し、今日要求されるストレージ環境で必要とされる高可用性とスケーラビリティ
ーの選択を提供します。

各 Cisco MDS 9000 Series CSM では、2 つのストレージ・エンジンまたはノード
が提供されます。SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) はクラスター・モードで稼働します。1 つの SAN ボリュー
ム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) クラスター
は、4 つのノードから構成されます。

バーチャライゼーション・テクノロジーに基づき、このソリューションは、SAN に
接続されているストレージ・サブシステムから成る、仮想化されたストレージ・プ
ールをサポートするように、設計されています。このソリューションは、結合され
たストレージ・ボリュームをセントラル・ポイントから集中管理し、計画的停止に
よるダウン時間を回避し、容量の使用率を増大させ、単一のライセンスによる複数
のストレージ・デバイスにまたがるコピー・サービスを実装します。

このストレージ・プールは、効率を上げることにより未使用のストレージ容量の選
択を容易にします。このストレージ・プールは、オープン・システム環境における
ハイパフォーマンスと連続可用性をサポートする、統合化ソリューションとして設
計されています。ストレージ・ボリュームは、アプリケーションに対しては仮想デ
ィスクとして表現されます。これらの仮想ディスクは、ストレージ・エンジンの背
後にある管理対象ディスクのプールから作成されます。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000
用) の機能と機構:

このセクションでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェ
ア (Cisco MDS 9000 用) が備えている機構について説明します。

v ボリューム管理制御のセントラル・ポイント

バーチャライゼーションを通じて、SAN ボリューム・コントローラー・ストレー
ジ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) は、複数のストレージ・サブシステムに
わたって管理対象ディスクのプールを作成する援助をします。これらの管理対象
ディスクは、サーバー・アプリケーションで使用される仮想ディスクにマップさ
れ、これにより既存のストレージの使用を改善します。この簡単なインターフェ
ースでは、Storage Management Initiative Specification (SMIS) アプリケーション・
プログラミング・インターフェース (API) を組み込み、さらにオープン・スタン
ダードに対する IBM の意気込みを示しています。

v 動的データ・マイグレーション

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) は、管理者が、ストレージをある装置から別の装置へ、オフラインにす
ることなくマイグレーションを行なう援助となる、動的なデータ・マイグレーシ
ョン機能を含んでいます。これにより管理者はアプリケーションを中断すること
なく、ストレージ容量を再割り振りしたり、調整したりすることができます。ま
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た、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) は、IBM TotalStorage Subsystem Device Driver (SDD) マルチパス・ソ
フトウェアの効力を強化します。

v リソース使用率の向上

このソリューションにより、人的リソースおよびテクノロジー・リソースをより
有効に使用することができます。このソリューションは、単一のユーザー・イン
ターフェースから、異機種ストレージ・コントローラーの下にあるボリュームの
集中管理を行う能力を提供することにより、管理者の生産性を向上させる助けに
なります。また、複数の装置にまたがってストレージをプールすることにより、
使用可能なストレージ容量を増大させます。 SAN ボリューム・コントローラ
ー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) は 2 ペタバイト (PB) ま
での合計使用可能ストレージ容量を管理するように設計されているため、ストレ
ージ・エンジンあるいはノード・ペアを追加することにより、さらにハイパフォ
ーマンスをサポートします。クラスター内のすべてのストレージ・エンジンは、
共同でストレージ・プールの容量全体を管理します。

v 拡張コピー・サービス

従来型の SAN ディスク・アレイでは、コピー操作は、1 つのボックス内環境ま
たは 同一種のボックス間の環境のみに限定されます。しかし SAN ボリューム・
コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) では、コピ
ー・サービスを個々のストレージ・コントローラーから SAN に移しました。管
理者は、ネットワークの中の異機種ストレージ・デバイスにまたがって、コピ
ー・サービスを適用することができます。FlashCopy やリモート・コピーなどの
拡張コピー・サービスは、管理対象ストレージ全体でサポートされます。

v Cisco MDS 9000 キャッシング・サービス・モジュール (CSM)

CSM は、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用) の一部が、ネットワークが提供するバーチャライゼーション・サ
ービスおよび複製サービスを実行するとき、2 つのハイパフォーマンス処理ノー
ドを統合します。各 CSM は、最近アクセスされたデータ・ブロックを保持する
ために使用される、8 GB のローカル・キャッシュを含みます。2 つのディス
ク・ドライブがあります。ボード上の二重の予備バッテリーで結合された専用ハ
ード・ディスクにより、電源障害の場合にキャッシュ内にあるデータの保護機能
を提供します。データの可用性と保全性をさらに確実にするには、ノードを高可
用性クラスター内の他の CSM 上にあるノードとペアにする必要があります。

v インテリジェント・ネットワーキング・サービスを使用するファブリック・ベー
スのバーチャライゼーション

Cisco MDS 9000 ファブリック・ベース・バーチャライゼーションでは、ホスト
およびバーチャライゼーションのアプライアンス・ベース・ソリューションでは
使用できない、インテリジェント SAN サービスとのあるレベルの統合を提供し
ます。統合された CSM を使用する Cisco MDS 9000 プラットフォームは、イン
テリジェンスおよび拡張機能を提供します。これらは、多層のインテリジェント
なストレージ・エリア・ネットワーク (SAN) を実現します。これらの機能には、
スケーラビリティー、可用性、セキュリティー、およびストレージ・ネットワー
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クの管理の容易性を改善し、結果的に有用性を向上させ、さらに TCO( 総所有コ
スト ) を減少させるために設計された、ハードウェアにより実現されるイノベー
ションが含まれています。

v 仮想ストレージ・エリア・ネットワーク (VSAN)

Cisco MDS 9000 スイッチの機能である仮想ストレージ・エリア・ネットワーク
(VSAN) は、単一の SAN ファブリックの中にハードウェア・ベースで分離され
た環境を作ることにより、より効率的に SAN を使用できるようにします。各
VSAN はファイバー・チャネル・ゾーンを持つように構成する必要があり、追加
されたスケーラビリティーおよび回復力に対するそれぞれ独自のファブリック・
サービスを維持します。 VSANは、トラフィックの完全な分離とセキュリティー
を保証し、「VSAN ごと」に基づく構成の独立制御を保つと同時に、SAN イン
フラストラクチャーのコストをより多くのユーザーで共有できるようにします。
VSANは、アプリケーション・ホストと物理ストレージとの間の保護バリアを提
供し、仮想化ストレージ環境におけるデータ保全性を拡張します。

v 包括的セキュリティー

SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) は、攻撃の対象となり
うるすべてのポイントにおいて、広範囲なセキュリティーの基準を提供します。
SSH、RADIUS、SNMPv3、および役割ベースのアクセス制御を使用して、無許可
アクセスをブロックします。制御トラフィックの暗号漏えいから保護するため
に、ファイバー・チャネル・セキュリティー・プロトコル (FC-SP) は、機密性、
データ発信元の認証、およびコネクションレス型の保全性を、SAN 全体に提供し
ます。データ・プレーン・トラフィックは、共用される SAN を通過するトラフ
ィックの分離を保証する VSAN、および VSAN 内でのトラフィック分離要件を
満たすゾーニングにより保護されます。ハードウェア・ベースの ACL は、さら
に高機能のセキュリティー・オプションの細分性を提供します。

v 高可用性

他のすべての Cisco MDS 9000 ファミリー・モジュールと同様、CSM は ホッ
ト・スワップ可能で、Cisco MDS 9000 高可用性アーキテクチャーに完全に統合
されています。Cisco MDS 9000 ソフトウェア・アーキテクチャーは、障害を起
こした監視プログラムのプロセスの自動再始動を含む最高レベルの可用性を提案
するとともに、16 の物理リンクを 1 つの論理インターフェースに集約する
Cisco PortChannel 機能によってファブリック・レベルの可用性を提案します。論
理インターフェースは、ポート障害、ASIC 障害、モジュール障害のイベントに
おいてアクティブであり続け、リセットを引き起こすことなく物理リンクの障害
に耐えることができます。さらに、Fabric Shortest Path First (FSPF) マルチパス
により、16 以内の等価コスト・パス全体にわたってロード・バランシングを行
い、スイッチ障害の場合に動的にトラフィックを転送するインテリジェンスを提
供します。クラスター化されたペア内に配置され、SAN ボリューム・コントロー
ラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) と結合されて、可用性は
ボリューム・レベルまで拡大され、最大の実行可能時間が保証されます。

v 管理オプション

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) は、仮想ストレージ環境を管理する基本モードを以下のとおり提供しま
す。
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– スイッチを管理し初期クラスターをセットアップするために使用される Cisco

MDS 9000 コマンド行インターフェース (CLI) 。Cisco CLI を使用して、バー
チャライゼーション機能を提供することもできます。

– SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) のコマンド行インターフェースを使用して、バーチャライゼーション
機能を提供することができます。

– SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) のグラフィカル・ユ
ーザー・インターフェース (GUI) を使用して、バーチャライゼーション機能を
提供することができます。

– 他の管理アプリケーションが、IBM CIM エージェントおよび SAN ボリュー
ム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) のグラフィカル・ユーザー・イン
ターフェース (GUI) を使用して、SAN ボリューム・コントローラー・ストレ
ージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) を管理することができます。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000
用) に関する基本事項:

ノード は、単一のストレージ・エンジンです。各 CSM は、2 つのストレージ・エ
ンジン、またはノードをサポートします。4 つのノードは結合され、クラスターを
形成します。クラスター内のノードは、I/O グループと呼ばれるペアにグループ化
されます。 I/O グループ内のノードは相互にバックアップします。ノードに書き込
まれたデータは、両方のノードでキャッシュをまたがって複写されます。仮想ディ
スクは、I/O グループ内のノード間で共用されます。単一点障害 (SPOF) を除去す
るには、I/O グループ内のノードが別々の CSM 上にある必要があります。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) I/O グループは、バックエンド・コントローラーから SAN に提示されたストレ
ージを、多数のディスク (管理対象ディスク といわれる) として認識しています。
アプリケーション・サービスは、これらの管理対象ディスクを認識しません。かわ
りに、アプリケーション・サービスは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレ
ージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) から SAN に提示された仮想ディスクと
呼ばれる多数の論理ディスクを認識します。それぞれのノードは 1 つの I/O グル
ープの中にだけあり、該当する I/O グループ内にある仮想ディスクへのアクセスを
行う必要があります。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) は、連続稼働を行なう補助をするものであり、パフォーマンス・レベルが確実
に保持されるようにデータ・パスを最適化することもできます。

マルチパス・ソフトウェア:

v IBM Subsystem Device Driver (SDD) は、IBM 製品のマルチパス構成環境をサポ
ートするために設計された IBM 疑似デバイス・ドライバーです。

注: SDD は、ホスト上で他のマルチパス指定ドライバー (FAStT 用の LSI RDAC

ドライバーや QLogic パス・ドライバーなど) と共存することはありません。

IBM TotalStorage SAN ボリューム・コントローラーのインターオペラビリティー
:
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IBM Total Storage SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) は
SAN ボリューム・コントローラーと同じ機能を提供しますが、クラスター・レベル
で一緒に相互運用できません。 2 つの製品は相互運用しないため、互いのノードを
候補として認識しません。クラスターは、他の製品によって管理されるノードを含
むことはできません。リモート・コピー関係を、SAN ボリューム・コントローラー
(Cisco MDS 9000 用) と SAN ボリューム・コントローラー・クラスターとの間で
形成することはできません。
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第 2 章 インストール計画

このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) をインストールするために満たす必要のある前提条件をリス
トします。

サービス技術員が、ご使用の SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソ
フトウェア (Cisco MDS 9000 用) のセットアップを開始する前に、ユーザーが
SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) の前提条件を満たしているか検査してください。インストールの最小限の要件
を満たしているかを確認するには、次のチェックリストが役立ちます。

ハードウェアとソフトウェアの両方のセットアップを準備するために、 Cisco MDS

9000 ファミリー・スイッチ・ファブリックを必ずインストールし、セットアップを
済ませてください。各 Cisco MDS 9000 ファミリー・スイッチには、スイッチ IP

(mgmt0、各スイッチごとに 1 つ) が必要です。「Cisco MDS 9216 Switch Hardware

Installation Guide」または「Cisco MDS 9500 Series Hardware Installation Guide」、
および「Cisco MDS 9000 Family Configuration Guide」を参照してください。

1. Cisco MDS 9000 スイッチはマウント済みか ?

2. Cisco MDS 9000 キャッシング・サービス・モジュール (CSM) はインストール
済みか ?

3. すべてのファイバー・チャネル・ケーブルがスイッチに接続されているか ?

4. 各 Cisco MDS 9000 スイッチが Ethernet に接続されているか ?

5. 適切な接続が提供されているか ?

ハードウェア要件:

このプログラムは、複数の Cisco MDS 9000 キャッシング・サービス・モジュール
を必要とします。2 つが 1 台の IBM2062-D04/T04 または D07/T07 上にあって、
またそれぞれが 2 台の 2062 上にあってもかまいません。IBM 2062-D01、
D04/T04、および D07/T07 の任意の組み合わせがサポートされています。

CIM エージェントおよび SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用)

のインストールには、以下の特性を備えたホストを提供する必要があります。

v Windows® 2000 Server Service Pack 4 が稼働している PC

v 1 ギガヘルツ以上の高速の Intel™ Pentium® プロセッサー

v 通信アダプターのサポート

v CD-ROM ドライブ

v 最小でも 1 GB メモリー

現行のサポートの要約 (サポートされる固有のソフトウェア、ハードウェアおよび
ファームウェアのレベルなども含めて) が、下記に示されています。

http://www.ibm.com/storage/support/2062-2300

ソフトウェア要件:
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このプログラムは、Windows 2000 Advanced Server または Red Hat Linux

Advanced Server が稼働しているサーバーとの接続、および AIX、HP-UX、または
Sun Solaris が稼働している RISC ベースのサーバーとの接続をサポートします。こ
れらのサーバーには、IBM Subsystem Device Driver マルチパス・ドライバーが必要
です。

現行のサポートの要約 (特定のソフトウェア、ハードウェア、およびファームウェ
ア・レベルを含む) が、下記の場所にあります。

http://www.ibm.com/storage/support/2062-2300

関連トピック:

v 『SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) 環境の準備』

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco
MDS 9000 用) 環境の準備

このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) の物理環境に対する要件をリストします。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) をインストールする前に、Cisco Systems の以下の資料を参照して、物理環境を
準備してください。

v Cisco MDS 9216 Switch Hardware Installation Guide

v Cisco MDS 9500 Series Hardware Installation Guide

v Cisco MDS 9000 Family Command Reference

v Cisco MDS 9000 Family Configuration Guide
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第 3 章 SAN 環境で SAN ボリューム・コントローラー・ストレ
ージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) を使用するための計
画のガイドライン

このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) 用の環境をセットアップするためのステップをリストしま
す。

このトピックでは、ユーザーが SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・
ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) 環境をセットアップするのに役に立つ、計画の
ためのガイドラインを示しています。ここではまた、SAN ボリューム・コントロー
ラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) を使用する上で理解する必
要がある主要な概念についても説明します。

ステップ:

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) の計画の際には、次の作業について考慮してください。

1. ご使用の構成について計画する。

2. SAN 環境について計画する。

3. ファブリックのセットアップについて計画する。

4. 仮想化する RAID リソースを作成する。

5. クラスターにマージするデータが入っている RAID アレイがあるか判別する。

6. データをクラスターにマイグレーションするか、イメージ・モードの VDisk と
して保持するか判別する。

7. コピー・サービスの計画はあるか?

関連トピック:

v 45ページの『第 5 章 SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフト
ウェア (Cisco MDS 9000 用) の構成の計画』

v 『Storage Area Network (SAN)』

v 16ページの『SAN ファブリック』

v 21ページの『ディスク・コントローラー』

v 23ページの『イメージ・モードの仮想ディスクのマイグレーション』

v 23ページの『コピー・サービス』

Storage Area Network (SAN)
このトピックでは、ストレージ・エリア・ネットワーク (SAN) の概念を定義し、
SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) で SAN を構成する場合の考慮事項について説明します。

ストレージ・エリア・ネットワーク (SAN) は、ストレージ・リソースを共用するた
めの高速の専用ネットワークです。SAN を使用すると、ストレージ・デバイスとサ
ーバーの間の直接接続を確立することができます。また、簡素化されたストレージ
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の管理、スケーラビリティー、柔軟性、可用性、および改良されたデータ・アクセ
ス、移動、およびバックアップが提供されます。

SAN ストレージ・システムは、クラスターに配置された 4 つの ノードで構成され
ています。これらは、ホスト・システム、RAID コントローラー、およびストレー
ジ・デバイスなどとすべて一緒に SAN ファブリックの一部として表示され、すべ
て一緒に接続されて SAN を形成します。

前提条件:

インストール中に使用される予定の既存の SAN に SAN ボリューム・コントロー
ラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) をインストールするとき
は、まず最初に必ず SAN のアクティブ部分から新規の SAN ボリューム・コント
ローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) の接続を分離するよう
に、スイッチ・ゾーニングまたは VSAN を設定してください。VSAN のセットア
ップについての詳細は、「Cisco MDS 9000 Family Configuration Guide」を参照して
ください。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) をインストールする前に、下記の情報について考慮してください。

v 高可用性に関するユーザーの必要条件に合わせて、SAN の設計を考慮する

v SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) に接続される予定のホスト・システムについて、互換性と適合性を確認
しながら、それぞれのオペレーティング・システムを識別する

__ ホストごとに、ホスト・バス・アダプター (HBA) を指定する

__ パフォーマンスの要件を定義する

__ 全体のストレージの容量を判別する

__ ホストごとのストレージの容量を判別する

__ ホスト LUN のサイズを判別する

__ ご使用の SAN に、すべてのホストおよびバックエンド・ストレージと接
続するためのポートが十分あるか判別する

固有のファームウェア・レベルおよびサポートされる最新のハードウェアについて
は、次の Web サイトをご覧ください。

http://www.ibm.com/storage/support/2062-2300

SAN ファブリック
このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) を持つ SAN ファブリックに、ゾーンを定義するための要件
をリストします。

SAN ファブリックは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウ
ェア (Cisco MDS 9000 用) が RAID コントローラーにアクセスでき、さらにホス
ト・システムが SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) にアクセスできるように、ゾーンおよび仮想ストレージ・エ
リア・ネットワーク (VSAN) に配置することができます。VSAN 内のポートは、そ
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れらがゾーン内にある場合以外、相互に通信することはできません。 ホストは、
RAID コントローラー上で直接アクセスまたは操作してはなりません。

v SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) が必要とするゾーンおよび VSAN を作成するために、スイッチをイン
ストールして構成します。少なくとも 3 つの汎用ゾーンをそれぞれ次の VSAN

に作成する必要があります。

– ホスト・ゾーンまたはホスト VSAN

– ストレージ・ゾーンまたはストレージ VSAN

– 管理ゾーンまたは管理 VSAN。管理ゾーンまたは管理 VSAN は、クラスター
内のすべてのノードが互いに通信するためのゾーンを提供します。

v それぞれのホスト (またはホストの区画) は、1 個から 4 個のファイバー・チャ
ネル・ポートを持つことができます。

IBM は、それぞれの SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェ
ア (Cisco MDS 9000 用) のポートに対するサブシステムのワークロードを均等にす
ることをお勧めします。このことは、一般的に、ほぼ同数のホストのファイバー・
チャネル・ポートを各 SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウ
ェア (Cisco MDS 9000 用) のファイバー・チャネル・ポートにゾーニングすること
を意味しています。

IBM は、マルチスイッチ・ファブリックを構築する前、およびゾーニングの前に、
ドメイン ID を手動で設定することをお勧めしています。このようにするのには、
いくつかの理由があります。

v 2 つのスイッチは、アクティブになっているときに結合されると、ドメイン ID

がすでに以前と同じように使用されているかどうかを判別します。しかし、矛盾
があればそのドメイン ID はアクティブなスイッチの中では変更できません。こ
のような矛盾があると、ファブリック・マージ・プロセスは失敗します。

v ゾーニングがドメインおよびスイッチ・ポート番号を用いて実装されると、ドメ
イン ID を用いてスイッチ・ポートが識別されます。すべてのファブリックの開
始のときにドメイン ID がネゴシエーションされる場合、同じスイッチが次回も
同じ ID を持つという保証はありません。したがって、ゾーニング定義が無効に
なる場合もあります。

v SAN がセットアップされたあとでドメイン ID が変更されると、ホスト・システ
ムによっては、そのスイッチで再ログインが困難になる場合もあるので、そのス
イッチ上の装置を検出するためには、ホストの再構成が必要になることもありま
す。

仮想ストレージ・エリア・ネットワーク
このトピックでは、仮想ストレージ・エリア・ネットワーク (VSAN) を定義し、
SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) 用に VSAN を構成するための要件をリストします。

簡単にいえば、仮想ストレージ・エリア・ネットワーク (VSAN) とは、ファブリッ
クです。ストレージ・エリア・ネットワーク (SAN) は、主として SCSI トラフィッ
クを交換するために、ホストとストレージ・デバイスを相互接続する専用ネットワ
ークです。SAN においては、物理リンクがこれらの相互接続を提供します。プロト
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コルのセットが SAN 上で稼働して、ルーティング、ネーミング、およびゾーニン
グを扱います。異なるトポロジーで複数の SAN を設計することができます。

ファイバー・チャネル・スイッチの Cisco MDS シリーズは、VSAN と呼ばれる別
々のセクションに SAN を分割する方法を提供します。VSAN は、SAN の中に完全
に含まれるファブリックです。トラフィックは、ネーム・サーバーの更新でも、あ
る VSAN から 別の VSAN へと渡されることはありません。VSAN はそれ自身が
完全に隔離されています。VSAN は LPAR と同じです。仮想化ソリューションにお
いてトラフィックを隔離するには、VSAN、ゾーニング、あるいは VSAN とゾーニ
ングの組み合わせを使用することができます。VSAN 内のポートは、両者がゾーン
内にある場合以外は、相互に通信することはできません。

データ・フロー用の論理パスをセットアップするために、2 つの VSAN を定義しま
す。サーバー VSAN はサーバーからのすべての HBA を含みます。サーバー・タ
イプを互いからさらに隔離するには、その VSAN でゾーニングを使用することもで
きます。ストレージ VSAN は、その中にあるストレージ・システム接続のすべてを
持ちます。これらの VSAN はいずれも、その中に SAN ボリューム・コントローラ
ー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) のポートを持っています。こ
の構成により、サーバーがストレージ・システムに対して持つ唯一のパスは、バー
チャライゼーション・エンジンを経由することになります。

1 つの VSAN を通信コンジットとして定義します。クラスター VSAN はバーチャ
ライゼーション・エンジンからのポートのみを持ちます。この VSAN はクラスター
への通信コンジットで、ハウスキーピング用に使用します。

詳細については、「Cisco MDS 9000 Family Software Configuration Guide」を参照
してください。

ノード
このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) にノードを定義し、ノードの処理状態をリストします。

ノードは I/O グループと呼ばれるペアで配置されます。各ノードは、1 つの I/O グ
ループにだけ入れることができます。2 つの I/O グループはクラスターを形成しま
す。

ある時点では、クラスター内の 1 つのノードが、構成アクティビティーを管理する
ために使用されます。この構成ノードは、クラスター構成を記述し、構成コマンド
のフォーカル・ポイントを提供する構成情報のキャッシュを管理します。構成ノー
ドに障害が起こると、そのクラスターにあるもう一方のノードがその責任を継承し
ます。

表 4 は、ノードの操作状態を示したものです。

表 4. ノードの状態

状態 説明

追加中 ノードがクラスターに追加されましたが、まだクラ
スターの状態と同期化されていません (注を参照)。
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表 4. ノードの状態 (続き)

削除中 ノードは、クラスターから削除されるプロセス中で
す。

オンライン ノードは操作可能で、クラスターに割り当てられて
おり、ファイバー・チャネル SAN ファブリックに
アクセスできます。

オフライン ノードは作動不能です。ノードはクラスターに割り
当てられましたが、ファイバー・チャネル SAN フ
ァブリック上で使用できません。

保留中 ノードは状態間を遷移中であり、数秒以内に他のい
ずれかの状態に変わります。

注: ノードが長い時間、追加中状態に留まる可能性もあります。このような場合、ノードを
削除して、追加し直すことができます。しかし、その前に最低 30 分待つ必要があります。
追加されたノードが残りのクラスターより低いコード・レベルにある場合、そのノードはク
ラスター・コード・レベルにまでアップグレードされます。これには、最大 20 分かかるこ
とがあります。この間に、ノードは追加として表示されます。

クラスター状態
このトピックでは、クラスターの状態について説明します。

クラスター状態は、そのクラスターに関するすべての構成および内部クラスター・
データを保持しています。このクラスター状態情報は、揮発性メモリーに保持され
ます。主電源が故障すると、2 台の内部バッテリー・バックアップ装置が内部電源
を維持します。これはクラスター状態情報が各ノードの IDE ディスク・ドライブに
保存されるのに十分な時間だけ維持されます。読み取りおよび書き込みキャッシュ
情報 (これもメモリーに保持されている) が、その情報を使用している I/O グルー
プ内のノードの IDE ディスク・ドライブに保管されます。

クラスターにあるノードはすべて、クラスター状態について同一のコピーを保持し
ています。構成または内部クラスター・データに対して変更を行なうと、同じ変更
がすべてのノードに対して適用されます。例えば、構成ノードに対して、ユーザー
構成要求が行なわれます。このノードは、クラスターのすべてのノードに対してこ
の要求を転送するので、それらはすべてクラスター状態を同じ時点に変更します。
このようにすると、すべてのノードが構成変更を知ることができます。

クラスター操作とクォーラム・ディスク
このトピックでは、クラスターの操作について説明し、クォーラム・ディスクを定
義します。

クラスターは、そのノードの少なくとも半数を機能する状態にしておかなければな
りません。ノードは I/O グループとしてペアで配置され、2 つの I/O グループで 1

つのクラスターを構成します。クラスターが機能するには、各 I/O グループ内の 1

つのノードが作動可能になっている必要があります。I/O グループ内のノードがい
ずれも作動可能でない場合、その I/O グループによって管理される VDisk にはア
クセスできなくなります。
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クラスターは、自動的に 3 つの管理対象ディスクをクォーラム・ディスクとして選
択し、それらに 0、1 および 2 というクォーラム索引を割り当てます。これらのデ
ィスクのいずれか 1 つが、タイブレーク状態を解決するために使用されます。サポ
ートされているディスク・コントローラーの中には、クォーラム・ディスクとして
サポートされていないものがあります。

タイブレークが起こると、分割が起こったあとでクォーラム・ディスクをアクセス
するクラスターの最初の半数は、ディスクをロックして、操作を続行します。他方
は停止します。この処置により、双方が互いに不整合になることが防止されます。

クォーラム・ディスクの割り当ては、svctask setquorum コマンドを使用するこ
とによって、いつでも変更できます。

複数のスイッチまたはディレクター内にノードを持つクラスターがある構成で、ク
ォーラム・ディスクが使用不能にならないようにするには、以下のガイドラインに
従ってください。

v 可能な場合、2 つのスイッチまたはディレクター間のスイッチ間リンクを、複数
のライン・カードから作成する。

v 各 RAID コントローラーに単一のポートを持つストレージ・アレイがあるか、管
理対象ディスク・プール内の各 RAID コントローラーに複数のポートを持つスト
レージ・アレイがある場合、RAID コントローラーごとに複数のポートを持つア
レイを、クォーラム論理装置 (LU) の格納場所として選択する。

v 管理対象ディスク・プールの 2 つの RAID コントローラーのそれぞれに、複数
のポートを持つストレージ・アレイがある場合、各コントローラーの 1 つのポー
トを各スイッチまたはディレクターに接続する必要がある。

Cisco MDS 9216 Multilayer Fabric Switch の構成を計画する場合、以下の制約事項
を考慮してください。

v クラスターがディレクター・クラスのスイッチにまたがっており、そのクラスタ
ーが 2 台の MDS 9216 スイッチに含まれている場合、クォーラム・ディスク
が、両方の 9216 に接続されている IBM Enterprise Storage Server (ESS) コント
ローラーに存在するか、または各 MDS 9216 が FastT 内の各コントローラーに
接続されている 4 ポートの FastT に存在するように、そのクラスターを構成す
る必要があります。MDS 9216 の 1 つが故障した場合でも、もう一方の MDS

9216 内のノードがクォーラム・ディスクにアクセスできます。

v SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) が MDS 9216 にインストールされている場合、MDS 9216 内のライ
ン・カードが故障すると、一時的にデータにアクセスできなくなる可能性があり
ます。これが発生するのは、各 RAID コントローラーに単一ポートを持つストレ
ージ・アレイにクォーラム・ディスクがある場合です。この可能性を回避するに
は、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) が MDS 9216 にインストールされている場合、RAID コントローラー
ごとに複数のポートを持つアレイだけを、クォーラム・ディスクの格納場所とし
て選択します。各 MDS 9216 では、各コントローラーから 1 つのポートへの接
続が必須です。
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内部バッテリー・バックアップと電源ドメイン
このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) 内の内部バッテリー・バックアップ装置の機能について説明
します。

CSM 上のノードは、内部バッテリー・バックアップ装置によって保護されます。
主電源が故障すると、内部バッテリー・バックアップが内部電源を維持します。こ
れはクラスター状態情報が各ノードの IDE ディスク・ドライブに保存されるのに十
分な時間だけ維持されます。

スイッチ内の各 CSM は、固有の電源ドメインです。 I/O グループにあるノード
が、同じ電源ドメインに属していないということが大変重要です。 この構成では、
内部バッテリー・バックアップまたは主電源の故障に対して、キャッシュおよびク
ラスター状態情報が確実に保護されます。 したがって I/O グループの各ノード
は、別々の CSM 上にあることが必要です。そうでなければ、1 つの故障のために
I/O グループ内の両方のノードがキャッシュやクラスターの状態情報を IDE ディス
ク・ドライブに書き込めなくなり、キャッシュ・データが失われることになりま
す。

ノードをクラスターに追加するときは、参加させる I/O グループを指定する必要が
あります。 構成インターフェースは、I/O グループ内の 2 つのノードが同じ CSM

の一部ではないことを確認します。

ディスク・コントローラー
このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) でのディスク・コントローラーの機能について説明します。
また、このシステムでディスク・コントローラーを構成する場合の考慮事項につい
ても説明します。

ディスク・コントローラーは、 1 つ以上のディスク・ドライブ操作を調整および制
御し、ドライブ操作をシステム全体の操作と同期化する装置です。これらのコント
ローラーは、クラスターが管理対象ディスク (Mdisk) として検出するストレージを
提供します。

ご使用のディスク・コントローラーを構成する際には、最適のパフォーマンスが得
られるようにディスク・コントローラー・システムと装置を構成し、管理してくだ
さい。

サポートされる RAID コントローラーは、クラスターによって検知され、ユーザ
ー・インターフェースにより報告されます。また、クラスターは各コントローラー
がどの Mdisk を持っているかを判別し、コントローラーによってフィルタリングさ
れた Mdisk のビューを提供することができます。このビューにより、Mdisk を、コ
ントローラーが提示する RAID アレイと関連付けることができます。

注: SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) は RAID コントローラーをサポートしていますが、コントローラーを
非 RAID コントローラーとして構成することもできます。 RAID コントローラ
ーは、ディスク・レベルでの冗長性を提供します。このため、単一の物理ディ
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スクの障害が原因で、MDisk の障害、MDisk グループの障害、または MDisk

グループから作成された仮想ディスク (VDisk) の障害が発生することがなくな
ります。

コントローラーでは、それが提供している RAID アレイまたは単一ディスクにロー
カル名を付けることができます。しかし、クラスター内のノードが、この名前を判
別することはできません (ネーム・スペースがコントローラーにとってローカルで
あるため)。コントローラーは、固有の ID、コントローラー LUN または LU 番号
をこれらのディスクに付けます。この ID を、コントローラー・シリアル番号 (複
数のコントローラーの場合は複数) と併せて使用して、コントローラーから提示さ
れる RAID アレイを持つクラスターにある管理対象ディスクと関連付けることがで
きます。

データの消失を防ぐため、何らかの形の冗長性を備えた RAID アレイ、つまり
RAID 1、RAID 10、RAID 0+1、または RAID 5 のみを仮想化してください。1 つ
の物理ディスクの障害によって多数の VDisk に障害が起こる可能性があるので、
RAID 0 は使用しないでください。

サポートされないディスク・コントローラー・システム (汎用コントローラー):

ディスク・コントローラー・システムが SAN で検出されると、SAN ボリューム・
コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) はその照会デー
タを使用してこれを認識しようとします。ディスク・コントローラー・システムが
明示的にサポートされるストレージ・モデルのいずれかであると認識されれば、
SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) はこのディスク・コントローラー・システムの既知のニーズに合わせることが
できるエラー・リカバリー・プログラムを使用します。ストレージ・コントローラ
ーが認識されない場合、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウ
ェア (Cisco MDS 9000 用) は、ディスク・コントローラー・システムを汎用コント
ローラーとして構成します。汎用コントローラーは、SAN ボリューム・コントロー
ラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) によって処理されるとき、
正しく機能する場合と機能しない場合があります。いずれのイベントにおいても、
SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) は、汎用コントローラーへのアクセスはエラー状態とみなさず、結果的にエラ
ーをログに記録しません。汎用コントローラーによって提示された MDisk (管理対
象ディスク) は、クォーラム・ディスクとして使用するには適格ではありません。

データ・マイグレーション
このトピックでは、データ・マイグレーションの用途をリストします。

データ・マイグレーションは、仮想ディスク (VDisk) のエクステントと管理対象デ
ィスク (MDisk) のエクステントの間のマッピングに影響を与えます。この処理中に
も、ホストは引き続き VDisk にアクセスできます。

マイグレーションの用途:

データ・マイグレーションには、いくつかの用途があります。

v クラスター内のワークロードを管理対象ディスク間で再配分する

– 新しくインストールされたストレージにワークロードを移動する
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– 古いストレージまたは故障したストレージを取り替える前に、そのストレージ
からワークロードを移動する

– 変更されたワークロードを再度均衡化するよう、ワークロードを移動する

v レガシー・ディスクから SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフ
トウェア (Cisco MDS 9000 用) により管理されるディスクに、データをマイグレ
ーションする。

イメージ・モードの仮想ディスクのマイグレーション
このトピックでは、イメージ・モードの仮想ディスク内の部分エクステントについ
て説明します。

イメージ・モードの仮想ディスク (VDisk) は、VDisk の最後のエクステントを部分
エクステントにすることができるという特別なプロパティーを持っています。管理
対象のモード・ディスクはこのプロパティーを持っていません。

一度データを部分エクステントからマイグレーションしてしまうと、そのデータを
もう一度マイグレーションして、部分エクステントに戻すことはできません。

コピー・サービス
このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) の機能であるコピー・サービスの概要について説明します。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) は、仮想ディスク (VDisk) をコピーするための FlashCopy™ とリモート・コピ
ーの 2 つのコピー・サービスを提供しています。これらのコピー・サービスは、
SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用)に接続されるすべてのサポート対象のホストで使用できます。

FlashCopy
ソース VDisk からターゲット VDisk に、瞬間的な時刻指定コピーを作成
します。

リモート・コピー
ターゲット VDisk 上に、ソース VDisk と整合したコピーを作成します。
データは、ソース VDisk に書き込まれた後、同時にターゲット VDisk に
書き込まれるため、コピーは継続的に更新されます。

FlashCopy の用途:

FlashCopy を使用すると、頻繁に変化するデータをバックアップできます。時刻指
定コピーを作成した後、テープなどの 3 次ストレージにコピーをバックアップでき
ます。

FlashCopy のもう 1 つの用途は、アプリケーションのテストです。アプリケーショ
ンの実稼働に移行する前に、実際のビジネス・データを使用してアプリケーション
の新バージョンをテストすることは、重要で役に立つことがよくあります。これに
より、新しいアプリケーションが実際のビジネス・データと互換性がないために失
敗するリスクが低減されます。
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FlashCopy を使用して、監査やデータ・マイニング用のコピーを作成することもで
きます。

科学技術の分野では、FlashCopy を使用して、長時間実行するバッチ・ジョブの再
始動点を作成できます。これを用いて、実行日数の長いバッチ・ジョブが失敗した
場合に、保管済みのデータのコピーからジョブを再始動できます。この方法によ
り、数日間にわたるジョブを再実行しなくて済みます。

リモート・コピーの用途:

災害時回復がリモート・コピーの主な用途です。ビジネス・データの正確なコピー
をリモート・ロケーションで維持できるので、局所的な災害が発生した場合にその
リモート・ロケーションをリカバリー・サイトとして使用できます。

関連トピック:

v 『FlashCopy』

v 28ページの『リモート・コピー』

FlashCopy
このトピックでは、FlashCopy サービスの概要について説明します。

FlashCopy は、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) で使用できるコピー・サービスです。FlashCopy は、ソース
仮想ディスク (VDisk) の内容をターゲット VDisk にコピーします。ターゲット・
ディスクに存在したデータは失われ、コピーされたデータで置き換えられます。タ
ーゲット書き込みが実行されていない限り、コピー操作の完了後のターゲットの仮
想ディスクには、ソースの仮想ディスクの内容が、ある一時点に存在していたとき
のままの内容で含まれています。コピー操作は完了するまでにある程度の時間がか
かっても、ターゲット上の結果のデータは、コピーが即時に行われたかのように見
える方法で示されます。FlashCopy は、時刻ゼロ・コピー (T 0) または時刻指定コ
ピー・テクノロジーの例として説明されることがあります。

絶えず更新されているデータ・セットの整合コピーを作成するのは難しいことで
す。時刻指定コピー技術が、この問題を解決するために使用されます。データ・セ
ットのコピーを、時刻指定コピー技術を提供しないテクノロジーを使用して作成す
る場合にそのデータ・セットがコピー操作中に変更されると、結果のコピーには整
合性のないデータが含まれる可能性があります。たとえば、あるオブジェクトへの
参照が、参照されるオブジェクトそのものがコピーされるよりも先にコピーされ、
しかもそのオブジェクト自身がコピーされる前に移動した場合、コピーには新しい
ロケーションの参照先オブジェクトが含まれているにもかかわらず、参照は古いロ
ケーションを指すことになります。

ソース VDisk とターゲット VDisk は、次の要件を満たしている必要があります。

v サイズが同じである。

v 同じクラスターによって管理されている。

関連トピック:

v 27ページの『FlashCopy 整合性グループ』

v 25ページの『FlashCopy マッピング』
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v 39ページの『仮想ディスク』

FlashCopy マッピング
このトピックでは、FlashCopy のマッピングの概要について説明します。

VDisk をコピーするには、それが FlashCopy マッピングまたは整合性グループの一
部、またはその両方である必要があります。

FlashCopy はある VDisk を別の VDisk にコピーするので、SAN ボリューム・コン
トローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) はその関係を認識し
ている必要があります。FlashCopy マッピングは、ソース VDisk とターゲット
VDisk の間の関係を定義します。特定の仮想ディスクは、ただ 1 つのマッピングに
参加できます。つまり、仮想ディスクはただ 1 つのマッピングのソースまたはター
ゲットになれます。たとえば、あるマッピングのターゲットを他のマッピングのソ
ースにすることはできません。

FlashCopy は、仮想ディスクが開始された時点でインスタント・コピーを行いま
す。仮想ディスクの FlashCopy を作成するには、最初にソース仮想ディスク (コピ
ーされる側のディスク) とターゲット仮想ディスク (コピーを受け取る側のディス
ク) との間のマッピングを作成する必要があります。ソースとターゲットは、等し
いサイズでなければなりません。

FlashCopy マッピングは、クラスター内の任意の 2 つの仮想ディスク間に作成する
ことができます。これらの仮想ディスクは、同じ I/O グループまたは管理対象ディ
スク・グループに属している必要はありません。 FlashCopy 操作が開始されると、
ソース仮想ディスクからチェックポイントが作成されます。開始の時点では、実際
のデータはコピーされません。その代わり、チェックポイントは、ソース仮想ディ
スクのどの部分もまだコピーされていないことを示すビットマップを作成します。
ビットマップ内の各ビットは、ソース仮想ディスクの 1 つの領域を表します。この
ような領域のことをグレーンと呼びます。

FlashCopy 操作の開始後は、ソース仮想ディスクに対して、続けて読み取り操作が
発生します。新規のデータがソース (またはターゲット) の仮想ディスクに書き込ま
れると、新規データがソース (またはターゲット) の仮想ディスクに書き込まれる前
に、そのソースにある既存のデータがターゲットの仮想ディスクにコピーされま
す。後の書き込み操作が同じグレーンにデータを再コピーしないよう、ソース仮想
ディスクのグレーンがコピーされたことをマークするために、ビットマップが更新
されます。

同様に、ターゲットの仮想ディスクに対する読み取り操作中に、ビットマップを使
用して、グレーンがコピーされているかどうか判別されます。グレーンがコピーさ
れている場合、データはターゲットの仮想ディスクから読み取られます。グレーン
がコピーされていない場合、データはソースの仮想ディスクから読み取られます。

マッピングを作成する時に、バックグラウンド・コピー速度を指定します。この速
度は、バックグラウンド・コピー処理に与えられる優先順位を決定します。ターゲ
ットにおいてソース全体のコピーを終了する場合 (マッピングは削除できますが、
コピーはターゲット上でまだアクセスできます)、ソース仮想ディスク上にあるすべ
てのデータをターゲット仮想ディスク上にコピーする必要があります。
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マッピングが開始され、バックグラウンド・コピーの速度がゼロよりも大きい場合
は、未変更データがターゲットにコピーされ、ビットマップが更新されて、コピー
が発生したことが示されます。 所定の優先順位と仮想ディスクのサイズに基づいて
一定時間後、仮想ディスクすべてがターゲットにコピーされます。マッピングは、
アイドル/コピー済み状態に戻ります。ターゲットで新しいコピーを作成するための
マッピングを、いつでも開始できます。コピー処理は再度開始します。

バックグラウンド・コピーの速度がゼロの場合、ソース側で変更されるデータがタ
ーゲットにコピーされます。ターゲットは、ソースですべてのエクステントが上書
きされない限り、すべてのソースのコピーを持つことはありません。このコピー速
度は、ソースの一時的コピーだけを必要とする場合に、このコピーを使用すること
ができます。

マッピングは、開始された後いつでも停止することができます。マッピングを停止
すると、ターゲットは不整合になり、したがってターゲット仮想ディスクはオフラ
インにされます。ターゲットを訂正するには、マッピングを再始動する必要があり
ます。

FlashCopy マッピングの状態:

FlashCopy マッピングは、ある時点において次のいずれかの状態になります。

アイドル/コピー済み
ソースとターゲットの VDisk は、両者間に FlashCopy マッピングが存在し
ていても、独立した VDisk として操作します。ソースとターゲットの両方
に対して、読み取りと書き込みのキャッシングが使用可能になっています。

コピー中
コピーが進行中です。

準備済み
マッピングを開始する準備ができています。この状態では、ターゲット
VDisk はオフラインです。

準備中 ソース VDisk に対する変更書き込みデータがキャッシュからフラッシュさ
れます。ターゲット VDisk の読み取りデータや書き込みデータは、キャッ
シュから廃棄されます。

停止済み
ユーザーがコマンドを実行したか、I/O エラーが発生したために、マッピン
グが停止しました。マッピングを再度準備し、開始することにより、コピー
を再始動できます。

中断 マッピングは開始されましたが、完了しませんでした。ソース VDisk が使
用不可になっているか、コピー・ビットマップがオフラインになっている可
能性があります。マッピングがコピー中の状態に戻らない場合、マッピング
を停止してマッピングをリセットしてください。

マッピングを開始する前に、マッピングの準備をする必要があります。マッピング
を準備することにより、キャッシュ内のデータがディスクにデステージされ、ソー
スの整合コピーがディスク上に存在することを確認します。この時点で、キャッシ
ュはライトスルー・モードになります。つまり、ソースに書き込まれたデータは
SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000
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用) ではキャッシュされず、管理対象ディスクに直接渡されます。マッピングの準
備動作には数分かかり、実際の時間はソース仮想ディスクのサイズによって決まり
ます。準備動作をオペレーティング・システムで調整する必要があります。ソース
の仮想ディスク上のデータのタイプによって、オペレーティング・システムまたは
アプリケーション・ソフトウェアも、データ書き込み操作をキャッシュすることが
あります。マッピングを準備し最終的に開始する前に、ファイル・システムとアプ
リケーション・プログラムをフラッシュしたり、または同期する必要があります。

整合性グループという複雑さを必要としないお客様の場合、SAN ボリューム・コン
トローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) では FlashCopy マ
ッピングを独立エンティティーとして扱うことが許可されます。この場合の
FlashCopy マッピングは、独立型マッピングと呼ばれます。この方法で構成された
FlashCopy マッピング の場合、Prepare コマンドおよび Start コマンドが、整合
性グループ ID ではなく、 FlashCopy マッピング名で指図されます。

VERITAS Volume Manager:

FlashCopy ターゲット VDisk の場合、ターゲット VDisk がソース VDisk の正確な
イメージである場合のこれらのマッピング状態を求める照会データに、SAN ボリュ
ーム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) がビット
をセットします。このビットをセットすることにより、VERITAS Volume Manager

は、ソース VDisk とターゲット VDisk とを区別し、これにより両方に対して独立
したアクセスを提供します。

関連トピック:

v 24ページの『FlashCopy』

v 『FlashCopy 整合性グループ』

v 39ページの『仮想ディスク』

FlashCopy 整合性グループ
このトピックでは、FlashCopy 整合性グループの概要について説明します。

VDisk をコピーするには、それが FlashCopy マッピングまたは整合性グループの一
部、またはその両方である必要があります。

ある仮想ディスク (VDisk) から他の仮想ディスクにデータをコピーする際、そのデ
ータは、そのコピーが使用できるようにするために必要なすべてを含んでいない可
能性があります。複数の VDisk にわたるデータを所有し、かつ VDisk 全体でデー
タの保全性を保持する必要のある多くのアプリケーションがあります。例えば、特
定のデータベースのログは、通常はデータを格納している VDisk とは異なる VDisk

にあります。

アプリケーションが複数の VDisk にわたる関連データを持つ場合、整合性グループ
がこの問題を扱います。この状態では、FlashCopy は複数の VDisk にわたってデー
タ保全性を保存する方法で実行されなければなりません。書き込まれるデータの整
合性を保つ 1 つの要件は、従属書き込みが、必ず意図したアプリケーションの順序
で実行されるようにすることです。
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整合性グループは、マッピングのコンテナーです。多くのマッピングを整合性グル
ープに追加することができます。整合性グループは、マッピングが作成されるとき
に指定されます。その後、整合性グループを変更することもできます。整合性グル
ープを使用する際には、各種のマッピングの代わりにそのグループを準備し、起動
します。これにより、すべてのソース VDisk の整合したコピーが確実に作成されま
す。整合性グループ・レベルでなく個別のレベルで制御するマッピングは、整合性
グループに含めないでください。これらのマッピングは、独立型マッピングと呼ば
れます。

FlashCopy 整合性グループの状態:

FlashCopy 整合性グループは、ある時点において次のいずれかの状態になります。

アイドル/コピー済み
ソースとターゲットの VDisk は、FlashCopy 整合性グループが存在して
も、独立して動作します。ソース VDisk とターゲット VDisk の読み取り
と書き込みのキャッシングが使用可能になっています。

コピー中
コピーが進行中です。

準備済み
整合性グループを開始する準備ができています。この状態では、ターゲット
VDisk はオフラインです。

準備中 ソース VDisk に対する変更書き込みデータが、キャッシュからフラッシュ
されています。ターゲット VDisk の読み取りデータや書き込みデータは、
キャッシュから廃棄されます。

停止済み
ユーザーがコマンドを実行したか、I/O エラーが発生したために、整合性グ
ループが停止しました。整合性グループを再度準備し、開始することによ
り、コピーを再始動できます。

中断 整合性グループは開始されましたが、完了しませんでした。ソースの VDisk

が使用不可になっているか、コピー・ビットマップがオフラインになってい
る可能性があります。整合性グループがコピー中の状態に戻らない場合、整
合性グループを停止して整合性グループをリセットしてください。

関連トピック:

v 24ページの『FlashCopy』

v 25ページの『FlashCopy マッピング』

v 39ページの『仮想ディスク』

リモート・コピー
このトピックでは、リモート・コピー・サービスの概要について説明します。

リモート・コピーにより、2 つの仮想ディスク間に関係をセットアップすることが
できます。アプリケーションによって一方の仮想ディスクに対して行われた更新
を、他方の仮想ディスクにミラーリングすることができます。アプリケーションは
単一の仮想ディスクだけに書き込みますが、SAN ボリューム・コントローラー・ス
トレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) は、このデータの 2 つのコピーを
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維持しています。これらの 2 つのコピーが大きな距離によって隔てられている場
合、リモート・コピーは災害時回復のためのバックアップとして使用することがで
きます。2 つのクラスター間の SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・
ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) リモート・コピー操作の前提条件は、それらの
クラスターの接続先である SAN ファブリックが、クラスター間に十分な処理能力
を提供していることです。

一方の VDisk は 1 次に指定され、他方の VDisk は 2 次に指定されます。ホス
ト・アプリケーションは 1 次 VDisk にデータを書き込み、1 次 VDisk に対する更
新内容は 2 次 VDisk にコピーされます。通常、ホスト・アプリケーションは 2 次
VDisk に対する入力操作または出力操作を実行しません。ホストが 1 次 VDisk に
書き込みを行った場合、1 次ディスクだけではなく、2 次ディスクに対してもコピ
ーのための書き込み操作が完了するまで、そのホストは I/O 完了の確認を受け取り
ません。

リモート・コピーは、次の機能をサポートしています。

v VDisk のクラスター内コピー (両方の VDisk が同じクラスター、かつそのクラス
ター内の同じ I/O グループに所属する)

v VDisk のクラスター間コピー (一方の VDisk と他方の VDisk が別々のクラスタ
ーに所属する)

注: クラスターは、それ自体と他の 1 つのクラスターとのアクティブなリモー
ト・コピー関係にのみ参加できます。

v クラスター間およびクラスター内のリモート・コピーを、クラスター内で並行し
て使用することができます。

リモート・コピー整合性グループ
このトピックでは、リモート・コピー整合性グループの概要について説明します。

リモート・コピーの用途によっては、複数の関係を操作する必要が生じることがあ
ります。リモート・コピーでは、多くの関係を 1 つのリモート・コピー整合性グル
ープにグループ化して、それらを一斉に処理できるようにする機能を備えていま
す。この整合性グループに対して実行されるコマンドは、グループ内のすべての関
係に同時に適用されます。

用途によっては、これらの関係が共有する関連性が小さく、単に管理者の便利のた
めにグループ化を行う場合もありますが、緊密な関連をもつ VDisk を含む関係を扱
うときに、このグループは最も役に立ちます。この一例は、アプリケーションのデ
ータが複数の VDisk にわたっている場合です。さらに複雑な例は、複数のアプリケ
ーションが別々のホスト・システム上で実行される場合です。各アプリケーション
のデータは別々の VDisk 上にあり、これらのアプリケーションは相互にデータを交
換します。これら 2 つの例では、関係を一斉に処理する方法について特定の規則を
設けています。この規則により、一連の 2 次 VDisk に使用可能なデータが格納さ
れます。主な特性は、これらの関係が整合していることです。このため、このグル
ープは整合性グループと呼ばれます。

関係は、単一の整合性グループに含まれている場合と、整合性グループに含まれて
いない場合があります。整合性グループに含まれていない関係は、独立型関係と呼
ばれます。整合性グループには、ゼロか任意の数の関係を含めることができます。

第 3 章 SAN 環境で SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) を使用するための計画
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整合性グループ内では、すべての関係のマスター・クラスターと補助クラスターが
一致している必要があります。整合性グループ内のすべての関係は、同じコピー方
向および同じコピー状態であることが必要です。

リモート・コピー整合性グループの状態:

不整合 (停止済み)
1 次 VDisk は読み取りおよび書き込み入出力 (I/O) 操作用にアクセス可能
ですが、2 次 VDisk はいずれについてもアクセス可能ではありません。2

次 VDisk を整合させるために、コピー処理を開始する必要があります。

不整合 (コピー中)
1 次 VDisk は読み取りおよび書き込みの I/O 操作でアクセス可能ですが、
2 次 VDisk はどちらの操作でもアクセスできません。Start コマンドが不
整合停止済み状態の整合性グループに対して発行された後でこの状態になり
ます。また、Start コマンドが、アイドリングまたは整合停止済み状態の整
合性グループに対して、強制オプションを伴って発行された時もこの状態に
なります。

整合 (停止済み)
2 次 VDisk には整合したイメージが含まれますが、1 次 VDisk では古い
可能性があります。この状態は、関係が整合同期化済み状態にあり、かつ整
合性グループを強制的にフリーズさせるエラーが発生したときに、起こる場
合があります。また、この状態は、整合作成フラグを TRUE に設定して関係
を作成したときにも起こる場合があります。

整合 (同期化済み)
1 次 VDisk は読み取りおよび書き込み I/O 操作用にアクセス可能です。2

次 VDisk は、読み取り専用 I/O 操作でのみアクセス可能です。

アイドリング
マスター VDisk と補助 VDisk は 1 次役割で作動します。したがって
VDisk に書き込み I/O 操作でアクセスできます。

アイドリング (切断済み)
この整合性グループの半分の VDisk がすべて 1 次役割で作動しており、読
み取りまたは書き込み I/O 操作を受け入れられます。

不整合 (切断済み)
この整合性グループの半分の VDisk がすべて 2 次役割で作動しており、読
み取りまたは書き込み I/O 操作を受け入れません。

整合 (切断済み)
この整合性グループの半分の VDisk がすべて 2 次役割で作動しており、読
み取り I/O 操作は受け入れるが書き込み I/O 操作は受け入れません。

空 (empty)
整合性グループには関係が含まれていません。

関連トピック:

v 28ページの『リモート・コピー』

v 39ページの『仮想ディスク』
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第 4 章 オブジェクトの説明

このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) 内のオブジェクトと、それらのオブジェクト間の関係につい
て説明します。

このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) 内のオブジェクトと、それらのオブジェクト間の関係につい
て説明します。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) における最小の処理単位は、1 つのノードです。 ノードは I/O グループと呼ば
れるペアで配置されます。2 つの I/O グループはクラスターを形成します。1 つの
SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) クラスターには 4 つのノードがあります。 ノードの各ペアは、I/O グループと
呼ばれます。各ノードは、1 つの I/O グループにだけ入れることができます。

仮想ディスク (VDisk) は、クラスターによって提示される論理ディスクです。各仮
想ディスクは、特定の I/O グループに関連付けられます。I/O グループ内のノード
は、その I/O グループ内にある仮想ディスクへのアクセスを提供します。アプリケ
ーション・サーバーが仮想ディスクに対して I/O を実行するときは、I/O グループ
のノードのどちらを経由して仮想ディスクをアクセスするか選択します。各 I/O グ
ループには 2 つしかノードがないので、SAN ボリューム・コントローラー・スト
レージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) が提供する分散キャッシュは 2 方向
だけです。

各 Cisco MDS 9000 CSM には内部バッテリー・バックアップ装置が含まれ、電源
障害時のデータ保全性を提供します。

クラスター内のノードは、バックエンド・ディスク・コントローラーによって提示
されたストレージを、 管理対象ディスク (MDisk) と呼ばれる多数のディスクとし
て認識します。SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) はバックエンド・コントローラーでの物理ディスク障害から
のリカバリーを実行しないので、管理対象ディスクは通常 RAID アレイです(必須で
はありません) 。

管理対象ディスクは、それぞれ多数のエクステント (デフォルトのサイズは 16 MB)

に分割され、それぞれの管理対象ディスクは、先頭から末尾に向けて順番に 0 から
番号が付けられています。

管理対象ディスクは、管理対象ディスク・グループ (MDisk グループ) と呼ばれる
グループになっています。仮想ディスクは、管理対象ディスク・グループに含まれ
るエクステントから作成されます。特定の仮想ディスクを構成する管理対象ディス
クはすべて、同一の管理対象ディスク・グループに属している必要があります。

ある時点では、クラスター内の 1 つのノードが構成アクティビティーを管理するた
めに使用されます。この構成ノードは、クラスター構成を記述している情報のキャ
ッシュを管理し、構成のフォーカル・ポイントを提供します。
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SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) では、論理ホスト・オブジェクトを作成して、単一のアプリケーション・サー
バーあるいはその集合に属する WWPN と、一緒のグループにすることができま
す。

アプリケーション・サーバーは、自分に割り振られている仮想ディスクにのみアク
セスすることができます。仮想ディスクは、ホスト・オブジェクトにマップするこ
とができます。仮想ディスクをホスト・オブジェクトにマッピングすると、仮想デ
ィスクはそのホスト・オブジェクト内の WWPN、つまりアプリケーション・サーバ
ーそのものからアクセス可能になります。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) は、SAN 内にあるディスク・ストレージについて、ブロック・レベルでの集約
とボリューム管理を提供します。簡単に言うと、SAN ボリューム・コントローラ
ー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) は、多数のバックエンドのス
トレージ・コントローラーを管理し、これらのコントローラーにある物理ストレー
ジを論理ディスク・イメージにマップします。このイメージは、SAN にあるアプリ
ケーション・サーバーとワークステーションから認識することができます。SAN

は、アプリケーション・サーバーがバックエンドの物理ストレージを認識できない
ような方式で構成されています。つまり、これにより、SAN ボリューム・コントロ
ーラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) とアプリケーション・サ
ーバーの両者がバックエンド・ストレージを管理しようとする場合に起こりうる競
合が回避されます。

ストレージ・サブシステム
このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) で提供されるストレージ・サブシステムの機能について説明
します。また、ストレージ・サブシステムで SAN ボリューム・コントローラー・
ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) を構成する場合の考慮事項につい
ても説明します。

ストレージ・サブシステムは、1 つ以上のディスク・ドライブ操作を調整および制
御し、システム全体の操作とドライブ操作を同期化する装置です。

SAN ファブリックに接続されたストレージ・サブシステムは、クラスターが管理対
象ディスクとして検出する物理ストレージ・デバイスを提供します。SAN ボリュー
ム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) は、ストレ
ージ・サブシステム内で物理ディスクの障害からのリカバリーを実行しないので、
これらの物理ストレージ・デバイスは、通常は RAID アレイです。クラスター内の
ノードは、ただ 1 つのファイバー・チャネル SAN にのみ、または最大 4 つの仮
想 SAN (VSAN) にのみ対応することができます。

エクスポートされたストレージ・デバイスは、クラスターによって検知され、ユー
ザー・インターフェースにより報告されます。クラスターは、各ストレージ・サブ
システムが提示している管理対象ディスクを判別し、ストレージ・サブシステムに
よってフィルタリングされた管理対象ディスクのビューを提供することができま
す。これにより、サブシステムがエクスポートする RAID アレイと管理対象ディス
クを関連付けることができます。
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ストレージ・サブシステムでは、提供している RAID アレイまたは単一ディスクに
ローカル名を付けることができます。しかし、このネーム・スペースはストレー
ジ・サブシステムに対してローカルであるため、クラスター内のノードはこの名前
を判別することはできません。ストレージ・サブシステムは、固有の ID である論
理装置番号 (LUN) を使用してこれらのストレージ・デバイスが認識できるようにし
ます。この ID は、ストレージ・サブシステムのシリアル番号 (1 つのストレー
ジ・サブシステムには複数のコントローラーが存在することができるので、複数の
場合があります) と一緒に使用して、サブシステムによってエクスポートされた、
RAID アレイを持つクラスター内の管理対象ディスクに関連付けることができま
す。

ストレージ・サブシステムは、SAN 上の他のデバイスにストレージをエクスポート
します。サブシステムに関連付けられた物理ストレージは、通常、物理ディスク障
害からのリカバリーを備えた RAID アレイに構成されます。また、物理ストレージ
を RAID-0 アレイ (ストライピング) または JBOD として構成できるサブシステム
もあります。ただし、これにより物理ディスク障害から保護されることはなく、バ
ーチャライゼーションが行われた場合、多くの仮想ディスクの障害につながる可能
性があります。

多くのストレージ・サブシステムでは、RAID アレイによって提供されるストレー
ジを、SAN 上に提示される多数の SCSI 論理装置 (LU) に分割できます。SAN ボ
リューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) を使
用する場合、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用) が 1 つの管理対象ディスクとして認識する単一の SCSI LU として
各 RAID アレイが提示されるように、ストレージ・サブシステムを構成することを
お勧めします。このように構成すると、SAN ボリューム・コントローラー・ストレ
ージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) のバーチャライゼーション機能を使用し
て、ストレージを仮想ディスクに分割できます。

一部のストレージ・サブシステムでは、エクスポートされるストレージのサイズを
増やすことができます。SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウ
ェア (Cisco MDS 9000 用) がこの追加の容量を使用することはありません。既存の
管理対象ディスクのサイズを増やすのではなく、新しい管理対象ディスクを管理対
象ディスク・グループに追加する必要があります。そうすれば追加された容量は
SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) で使用できるようになります。

重要: SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) によって使用中の RAID を削除すると、MDisk グループはオフラインに
なり、そのグループ内のデータが失われることになります。

ストレージ・サブシステムを構成する場合には、最適のパフォーマンスが得られる
ようにサブシステムと装置を構成し、管理してください。

クラスターは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) がサポートするストレージ・サブシステムのビューを検出
し、提供します。また、クラスターは各サブシステムが所有している Mdisk を判別
し、装置ごとにフィルタリングされた Mdisk のビューを提供することができます。
このビューにより、Mdisk を、サブシステムが提示する RAID アレイと関連付ける
ことができます。
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注: SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) は、内部的に RAID アレイとして構成されているストレージをサポー
トしています。ただし、ストレージ・サブシステムを 非 RAID 装置として構
成することもできます。RAID は、ディスク・レベルで冗長性を備えていま
す。RAID 装置の場合、単一の物理ディスクの障害が、MDisk の障害、MDisk

グループの障害、または MDisk グループから作成された仮想ディスク (VDisk)

上の障害の原因になることはありません。

ストレージ・サブシステムは、SAN ファブリック上にあり、1 つ以上のファイバ
ー・チャネル・ポート (ターゲット・ポート) からアクセス可能です。各ポートは、
World Wide Port Name (WWPN) と呼ばれる固有の名前を持ちます。

関連トピック:

v 『管理対象ディスク』

v 36ページの『管理対象ディスク・グループ』

v 39ページの『仮想ディスク』

管理対象ディスク
このトピックでは、管理対象ディスク (MDisk) および管理対象ディスクの操作状態
を定義します。

管理対象ディスク (MDisk) とは、ストレージ・サブシステムが、クラスター内のノ
ードの接続先である SAN ファブリックにエクスポートした論理ディスク (通常は
RAID アレイまたはその区画) です。したがって、管理対象ディスクは、単一の論理
ディスクとして SAN に提示される複数の物理ディスクで構成されることがありま
す。管理対象ディスクは、物理ディスクと 1 対 1 の対応がなくても、常に物理ス
トレージの使用可能ブロックをクラスターに提供します。

管理対象ディスクはそれぞれ、管理対象ディスクの先頭から末尾の順に 0 から番号
が付けられた、多数のエクステントに分割されます。エクステント・サイズは、管
理対象ディスク・グループの特性です。MDisk が MDisk グループに追加されたと
きに、その MDisk が分割されるエクステントのサイズは、その追加先の MDisk グ
ループの属性によって決まります。

アクセス・モード:

アクセス・モードにより、クラスターが MDisk を使用する方法が決まります。次の
モードがあります。

非管理対象
MDisk はこのクラスターによって使用されません。

管理対象
MDisk は MDisk グループに割り当てられ、仮想ディスク (VDisk) が使用
できるエクステントを提供しています。

イメージ
MDisk は、MDisk と VDisk の間でエクステントの 1 対 1 マッピングを使
用して直接に VDisk に割り当てられます。
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重要: 既存のデータが入っている管理対象ディスクを管理対象ディスク・グループ
に追加すると、そこに入っているデータは失われます。イメージ・モード は、この
データを保持する唯一のモードです。

表 5 は、管理対象ディスクの操作状態を示しています。

表 5. 管理対象ディスクの状況

状況 説明

オンライン MDisk はすべてのオンライン・ノードからアクセスで
きます。つまり、現在クラスターの作業メンバーにな
っているすべてのノードがこの MDisk をアクセスでき
ます。MDisk は、次の条件に合致していれば、オンラ
インです。
v すべてのタイムアウト・エラー・リカバリー手順が
完了し、ディスクはオンラインになっていると報告
されている。

v ターゲット・ポートの LUN インベントリーが正し
く MDisk を報告した。

v この LUN のディスカバリーが正常に完了した。
v 管理対象ディスクのすべてのターゲット・ポート
が、この LUN には障害状態がなく、使用可能であ
るとして報告している。

劣化 MDisk はすべてのオンライン・ノードからアクセスで
きるわけではありません。つまり、現在クラスターの
作業メンバーになっている 1 つ以上のノード (すべて
ではない) がこの MDisk をアクセスできません。
MDisk は部分的に除外されることがあります。つま
り、MDisk へのパスの一部が (すべてではない) 除外
されています。

除外 MDisk は、アクセス・エラーが繰り返し発生した後、
クラスターの使用から除外されます。 MDisk をリセッ
トし、svctask includemdisk コマンドを実行して、
もう一度その MDisk をクラスターに組み込むことがで
きます。

オフライン MDisk は、いずれのオンライン・ノードからもアクセ
スできません。つまり、現在クラスターの作業メンバ
ーになっているすべてのノードがこの MDisk をアクセ
スできません。この状態は、SAN、ストレージ・サブ
システム、またはストレージ・サブシステムに接続さ
れている 1 つ以上の物理ディスクにおける障害が原因
である可能性があります。 MDisk は、そのディスクへ
のすべてのパスに障害が起きている場合のみ、オフラ
インと報告されます。

エクステント:

各 MDisk は、エクステントと呼ばれる、等しいサイズのチャンクに分割されます。
エクステントは、MDisk と仮想ディスク (VDisk) の間のデータ・マッピングの単位
です。
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重要: ファブリックが一時的なリンク断に直面しているか、またはファブリック内
でケーブルまたは接続を交換した場合、1 つ以上の MDisk が劣化状態に変わること
があります。I/O 操作がリンク断中に試行され、同じ I/O が何回か失敗した場合、
MDisk が部分的に除外されて劣化の状態に変わります。この問題を解決するには、
その MDisk の組み込みを行う必要があります。SAN ボリューム・コントローラー
(Cisco MDS 9000 用) の「Work with Managed Disks - Managed Disk (管理対象デ
ィスクの処理 - 管理対象ディスク)」パネルで「Include MDisk task (MDisk の組み
込みタスク)」を選択するか、または以下のコマンドを実行するかのいずれかによ
り、MDisk を組み込むことができます。

svctask includemdisk <mdiskname/id>

管理対象ディスク・パス 管理対象ディスクはそれぞれ、その管理対象ディスクへの
アクセス権限を持つノードの数を示すオンライン・パス・カウントを持っていま
す。これは、クラスター・ノードと特定のストレージ・デバイスの間の I/O パスの
状態の要約を表しています。最大パス・カウントは、過去の任意の時点でクラスタ
ーが検出したパスの最大数です。したがって、現行パス・カウントが最大パス・カ
ウントと等しくない場合、特定の管理対象ディスクは劣化状態です。つまり、1 つ
以上のノードがファブリックにある管理対象ディスクを認識できなくなります。

関連トピック:

v 32ページの『ストレージ・サブシステム』

管理対象ディスク・グループ
このトピックでは、管理対象ディスク (MDisk) グループおよび管理対象ディスク・
グループの操作状態を定義します。

MDisk グループとは、指定された仮想ディスク (VDisk) のセットのすべてのデータ
を共同で格納する MDisk の集合です。グループ内のすべての MDisk は、同サイズ
のエクステントに分割されます。VDisk は、そのグループ内で使用できるエクステ
ントから作成されます。

いつでも MDisk グループに Mdisk を追加して、新規の VDisk 用に使用できるエ
クステントを増やしたり、既存の VDisk を拡張することができます。非管理対象モ
ードの Mdisk だけを追加することができます。Mdisk がグループに追加されると、
それらのモードは非管理対象から管理対象に変わります。

次の状態の場合、グループから Mdisk を削除することができます。

v VDisk が、MDisk 上にあるエクステントのいずれも使用していない。

v 使用中のいくつかのエクステントを、この MDisk からグループ内のどこか別の
場所に移動できるだけのフリー・エクステントが十分にある。

重要: MDisk グループを削除すると、そのグループ内にあるエクステントから作成
されたすべての VDisk を破棄することになります。グループが削除されると、グル
ープ内にあるエクステントと VDisk が使用するエクステントの間に存在したマッピ
ングをリカバリーすることができません。グループ内にあった Mdisk は非管理対象
モードに戻され、他のグループに追加できるようになります。グループを削除する
とデータが消失する可能性があるので、VDisk がそれに関連付けられている場合、
強制的に削除する必要があります。
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表 6 は、MDisk グループの操作状態を説明したものです。

表 6. 管理対象ディスク・グループの状況

状況 説明

オンライン MDisk グループはオンラインになっており、
使用可能です。グループ内のすべての MDisk

が使用可能です。

劣化 MDisk グループは使用可能ですが、1 つ以上
のノードがそのグループ内の MDisk のすべ
てにアクセスできるわけではありません。

オフライン MDisk グループはオフラインになっており、
使用できません。クラスター内のどのノード
も MDisk をアクセスできません。原因とし
て最も考えられるのは、1 つ以上の MDisk

がオフラインになっているか、除外されてい
ることです。

重要: MDisk グループ内の 1 つの MDisk がオフラインになっており、そのため
クラスターにあるすべてのオンライン・ノードから認識できなくなっている場合、
この MDisk がメンバーになっている MDisk グループはオフラインになります。そ
の結果、この MDisk グループから提示されているすべての VDisk がオフラインに
なります。MDisk グループを作成するとき、確実に最適の構成になるように注意し
てください。

MDisk グループを作成する際には、次のガイドラインを考慮してください。

v イメージ・モードの VDisk を作成している場合、これらの VDisk をすべて 1

つの MDisk グループに入れないようにする。1 つの MDisk に障害があると、す
べての VDisk がオフラインになる原因になるからです。イメージ・モードの
VDisk は、ご使用の MDisk グループ (複数) に割り振ってください。

v 単一の MDisk グループに割り振られた MDisk グループがすべて、同じ RAID

タイプであることを確認する。これにより、ストレージ・サブシステムにある 1

つの物理ディスクに単一の障害が 発生しても、グループ全体がオフラインになる
ことはありません。例えば、1 つのグループに 3 つの RAID-5 アレイがあり、
非 RAID ディスクをこのグループに追加します。非 RAID ディスクに障害が発
生すると、このグループ全体にストライプされたすべてのデータにアクセスでき
なくなります。同様に、パフォーマンス上の理由から、RAID タイプを混合すべ
きでありません。すべての VDisk のパフォーマンスは、グループ内の最もパフォ
ーマンスが低い VDisk に合わせて低下します。

v 1 つのストレージ・サブシステムによってエクスポートされたストレージ内で、
仮想ディスクの割り振りを保持しようとする場合、必ず単一のサブシステムに対
応する MDisk グループがそのサブシステムから提示されるようにする。こする
とサブシステムから別のサブシステムにデータを破損せずにマイグレーションす
ることが可能になり、後でコントローラーをデコミットしたい場合、そのプロセ
スが簡単になります。

エクステント:

使用可能なスペースをトラッキングするするために、 SAN ボリューム・コントロ
ーラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) は MDisk グループにあ
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るそれぞれの MDisk を等しいサイズのチャンクに分割します。これらのチャンクは
エクステント と呼ばれ、内部的に索引が付けられます。エクステント・サイズは、
16、32、 64、128、256、または 512 MB にすることができます。

新規の MDisk グループを作成するときは、エクステント・サイズを指定する必要が
あります。エクステント・サイズは、後で変更できません。その MDisk グループの
存続期間の間、固定されている必要があります。MDisk グループではエクステン
ト・サイズは、それぞれ異なっていてもかまいません。ただし、エクステント・サ
イズが異なっていると、データ・マイグレーションの使用に制約が生ずることがあ
ります。エクステント・サイズの選択は、SAN ボリューム・コントローラー・スト
レージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) クラスターが管理できるストレージの
総量に影響します。表 7 は、各エクステント・サイズごとにクラスターが管理でき
るストレージの最大の容量を示しています。SAN ボリューム・コントローラー・ス
トレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) は、作成される各仮想ディスクに対
して整数のエクステントを割り振るので、大きいエクステント・サイズを使用する
と、各仮想ディスクの最後に無駄な量のストレージが増えることがあります。ま
た、エクステント・サイズを大きくすると、SAN ボリューム・コントローラー・ス
トレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) が、多くの管理対象ディスク全体に
わたって順次 I/O ワークロードを分散させる能力が低下します。したがって、エク
ステント・サイズを大きくすることは、バーチャライゼーションのパフォーマンス
における利点を損なうことがあります。

表 7. 与えられたエクステント・サイズのクラスターの容量

エクステント・サイズ クラスターの最大のストレージ容量

16 MB 64 TB

32 MB 128 TB

64 MB 256 TB

128 MB 512 TB

256 MB 1 PB

512 MB 2 PB

図 3 は、4 つの MDisk を含む MDisk グループを示しています。

関連トピック:

v 34ページの『管理対象ディスク』

v 39ページの『仮想ディスク』

Mdisk 1 Mdisk 2 Mdisk 3 Mdisk 4

図 3. MDisk グループ
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仮想ディスク
このトピックでは、仮想ディスク (VDisk) および仮想ディスクの操作状態を定義し
ます。

VDisk とは、クラスターがストレージ・エリア・ネットワーク (SAN) に対して提示
する論理ディスクのことです。SAN 上のアプリケーション・サーバーは、管理対象
ディスク (MDisk) ではなく VDisk にアクセスします。 VDisk は、MDisk グルー
プ内のエクステントのセットから作成されます。VDisk には、次のように、「スト
ライプ」、「順次」、および「イメージ」という 3 つのタイプがあります。

タイプ:

以下のタイプの仮想ディスクを作成できます。

ストライプ
ストライピングは、エクステント・レベルです。グループにある各管理対象
ディスクから、次々とエクステントが 1 つずつ割り振られます。例えば、
10 個の MDisk を持つ管理対象ディスク・グループは、それぞれの管理対
象ディスクから、エクステントを 1 つずつ取得します。11 番目のエクステ
ントは、最初の管理対象ディスクから取得され、それ以降も同様に取得され
ます。この手順はラウンドロビンと呼ばれ、RAID-0 ストライピングに似て
います。

ストライプ・セットとして使用する MDisk のリストを提示することもでき
ます。このリストには、管理対象ディスク・グループから複数の MDisk を
含めることができます。指定されたストライプ・セット全体にラウンドロビ
ン方式が適用されます。

重要: ご使用の MDisk グループにサイズが異なる MDisk が含まれている
場合、ストライプ・セットを指定するとき注意が必要です。デフォルトで
は、ストライプ VDisk は、グループ内のすべての MDisk からストライピ
ングされます。ある MDisk が他よりも小さい場合、大きい方の MDisk が
エクステントを使い果たす前に、小さい方の MDisk 上のエクステントは使
い果たされます。この場合、手動でストライプ・セットを指定すると、
VDisk が作成されない結果になる可能性があります。

ストライプ VDisk の作成に十分なフリー・スペースがあるかどうか不明の
場合、以下のオプションから 1 つを選択してください。

v svcinfo lsfreeextents コマンドを使用して、グループ内の各 MDisk 上
のフリー・スペースを検査する。

v 特定ストライプ・セットを提供しないことにより、システムに自動的に
VDisk を作成させる。

40ページの図 4 は、3 つの MDisk を含む管理対象ディスク・グループの
例を示したものです。この図はまた、グループ内の使用可能なエクステント
から作成され、ストライピングされた仮想ディスクを示しています。

第 4 章 オブジェクトの説明 39



順次 これが選択されると、選択された管理対象ディスク上に連続するフリー・エ
クステントが十分にあれば、仮想ディスクを作成するために、1 つの管理対
象ディスク上に順番にエクステントが割り振られます。

イメージ
イメージ・モードの VDisk は、1 つの管理対象ディスクと直接的な関係を
持つ特殊な VDisk です。クラスターにマージするデータが入ってい管理対
象ディスクがある場合、イメージ・モードの仮想ディスクを作成できます。
イメージ・モードの仮想ディスクを作成するときは、管理対象ディスク上に
あるエクステントと、仮想ディスク上にあるエクステントの間で直接マッピ
ングが実行されます。管理対象ディスクは仮想化されません。つまり、管理
対象ディスク上の論理ブロック・アドレス (LBA) x は、仮想ディスク上の
LBA x と同じです。

イメージ・モードの VDisk を作成する場合、その VDisk を管理対象ディ
スク・グループに割り当てる必要があります。イメージ・モードの VDisk

のサイズは、最低 1 つのエクステントでなければなりません。言い換えれ
ば、イメージ・モード VDisk の最小サイズは、割り振られる先の MDisk

グループのエクステント・サイズです。

エクステントは、他の VDisk の場合と同じ方法で管理されます。エクステ
ントがすでに作成されている場合、そのグループ内のほかの MDisk に、デ
ータを失うことなくデータを移動することができます。1 つ以上のエクステ
ントを移動した後、仮想ディスクは、実際に仮想化されたディスクになり、
管理対象ディスクのモードは、イメージから管理対象に変わります。

重要: MDisk を管理対象ディスクとして MDisk グループに追加すると、
MDisk 上のデータは失われます。グループに MDisk を追加開始前に、必ず
データが入っている MDisk からイメージ・モードの VDisk を作成してく
ださい。

既存のデータが入っている MDisk は、非管理対象という初期モードになっ
ているので、クラスターは、それに完全なディスクを含む LUN または作動
可能な新規ディスク のいずれが入っているか判別できません。

仮想ディスクは、次の 3 つの状態の内の 1 つを持つことができます。表 8 は、仮
想ディスクのさまざまな状態を説明したものです。

表 8. 仮想ディスクの状況

状況 説明

図 4. 管理対象ディスク・グループと VDisk
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表 8. 仮想ディスクの状況 (続き)

オンライン I/O グループの両方のノードで仮想ディスクをアクセス
できる場合、仮想ディスクはオンラインで使用可能で
す。単一のノードが VDisk と関連付けられた MDisk

グループにあるすべての MDisk にアクセスできる場
合、その単一ノードは VDisk だけをアクセスできま
す。

オフライン I/O グループの両方のノードが欠落しているか、提示さ
れている I/O グループにあるノードがいずれも VDisk

にアクセスできない場合、VDisk はオフラインであり、
かつ使用不能です。

劣化 I/O グループの一方のノードがオンラインで、他方のノ
ードが欠落しているか仮想ディスクにアクセスできない
場合、仮想ディスクの状況は劣化状態です。

VDisk の作成のために、より高度なエクステントの割り振りポリシーを使用するこ
とができます。ストライピングされた仮想ディスクを作成すると、ストライプ・セ
ットとして使用される MDisk のリストに同じ管理対象ディスクを 2 回以上指定す
ることができます。この方法は、すべての MDisk が同じ容量であるとは限らない管
理対象ディスク・グループがある場合に役立ちます。例えば、18 GB の MDisk が
2 つ、36 GB MDisk が 2 つある管理対象ディスク・グループがある場合、ユーザ
ーは、ストライプ・セットにそれぞれ 36 GB MDisk を 2 回指定してストライピン
グされた仮想ディスクを作成し、ストレージの 3 分の 2 が 36 GB ディスクから
割り振られるようにすることができます。

仮想ディスクを削除すると、仮想ディスク上のデータへのアクセスは破棄されま
す。仮想ディスク内で使用済みになったエクステントは、管理対象ディスク・グル
ープにあるフリー・エクステントのプールに戻されます。仮想ディスクがまだホス
トにマップされている場合、削除は失敗することがあります。仮想ディスクがまだ
FlashCopy® またはリモート・コピーのマッピングの一部である場合も削除が失敗す
ることがあります。削除が失敗した場合、強制削除フラグを指定して、仮想ディス
ク、およびホストに関連付けられたマッピングの両方を削除することができます。
強制削除をすると、コピー・サービスの関連付けとマッピングも削除されます。

関連トピック:

v 1ページの『バーチャライゼーション』

仮想ディスクからホストへのマッピング
このトピックでは、仮想ディスクとホストの間のマッピングを定義します。

仮想ディスクとホストの間のマッピングは、概念上は論理装置番号 (LUN) のマッピ
ングまたはマスキングに類似しています。 LUN マッピングとは、どのホストがデ
ィスク・コントローラーの中の特定の論理装置 (LU) へのアクセスを持つかを制御
する処理のことです。LUN マッピングは、通常はディスク・コントローラーのレベ
ルで行われます。仮想ディスクからホストへのマッピングは、どのホストが SAN

ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) の
中の特定の仮想ディスク (VDisk) へのアクセス権限を持つかを制御する処理のこと
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です。仮想ディスクからホストへのマッピングは、SAN ボリューム・コントローラ
ー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) レベルで行われます。

アプリケーション・サーバーは、アクセスすることを許可されている VDisk だけに
アクセスできます。SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) は、SAN に接続されているファイバー・チャネルのポートを
検出します。これらは、アプリケーション・サーバーに提示されているホスト・バ
ス・アダプター (HBA) の World Wide Port Name (WWPN) に相当します。SAN

ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) で
は、論理ホストを作成して、単一のアプリケーション・サーバーに属する WWPN

と一緒のグループにすることができます。その後で VDisk をホストにマップするこ
とができます。仮想ディスクをホストにマッピングすると、仮想ディスクはそのホ
スト内の WWPN、つまりアプリケーション・サーバー自身にアクセス可能になりま
す。

VDisk とホスト・マッピング:

LUN マスキングという SAN の概念は、通常、各ホストでデバイス・ドライバー・
ソフトウェアを必要とします。デバイス・ドライバー・ソフトウェアは、ユーザー
からの指示にしたがって、LUN にマスクをかけます。マスキングが行なわれた後、
一部のディスクだけがオペレーティング・システムから認識できるようになりま
す。SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) は、同様の機能を実行しますが、これはデフォルトで、該当のホストにマ
ップされている VDisk だけをホストに提示します。したがって、ユーザーはそれら
の VDisk をアクセスしようとしているホストに対して、VDisk をマッピングする必
要があります。

ホスト・マッピングはそれぞれ、仮想ディスクとホスト・オブジェクトを関連付
け、ホスト・オブジェクトにあるすべての HBA ポートが仮想ディスクにアクセス
できるようにします。仮想ディスクを複数のホスト・オブジェクトにマップするこ
とができます。マッピングを作成するとき、ホストから仮想ディスクを提示してい
る SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) への複数のパスが、SAN ファブリック全体に存在することがあります。
ほとんどのオペレーティング・システムでは、仮想ディスクへの個々のパスを別個
のストレージ・デバイスとして提示します。したがって、SAN ボリューム・コント
ローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) は、IBM Subsystem

Device Driver (SDD) ソフトウェアをホスト上で実行する必要があります。このソフ
トウェアでは、仮想ディスクで使用可能な多くのパスを処理して、単一のストレー
ジ・デバイスをオペレーティング・システムに提示します。

仮想ディスクをホストにマップするとき、オプションで仮想ディスク用として SCSI

ID を指定することができます。この ID は、VDisk がホストに提示される順序を制
御します。SCSI ID を指定すると、いずれかのデバイス・ドライバーが空のスロッ
トを見つけるとディスクの検索を停止するので、注意してください。例えば、3 つ
の VDisk をホストに提示していて、これらの VDisk の SCSI ID が 0、1、および
3 の場合、ID 2 でマップされているディスクがないため、ID 3 を持つ仮想ディス
クが検出されないことがあります。何も入力されない場合、クラスターが次に使用
可能な SCSI ID を自動的に割り当てます。
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図 5 と 図 6 は、2 つの VDisk と、ホスト・オブジェクトとこれらの VDisk の間
に存在するマッピングを示しています。

関連トピック:

v 34ページの『管理対象ディスク』

v 39ページの『仮想ディスク』

ホスト・オブジェクト
このトピックでは、ホスト・オブジェクトの概要について説明します。

ホスト・システムは、ファイバー・チャネル・インターフェースを介してスイッチ
に接続されるオープン・システム・コンピューターです。クラスター内にホストを
作成すると、結果として論理ホスト・オブジェクトが作成されます。論理ホスト・
オブジェクトは自身に対し、1 つ以上の World Wide Port Name (WWPN) を割り当

WWPN 1 WWPN 2 WWPN 3 WWPN 4 WWPN 5

WWPN 1 WWPN 2 WWPN 3 WWPN 4 WWPN 5

図 5. ホスト、WWPN、および VDisk

WWPN 1 WWPN 2 WWPN 3 WWPN 4 WWPN 5

Vdisk 1 Vdisk 2

図 6. ホスト、WWPN、VDisk および SCSI マッピング
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てます。一般に、論理ホスト・オブジェクトは、物理ホスト・システムと関連付け
られています。ただし、1 つの論理ホスト・オブジェクトが、それに関連付けられ
ている複数の物理ホスト・システムの WWPN を持つことができます。

ホスト・オブジェクトは、SAN 上でクラスターが検出したホスト・バス・アダプタ
ー (HBA) の 1 つ以上の World Wide Port Name (WWPN) をグループ化する論理
オブジェクトです。標準的な構成では、SAN に接続された各ホストについて、それ
ぞれ 1 つのホスト・オブジェクトがあります。しかし、複数のホストの 1 つのク
ラスターが同じストレージをアクセスしようとするときは、いくつかのホストから
の HBA ポートを 1 個のホスト・オブジェクトに追加して、より単純な構成にする
ことができます。

クラスターは、ファイバー上の VDisk を自動的には提示しません。ユーザーは、そ
れぞれの仮想ディスクをポートの特定のセットにマッピングして、それらのポート
を介して仮想ディスクにアクセスできるようにする必要があります。マッピングは
ホスト・オブジェクトと仮想ディスクの間で行なわれます。

新規のホスト・オブジェクトを作成すると、未構成の WWPN のリストが構成イン
ターフェースから提供されます。これらの WWPN は、クラスターが検出したファ
イバー・チャネル・ポートを表しています。

クラスターが検出できるのは、ファブリックにログインされているポートだけで
す。ファブリックにディスクが検出できない場合、HBA デバイス・ドライバーがポ
ートをそのままログイン状態にしておくことはありません。この条件は、ホストを
作成するときに問題になります。この時点で VDisk がホストにマップされていない
ためです。このような条件の場合、ユーザーが手作業でポート名を入力できる方法
が、構成インターフェースから提供されています。

重要: ホスト・オブジェクトにはノード・ポートを組み込まないでください。

ポートは、1 つのホスト・オブジェクトにしか追加できません。ポートがホスト・
オブジェクトに追加されると、そのポートは構成済 WWPN になり、他のホストに
追加できるはずのポートのリストには組み込まれません。

ノード・ログイン・カウント:

これはノード・ベースごとに報告される、認識できるノードの数です。カウントが
クラスター内のノードの数より少ない場合、ファブリックに問題があるので、すべ
てのノードがポートを認識できるわけではありません。
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第 5 章 SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフト
ウェア (Cisco MDS 9000 用) の構成の計画

このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) を構成する前に計画しておく必要のある考慮事項をリストし
ます。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) を構成する前に、以下の計画タスクを完了しておく必要があります。この資料
には、構成を計画する場合に役立つワークシートも含まれています。このワークシ
ートにリンクするには、このトピックの終わりの関連トピックのリストを参照して
ください。

クラスターの計画:

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) のクラスターを作成する前に、次を実行してください。

v クラスターの数を決定する。各クラスターには 4 つのノードが含まれます。それ
ぞれのノードのペア (I/O グループ) は、1 つ以上の VDisk のコンテナーです。

v SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) で使用するホストの数を決定する。ホストは、オペレーティング・シス
テムごと、およびホスト・バス・アダプター (HBA) ごとにグループ化する必要
があります。

ホスト・グループの計画:

ホスト・システムは、LUN マスキングの結果としてのディスク・コントローラー内
の特定の論理装置 (LU) にアクセスできます。ホスト・グループを計画するには、
以下の情報を収集してください。

v ホスト内にあるファイバー・チャネルのホスト・バス・アダプター・ポートのす
べての World Wide Port Names (WWPN) をリストする。

v ホストまたはホスト・グループに割り当てる名前を決定する。

v ホストに割り当てる VDisk を決定する。

管理対象ディスクの計画:

管理対象ディスク (MDisk) を計画するには、バックエンド・ストレージにある論理
ディスクまたは物理ディスク (論理装置) を決定する必要があります。

管理対象ディスク・グループの計画:

管理対象ディスク (MDisk) グループを作成する前に、以下の要因を決定してくださ
い。

v システム内のバックエンド・コントローラーのタイプを決定する。

v 順次ポリシーで VDisk を作成する場合、作成する VDisk に対して個別の MDisk

グループを作成するための計画を立てる、またはストライプ・ポリシーで VDisk

を作成する前に必ずこれらの VDisk を作成する。

v 同じレベルのパフォーマンスまたは信頼性 (あるいはその両方) を提供するバック
エンド・コントローラー用に、MDisk グループを作成するための計画を立てる。
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例えば、RAID 10 であるすべての管理対象ディスクを 1 つの MDisk グループ
に入れ、RAID 5 であるすべての MDisk を別のグループに入れることができま
す。

仮想ディスクの計画:

個々の仮想ディスクは、1 つの管理対象ディスク・グループと 1 つの I/O グルー
プのメンバーです。管理対象ディスク・グループでは、どの管理対象ディスクが、
仮想ディスクを構成するバックエンド・ストレージを提供するか定義します。I/O

グループは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用) ボリューム・コントローラーのどのノードが、仮想ディスクへの
I/O アクセスを行なうか定義します。仮想ディスクを作成する前に、以下の情報を
決定してください。

v 仮想ディスクに割り当てる名前。

v 仮想ディスクの割り当て先の I/O グループ。

v 仮想ディスクの割り当て先の管理対象ディスク・グループ。

v 仮想ディスクの容量。

関連トピック:

v 48ページの『構成の規則と要件』

v 50ページの『構成規則』

v 59ページの『クラスター構成を計画するためのワークシート』

最大構成
このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) の最大構成をリストします。

表 9 は、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用) のインストールを計画するときに考慮する必要のある最大構成値を
リストしたものです。

表 9. SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用)
最大構成値

オブジェクト 最大数 コメント

クラスター・プロパティー

ノード 4 ペアとして配置される。

I/O グループ 2

MDisk グループ 128

MDisk 4096 コントローラー当たり平均 64 を表す。

MDisk グループごと
のオブジェクト
MDisk

128

MDisk サイズ 2 TB 32 ビットの LBA 限度で定義される。

アドレス可能度 2.1 PB 最大エクステント・サイズ 512 MB (マップ内で
の任意の制限 2∧22 エクステント)。

LU サイズ 2 TB 32 ビットの LBA 限度で定義される。
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表 9. SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用)
最大構成値 (続き)

オブジェクト 最大数 コメント

ノードごとの並行コ
マンド数

1200 バックエンド待ち時間を 100 ミリ秒と想定

FC ポートごとの並行
コマンド数

1024

SDD ホストごとに
512 SAN ボリュ
ーム・コントロ
ーラー VPATH

ホストにマップされる VDisk ごとに、1 つの
VPATH が作成される。SAN ボリューム・コント
ローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用) では 1 つのホストに対してマッ
プされるのは 512 VDisk のみですが、次のいず
れかの方法で SDD 限度を越えることができま
す。

v 2 つ (あるいはそれ以上) のホスト・オブジェ
クトを 1 つの物理ホストに対して作成し、そ
の複数のホスト・オブジェクトを使用してホス
トに対して 512 VDisk を越えてマッピングす
る。

v 2 つ (あるいはそれ以上) のクラスターを作成
し、その複数のクラスターを使用してホストに
対して 512 VDisk を越えてマッピングする。

注: これらの操作は両方ともサポートされていま
せん。

MDisk グループごと
の VDisk

クラスターの限度が適用される

フロントエンド・プロパティー

SAN ポート 256 ファブリックの最大サイズ (すべての SAN ボリ
ューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウ
ェア (Cisco MDS 9000 用) ノードを含む)。

ホスト ID 64 ホスト ID は、SCSI LUN を VDisk に関連付け
るマップ・テーブルに関連付けられる。また、1

つ以上のホストの World Wide Port Names

(WWPN) にも関連付けられる。

ホスト・ポート 128 最大 128 のそれぞれ異なるホストの World Wide

Port Names (WWPN) が認識される。

ホスト LUN サイズ 2 TB 32 ビットの LBA 限度で定義される。

仮想ディスク (VDisk) 1024 管理対象モード VDisk とイメージ・モード
VDisk を含む。

ホスト ID ごとの
VDisk

512 この限度は、ホスト・オペレーティング・システ
ムに基づいて異なる。

VDisk とホストの間
のマッピング

20 000

最大保持リザベーシ
ョン・キー

132 000

コピー・サービス・プロパティー
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表 9. SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用)
最大構成値 (続き)

オブジェクト 最大数 コメント

データ・マイグレー
ション操作

32

リモート・コピー関
係

128

リモート・コピー整
合性グループ

32

I/O グループごとのリ
モート・コピー
VDisk

16 TB

FlashCopy マッピング 128

FlashCopy 整合性グル
ープ

128

I/O グループごとの
FlashCopy VDisk

16 TB

構成の規則と要件
このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) の構成規則に使用される用語を定義します。

このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) を構成する規則と要件を説明します。構成規則で参照される
用語の定義のリストも示してあります。規則を読まれる前に、定義をお読みくださ
い。規則を理解する上で役に立ちます。

定義:

ISL ホップ (ISL hop)
スイッチ間リンク (ISL) 上でのホップ。

ISL ホップの数は、ファブリック内の N ポートまたはエンド・ノードのす
べてのペアに関して、相互の距離が最も遠いノードをペアとしたときのノー
ド間を最短ルートで結ぶリンクの数です。その距離は、ファブリック内にあ
る ISL リンク数に基づいてのみ測定されます。

オーバー・サブスクリプション (oversubscription)
最も負荷の重い ISL 上にあるトラフィックへのイニシエーター N ノード
接続にあるトラフィックの合計の比率。ここで、複数の ISL はこれらのス
イッチ同士の間で並列になっています。

この定義では、対称ネットワークと特定のワークロードを仮定しており、す
べてのイニシエーターから均等に負荷され、すべてのターゲットに均等に送
付されることを想定しています。対称ネットワークとは、すべてのイニシエ
ーターが同じレベルで接続され、かつすべてのコントローラーが同じレベル
で接続されることを意味します。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用) では、この計算は難しくなっています。SAN ボリューム・
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コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) のバッ
クエンド・トラフィックを同じネットワークに投入し、このバックエンド・
トラフィックがワークロードによって変化するからです。したがって、
100% の読み取りヒットのオーバー・サブスクリプションと、100% 書き込
みミスのオーバー・サブスクリプションは異なります。

1 以下のオーバー・サブスクリプションがあると、ネットワークは非ブロッ
キングになります。

仮想 SAN (VSAN)
VSAN は、仮想ストレージ・エリア・ネットワーク (SAN) です。仮想
SAN は、単一の物理ファブリック内部に、ハードウェアで強制的に隔離さ
れた環境を提供します。

冗長 SAN (redundant SAN)
SAN 構成の 1 つ。この構成では、いずれか 1 つのコンポーネントに障害
が起こっても、SAN 内の装置間の接続は維持されます (パフォーマンスは
低下する可能性があります)。冗長 SAN にするには、SAN を 2 つの独立
した同等 SAN に分割します。

同等 SAN (counterpart SAN)
冗長 SAN の非冗長部分。同等 SAN は、冗長 SAN の接続性をすべて提供
しますが、冗長性はありません。

ローカル・ファブリック (local fabric)
ローカル・クラスターのコンポーネント (ノード、ホスト、およびスイッチ)

を接続する SAN コンポーネント (スイッチとケーブル) から構成されるフ
ァブリック。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用) はリモート・コピーをサポートするので、ローカル・クラス
ターのコンポーネントとリモート・クラスターのコンポーネントの間には、
相当な距離が存在することがあります。

リモート・ファブリック (remote fabric)
リモート・クラスターのコンポーネント (ノード、ホスト、およびスイッチ)

を接続する SAN コンポーネント (スイッチとケーブル) から構成されるフ
ァブリック。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用) はリモート・コピーをサポートするので、ローカル・クラス
ターのコンポーネントとリモート・クラスターのコンポーネントの間には、
相当な距離が存在することがあります。

ローカル/リモート・ファブリック相互接続 (Local/remote fabric interconnect)
ローカル・ファブリックをリモート・ファブリックに接続する SAN コンポ
ーネント。これらのコンポーネントは、ギガビット・インターフェース・コ
ンバーター (GBIC) によって駆動されるシングルモードの光ファイバーか、
またはその他の高機能コンポーネント (チャネル・エクステンダーなど) の
場合があります。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000
用) ファイバー・チャネル・ポート・ファンイン (SAN Volume Controller
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fibre-channel port fan in)
任意の 1 つの SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) ク
ラスターを認識できるホストの数。

そのポートに余分のキューイングが行なわれないように、各ポートを使用す
るホストの数を制限することを推奨するコントローラーがあります。ポート
に障害が起きるか、またはポートへのパスに障害が発生すると、ホストは別
のポートにフェイルオーバーするので、この劣化モードでファンイン
(fan-in) 要件が過剰になることがあります。

無効構成 (Invalid configuration)
操作を拒否し、無効になった原因を示すためのエラー・コードを生成する構
成。

サポートされない構成
正常に動作する場合があるが、問題が発生した場合、IBM が解決できると
保証していない構成。

通常、このようなタイプの構成では、エラー・ログを作成しません。

有効構成 (Valid configuration)
無効でなく、また非サポートでもない構成。

劣化 障害があったが、その後無効ではなく、また非サポートでもなく存続してい
る有効な構成。

劣化構成を有効構成に復元するには、通常は修復処置が必要です。

構成規則
このトピックでは、有効な構成と無効な構成を定義します。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) クラスターが含まれる SAN 構成は、さまざまな方法でセットアップできま
す。しかし、機能しない構成もあり、それらは無効と呼ばれます。このセクション
に記載されている規則を順守すれば、無効な構成の作成を回避することができま
す。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) を含む SAN 構成では、以下の規則をすべて順守すれば、有効なものになりま
す。これらの規則は、以下のセクションで説明します。

ストレージ・サブシステム
このトピックでは、SAN ファブリックにおけるストレージ・サブシステムの構成を
計画する場合の規則について説明します。

このトピックでは、SAN ファブリックにおけるストレージ・サブシステムの構成を
計画する場合の規則について説明します。

クラスターの SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) ノードはすべて、各装置上のストレージ・サブシステム・ポ
ートの同じセットを認識できる必要があります。2 つのノードが同じ装置上の同じ
ポートのセットを認識しないこのモードでの操作は「劣化」とされ、システムは修
復アクションを要求するエラーをログに記録します。この規則は、ストレージアレ
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イが、どのホスト・バス・アダプター (HBA) WWNN にマップできるかを判別する
排他規則をもつ FAStT などのストレージ・サブシステムに重大な影響を与えること
があります。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) では、ホスト装置と RAID アレイの間をブリッジする構成は、。次の Web ペ
ージの「Supported Hardware List」に代表的な互換性マトリックスが示されていま
す。

http://www.ibm.com/storage/support/2062-2300

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) は、そのストレージ・サブシステムをホストと共用することができません。ス
トレージを仮想化するには、排他的アクセスが必要になるからです。ただし、装置
の共用はサポートされています。装置は、このトピックで説明するある条件下で
は、ホストと共用できます。

2 つの SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) クラスターがストレージ・サブシステムを共用してはなりません。つま
り、1 つの装置が、2 つの異なる SAN ボリューム・コントローラー・ストレー
ジ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) クラスターに対して LU を提示すること
はできません。このような構成は無効というより、サポートされていないので、こ
のモードで操作を実行すると、いずれも重大な問題を起こします。2 つの異なる
SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) のクラスター内に同じ管理対象ディスク (MDisk) が出現して、異なる仮想ディ
スク (VDisk) に同時にマップされる可能性があるためです。このような状態はデー
タ破壊を引き起こします。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) は、サポートされるディスク・コントローラー・システムから提示される LUN

だけを管理するように構成する必要があります。その他の装置での操作はサポート
されていません。

サポートされていないストレージ・サブシステム (汎用装置):

ストレージ・サブシステムが SAN で検出されると、SAN ボリューム・コントロー
ラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) はその照会データを使用し
てこれを認識しようとします。この装置が、明示的にサポートされているストレー
ジ・モデルのいずれかであると認識されれば、SAN ボリューム・コントローラー・
ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) は、このストレージ・サブシステ
ムの既知のニーズに調整されているエラー・リカバリー・プログラムを使用しま
す。この装置が認識されない場合、SAN ボリューム・コントローラー・ストレー
ジ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) は、この装置を汎用装置として構成しま
す。汎用装置は、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) で処理されると、正しく機能することもあれば、そうでない
こともあります。いずれの場合でも、SAN ボリューム・コントローラー・ストレー
ジ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) は汎用デバイスへのアクセスをエラー条件
とはみなさないため、エラーを記録しません。汎用装置によって提示された MDisk

(管理対象ディスク) は、クォーラム・ディスクとして使用するには不適格です。
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装置構成の分割:

分割装置構成では、RAID アレイは、(LU を MDisk として扱う) SAN ボリュー
ム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) および別の
ホストの両方に対して LU を提示します。SAN ボリューム・コントローラー・ス
トレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) は、MDisk から作成された VDisk

を別のホストに提示します。2 つのホスト内のパス指定ドライバーが同じでなけれ
ばならないという要件はありません (ただし、RAID コントローラーが ESS であっ
た場合、2 つのホストは SDD を使用します)。図 7 では、RAID コントローラーは
FAStT で、直接接続されたホスト上のパス指定には RDAC が使用され、SAN ボリ
ューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) に接続
されているホストでは、SDD が使用されます。ホストは、SAN ボリューム・コン
トローラーよって提供されている LU、および装置によって直接、提供されている
LU に、同時にアクセスできます。

RAID コントローラーが ESS の場合、ホスト内のパス指定ドライバーは、ESS 用
の IBM Subsystem Device Driver (SDD) と、SAN ボリューム・コントローラー・
ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) LU 用の SDD です。 53ページ
の

SDD RDAC

VDisk

MDisk

SAN

図 7. SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用)
とホストの間で共用されるディスク・コントローラー・システム
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の図 8 は、同じパス指定ドライバーが、直接ディスクと仮想ディスクの両方に使用
される場合にサポートされる構成です。

ホスト・バス・アダプター
このトピックでは、ホスト・バス・アダプター (HBA) の構成規則について説明しま
す。

このトピックでは、ホスト・バス・アダプター (HBA) の構成規則について説明しま
す。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) は、サポートされる HBA にあるホスト・ファイバー・チャネル・ポートにの
み、仮想ディスクをエクスポートするように構成する必要があります。固有のファ
ームウェア・レベルおよびサポートされる最新のハードウェアについては、次の
Web サイトをご覧ください。

http://www.ibm.com/storage/support/2062-2300

SDD

VDisk

MDisk

SAN

ESS

図 8. 直接にまたは SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco
MDS 9000 用) を介してアクセスされる ESS LU
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その他の HBA での操作はサポートされません。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) ノードからホストへのパスの数は、最大で 2 です。SAN ボリューム・コント
ローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) ノードは、SAN への
外部ポートを少なくとも 3 個は提示します。 ポートが複数の VSAN に配置されて
いる場合、追加の World Wide Port Name が作成されます。パスの数を 2 つに制限
するには、ターゲット・ポートをホスト用のゾーンまたは VSAN 内に、イニシエー
ター・ポートをディスク・コントローラー・システム用のゾーンまたは VSAN 内
に、さらに管理対象ポートをノードだけを含むゾーンまたは VSAN 内に、それぞれ
配置する必要があります。 この方法で、ホスト、ストレージ、およびノード間トラ
フィックが、互いに分離されます。

ノード
このトピックでは、ノードの構成規則について説明します。

このトピックでは、ノードの構成規則について説明します。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) ノードは常に、ペアにして配置する必要があります。ノードに障害が起きた
り、ノードが構成から除去されると、もう一方のノードが劣化モードで動作します
が、まだ構成は有効になっています。

1 つのクラスターには 2 つのノードが含まれます。ノードの各ペアは、I/O グルー
プと呼ばれます。I/O グループ内のノードは、別々の Cisco MDS 9000 キャッシン
グ・サービス・モジュール 上に存在している必要があります。各ノードは、1 つの
I/O グループだけに対応させることができます。クラスターは、異なるスイッチ上
にあるノードで構成することができます。

ファイバー・チャネル・スイッチ
このトピックでは、SAN 上でサポートされるスイッチを構成するためのガイドライ
ンについて説明します。

SAN は、サポートされるスイッチのみを含まなければなりません。SAN ボリュー
ム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) は、Cisco

MDS 9000 スイッチのみをサポートします。

固有のファームウェア・レベル、およびサポートされている最新のハードウェアに
ついては、http://www.ibm.com/storage/support/2145/ を参照してください。

ファイバー・チャネル SAN では、バックエンド・ストレージは、必ず SAN スイ
ッチのみに、接続する必要があります。データ処理能力のパフォーマンス向上のた
めに、バックエンド・ストレージの冗長コントローラーから複数接続することは許
されています。バックエンド・ストレージの各冗長ディスク・コントローラー・シ
ステムと、各同等 SAN の間の接続を行なう必要はありません。たとえば、FAStT

が 2 つの冗長コントローラーをその中に組み込んでいる FAStT 構成では、2 つの
コントローラーのミニハブだけが常に使用されます。したがって、FAStT のコント
ローラー A は、同等 SAN A に接続され、FAStT のコントローラー B は同等
SAN B に接続されます。ホストとコントローラー間の直接接続を使用するいかなる
操作も、サポートされません。
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ファブリックでは、速度の混合は許されます。低速を使用して距離を拡張したり、1

Gbps (ギガバイト/秒) のレガシー・コンポーネントを利用したりすることができま
す。

ファイバー・チャネル・スイッチ・エクステンダーを使用する操作は、サポートさ
れていません。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) のスイッチ構成は、そのスイッチの製造メーカーの構成規則に従ってくださ
い。これらの規則により、スイッチ構成に制約が生じることもあります。例えば、
スイッチの製造メーカーが、他のメーカーのスイッチを SAN の中で使用禁止にし
ていることもあります。製造メーカーの規則に反している操作は、サポートされま
せん。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) ノードが、バックエンド・ストレージとフロントエンド HBA を認識できるよ
うに、スイッチを構成しておく必要があります。しかし、フロントエンド HBA と
バックエンド・ストレージは同じゾーンまたは VSAN にあってはなりません。これ
らのゾーニング規則の範囲外で実行される操作は、サポートされません。

各 SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) ノードには 3 つのポ
ートがあります。1つは、ホストとの通信用 (ターゲット・ポート) のポートで、1

つはバックエンド・ストレージとの通信用 (イニシエーター・ポート) のポートで
す。さらにもう 1 つのポートは、ノード間の通信用 (管理ポート) のポートです。
適切なポートが、ホスト、バックエンド・ストレージ、および他のノードと通信で
きるように、スイッチを構成しておく必要があります。

リモート・コピーでは、ローカル・ノードとリモート・ノードだけを含む追加のゾ
ーンが必要です。ローカル・ホストがリモート・ノードを認識できること、リモー
ト・ホストがローカル・モードを認識できることが有効です。ローカルおよびリモ
ートのバックエンド・ストレージ、およびローカル・ノードまたはリモート・ノー
ド、またはその両方が含まれるゾーンはいずれも有効ではありません。

ファイバー・チャネル・スイッチおよびスイッチ間リンク:

ローカル・ファブリックまたはリモート・ファブリックには、それぞれのファブリ
ックに 3 を超えるスイッチ間リンク (ISL) を含めてはいけません。ISL を 4 つ以
上使用する操作は、サポートされません。リモート・コピーの目的で、ローカル・
ファブリックがリモート・ファブリックに接続されているときは、ローカル・ノー
ドとリモート・ノードの間の ISL カウントは、7 を超えてはなりません。したがっ
て、ローカル・クラスターまたはリモート・クラスターの内部 ISL カウントが 3

より小さければ、ローカル・クラスターとリモート・クラスターの間にあるカスケ
ード・スイッチ・リンクで、いくつかの ISL を使用することができます。

ローカル・ファブリックにあるスイッチと、リモート・ファブリックにあるスイッ
チの間では、ローカルおよびリモート・ファブリック相互接続が、唯一の ISL ホッ
プでなければなりません。つまり、これは最長 10 KM (32 810 フィート) 以内のシ
ングルモード光回線でなければなりません。その他のローカルあるいはリモート・
ファブリックの相互接続を使用する操作はサポートされません。

第 5 章 SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) の構成の計画 55



ISL が使用されている場合は、それぞれの ISL オーバー・サブスクリプションが 6

を超えてはいけません。それ以上高い値を使用する操作はサポートされません。

構成の要件
このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) を構成するための規則と前提条件を説明します。

このトピックでは、規則および SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・
ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) を構成する前に実行しておく必要のあるステッ
プを説明します。

有効な SAN 構成は以下の基準に合致します。

v 同一の Cisco MDS 9000 キャッシング・サービス・モジュール 上の 2 つのノー
ドは、同一の I/O グループ に入れることはできない。 これは、最小の SAN ボ
リューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) 構
成でも、同一スイッチ内または異なるスイッチ内に、2 つ Cisco MDS 9000 キャ
ッシング・サービス・モジュール が必要であることを意味します。

v ある Cisco MDS 9000 キャッシング・サービス・モジュール 上のノードが、異
なるクラスターに属することができる。

v スイッチは、複数のクラスターからのノードを含むことができる。

v クラスターは、スイッチをまたがることができる。 3 つ以上のスイッチにまたが
るクラスターは、サポートされません。

v ある I/O グループ内の 2 つのノードを異なるスイッチに入れることができる。

v クラスターがスイッチをまたがる場合、そのスイッチはすべてが同一のサブネッ
ト内になければならない。同一のサブネット内に入れるためには、ピリオドで区
切られた、最初の 3 つの IP アドレスのネットワーク ID 番号が同じで、ピリオ
ドで区切られたサブネット・マスクの 4 つの数字がすべて同じでなければなりま
せん。たとえば、ご使用のサブネット・マスクが 255.255.255.0 である場合、ご
使用の IP アドレスの最初の 3 つの番号は同一でなければ成りません。

v クラスターがスイッチをまたがる場合、ログ項目タイム・スタンプが同じ時刻に
基づくように、スイッチをまたがって時刻を同期することができる。これは必須
ではありません。

v クラスターがスイッチをまたがる場合、すべてのスイッチにわたって整合性を維
持するために、クラスターがノードを置くすべてのスイッチ上で同じユーザーお
よびパスワードをすべてのスイッチに定義するか、または RADIUS を使用する
ことができる。

v 管理ポートを配置できる仮想ストレージ・エリア・ネットワーク (VSAN) の最大
数は 4 です。

v SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) ノードの 3 つのポートを配置できる VSAN の最大数は 64 です。 (つ
まり、ターゲット・ポートが入る VSAN の数に、イニシエーター・ポートが入
る VSAN の数を加え、さらに管理ポートの入る VSAN の数を加えた数が、64

を超えることはできません。)

ステップ:

以下のステップを実行してください。
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1. Cisco MDS 9000 スイッチがインストール済みであることを確認する。

2. IBM サービス技術員が SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフ
トウェア (Cisco MDS 9000 用) をインストール済みである。

3. 該当のディスク・コントローラー・システムをインストールして構成し、仮想化
する RAID リソースを作成する。データの消失を防ぐため、何らかの冗長性を
備えた RAID、つまり RAID 1、RAID 10、RAID 0+1、または RAID 5 のみを
仮想化してください。1 つの物理ディスクの障害によって多数の仮想ディスクに
障害が起こる可能性があるので、RAID 0 は使用しないでください。RAID 0

は、他の RAID のタイプと同様、データ・ストライピングを通じて得られた容
量を使用することにより、コスト上効果的なパフォーマンスを提供します。しか
し、RAID 0 では、冗長性のためのパリティー・ディスク・ドライブ (RAID 5)

あるいはミラーリング (RAID 10) を提供しません。

パリティー保護された RAID (例えば、RAID 5) を作成するときは、各アレイで
使用するコンポーネント・ディスクの数について考慮してください。ディスクを
多く使用すればするほど、(アレイについて 1 つ) 同じ合計容量の可用性のため
に提供する必要のあるディスクは少なくなります。しかし、ディスクを多く使用
すれば、ディスク障害後に交換ディスクを再構築するために長い時間がかかるよ
うになります。再構築中に第 2 のディスク障害が発生すれば、アレイ上のすべ
てのデータが消失します。ホット・スペアに再構築している間にパフォーマンス
の低下を招いたメンバー・ディスクの数が大きくなると、その分ディスク障害に
よる影響を受けるデータも多くなり、再構築が完了する前に第 2 のディスクが
障害を起こすと、さらに多くのデータへ影響することになります。ディスクの数
が小さくなると、書き込み操作がストライプ全体に広がる傾向になります (スト
ライプ・サイズ x メンバー数 - 1)。この場合は、書き込みのパフォーマンスは
向上します (ディスク書き込みの前にディスク読み取りを行なう必要がなくなる
ため)。アレイが小さすぎると、可用性を備えるために必要なディスク・ドライ
ブの数が受け入れられないこともあります。

不明の場合は、6 メンバーから 8 メンバーのディスクを持つアレイを作成して
ください。

ミラーリングして RAID を作成すると、それぞれのアレイの中にあるコンポー
ネント・ディスクの数によって、冗長度やパフォーマンスが影響を受けることは
なくなります。

ほとんどのバックエンド・ディスク・コントローラー・システムは、RAID を複
数の SCSI 論理装置 (LU) に分割することができます。SAN ボリューム・コン
トローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) で使用する新規
のストレージを構成するときは、アレイを分割する必要はありません。新規スト
レージは、SCSI LU として提示される必要があります。このようにすると、
MDisk と RAID の間に 1 対 1 の関係ができます。

重要: MDisk グループの中のアレイが消失すると、そのグループにあるすべて
の MDisk へのアクセスが消失する結果になる場合があります。

4. SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) が必要とするゾーンおよび VSAN を作成するために、Cisco MDS

9000 を構成します。1 つのゾーンに、すべてのディスク・コントローラー・シ
ステムと SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco
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MDS 9000 用) ノードを収容する必要があります。ホストの場合、それぞれのホ
スト・ファイバー・チャネル・ポートが、クラスター内のそれぞれの SAN ボリ
ューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) ノ
ードで、正確に 1 つのファイバー・チャネル・ポートにゾーニングされている
ことを、スイッチ・ゾーニングを用いて確認してください。

5. SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) で VDisk への冗長パスをエクスポートしたい場合は、SAN ボリュー
ム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) に接続
されたすべてのホストに Subsystem Device Driver (SDD) をインストールする必
要があります。それ以外の場合は、構成の中で冗長性を使用できません。下記の
Web サイトから、SDD をインストールします。

http://www-1.ibm.com/server/storage/support/software/sdd.html

必ず、バージョン 1.5.x.x 以降のものをインストールしてください。

6. SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) のコンソール・ワークステーションをインストールし、構成する。コ
ンソール・ワークステーションと SAN ボリューム・コントローラー・ストレー
ジ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) の間の通信は、Secure Shell (SSH) と
呼ばれるクライアント/サーバー・ネットワーク・アプリケーションの下で実行さ
れます。PuTTY と呼ばれる SSH サーバー・ソフトウェアおよび SSH クライア
ント・ソフトウェアは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフ
トウェア (Cisco MDS 9000 用) とともに出荷されます。SSH と PuTTY をコン
ソール・ワークステーション上で構成する必要があります。 コンソール・ワー
クステーションをインストールし終わったら、グラフィカル・インターフェー
ス、またはコマンド行インターフェースを用いて、SAN ボリューム・コントロ
ーラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) を構成し、管理する
ことができます。

v Web ベースのアプリケーションである、SAN ボリューム・コントローラー
(Cisco MDS 9000 用) コンソールを使用する SAN ボリューム・コントローラ
ー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) を、コンソール・ワー
クステーションに構成することができます。

注: コンソール・ワークステーション を使用する場合、スイッチ上で SSH

を使用可能にする必要があります。

v SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) は、コマンド行インターフェース (CLI) コマンドを用いて構成する
ことができます。

v SSH クライアントは、CLI コマンドを使用する場合だけインストールするこ
とができます。コンソール・ワークステーション以外のホストから CLI を使
用するときは、ホスト上に SSH クライアントがインストール済みであるか確
認します。

注:

a. AIX® には、SSH クライアントがインストール済みです。

b. Linux では、SSH クライアントがインストール済みです。

c. Windows には、PuTTY をお勧めします。
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結果:

IBM サービス技術員と共に初期の準備ステップを完了した場合は、以下のステップ
を実行してください。

1. スイッチで使用する仮想ストレージ・エリア・ネットワーク (VSAN) とゾーン
を作成する。

2. ノードごとに、ホスト・インターフェース、管理インターフェース、およびバッ
クエンド・ストレージ・インターフェースを作成する。

3. クラスターを作成する。

4. ノードをクラスターに追加し、クラスター・プロパティーをセットアップする。

5. 管理対象ディスクから管理対象ディスク・グループを作成し、仮想ディスクを作
成する元になるストレージのプールを作成する。

6. 仮想ディスクのマップ先の HBA ファイバー・チャネル・ポートから、ホスト・
オブジェクトを作成する。

7. 管理対象ディスク・グループの使用可能な容量から仮想ディスクを作成する。

8. 仮想ディスクをホスト・オブジェクトにマップして、ホストが必要に応じてディ
スクを使用できるようにする。

9. (オプション) 必要に応じて、コピー・サービス (FlashCopy およびリモート・コ
ピー) オブジェクトを作成する。

関連トピック:

v 36ページの『管理対象ディスク・グループ』

v 54ページの『ファイバー・チャネル・スイッチ』

クラスター構成を計画するためのワークシート
このトピックでは、クラスター構成を計画するのに役立つワークシートの概要につ
いて説明します。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) クラスターを構成するスイッチ、モジュール、およびノードを識別するには、
このセクションのワークシートを使用します。

関連トピック:

v 『クラスターおよびノードを計画するためのワークシート』

v 60ページの『ホスト・システムを識別するためのワークシート』

v 61ページの『ストレージ・サブシステムを識別するためのワークシート』

v 62ページの『VSAN およびゾーンを計画するためのワークシート』

v 15ページの『第 3 章 SAN 環境で SAN ボリューム・コントローラー・ストレ
ージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) を使用するための計画のガイドライ
ン』

クラスターおよびノードを計画するためのワークシート
このトピックでは、クラスターおよびノードを計画するためのワークシートについ
て説明します。
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クラスターおよびノードを計画するには、このセクションの 表 10 を使用します。
クラスターおよびノードの詳細な規則と考慮事項については、このガイドの別のセ
クション、および Cisco MDS 9000 の資料で説明します。以下のポイントに注意し
てください。

v クラスター当たりのノード数は 4 です。

v I/O グループと呼ばれるノード・ペアは、データ保全性と信頼性を保証します。
したがって、同一モジュールの 2 つのノードを、同じ I/O グループでペアにす
ることはできません。これにより、データ損失につながる可能性がある単一点障
害を回避できます。

v 各 SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) ノードには、少なく
とも 3 つのファイバー・チャネル N ポートがあります。1 つは、ストレージ・
サブシステムと通信するためのイニシエーター N ポート、1 つはホスト用のタ
ーゲット N ポート、そしてもう 1 つは他の SAN ボリューム・コントローラー
(Cisco MDS 9000 用) ノードと通信するための管理 N ポートです。各 N ポート
には、1 つ以上の仮想ストレージ・エリア・ネットワーク (VSAN) を割り当てる
ことができます。

クラスターおよびノードを構成する前に、計画を修正するための時間を割けるよ
う、まず最初にワークシートのフォトコピーを作成します。

クラスターおよびノードを計画するためのワークシート:

表 10. クラスターおよびノードを計画するためのワークシート

スイッチ モジュール Node 管理 VSAN
ターゲット
VSAN

イニシエーター
VSAN

関連トピック:

v 59ページの『クラスター構成を計画するためのワークシート』

ホスト・システムを識別するためのワークシート
このトピックでは、接続されているホスト・システムを識別するためのワークシー
トを提供します。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) システムに接続されるホスト・システムを識別するには、このセクションの 61

ページの表 11 を使用します。ホスト・システムの詳細な規則と考慮事項について
は、このガイドの別のセクション、および Cisco MDS 9000 の資料で説明します。

システムにホストを構成する前に、計画を修正するための時間を割けるよう、まず
最初にこのワークシートのフォトコピーを作成します。
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接続されているホスト・システムを識別するためのワークシート:

表 11. 接続されているホスト・システムを識別するためのワークシート

ホスト
名

オペレーテ
ィング・シ
ステムおよ
びバージョ
ン

ホス
ト・バ
ス・ア
ダプタ
ー番号

ホスト・バ
ス・アダプ
ターの製造
メーカーお
よびモデル

BIOS バー
ジョン

ドライバ
ー・バージ
ョン

スイッチ・
ポート VSAN

関連トピック:

v 59ページの『クラスター構成を計画するためのワークシート』

ストレージ・サブシステムを識別するためのワークシート
このトピックでは、接続されているストレージ・サブシステムを識別するためのワ
ークシートを提供します。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) システムに接続されるストレージ・サブシステムを確認するには、このセクシ
ョンの表 12 を使用します。ストレージ・サブシステムの詳細な規則と考慮事項につ
いては、このガイドの別のセクション、および Cisco MDS 9000 の資料で説明しま
す。

システムにストレージ・サブシステムを構成する前に、計画を修正するための時間
をとれるよう、まず最初にこのワークシートのフォトコピーを作成します。

接続されているストレージ・サブシステムを識別するためのワークシート:

表 12. 接続されているストレージ・サブシステムを識別するためのワークシート

製造
メーカー 型式番号

ファームウェア・
バージョン ポートの WWN スイッチ・ポート VSAN

関連トピック:

v 59ページの『クラスター構成を計画するためのワークシート』
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VSAN およびゾーンを計画するためのワークシート
このトピックでは、SAN における仮想ストレージ・エリア・ネットワーク (VSAN)

およびゾーンを計画するためのワークシートを提供します。

仮想ストレージ・エリア・ネットワーク (VSAN)、ゾーン、またはこれら 2 つの組
み合わせにより、スイッチ上のファイバー・チャネル・トラフィックが分離されま
す。SAN で接続される VSAN とゾーンを計画するには、このセクションのワーク
シートを使用してください。

v VSAN ワークシート (表 13)

v ゾーン・ワークシート ( 63ページの表 14)

v ゾーン・セット・ワークシート ( 63ページの表 15)

VSAN およびゾーンの詳細な規則と考慮事項については、このガイドの別のセクシ
ョン、および Cisco MDS 9000 の資料で説明します。

システムに VSAN およびゾーンを構成する前に、計画を修正するための時間をとれ
るよう、まず最初にこれらのワークシートのフォトコピーを作成します。

VSAN を計画するためのワークシート:

通常、各 VSAN には関連するエンティティーが含まれています。例えば、次のよう
な VSAN を計画することができます。

v ストレージ・デバイス、および SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS

9000 用) イニシエーター N ポート用の VSAN

v ホストおよびターゲット N ポート用の VSAN

v 管理 N ポートを使用するクラスター間通信用の VSAN

表 13. VSAN を計画するためのワークシート

VSAN 番号 目的

ゾーンを計画するためのワークシート:

ゾーンごとにゾーン・ワークシートを完成させます。複数のゾーンを計画できるよ
うにするために、まず最初にこのワークシートのフォトコピーを作成します。

各ゾーンについて、ゾーン・メンバーごとに、タイプ (pWWN、FCID、fWWN、イ
ンターフェース、またはシンボル名) を 1 つだけ識別します。
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表 14. ゾーンを計画するためのワークシート

ゾーン名

VSAN 番号

メンバー
名

メンバーごとにタイプを 1 つ指定する。

pWWN FCID fWWN インターフェース シンボル名

ゾーン・セットを計画するためのワークシート:

ゾーン・セットには、ゾーンが含まれています。ゾーン・セットごとにワークシー
トを完成させます。複数のゾーン・セットを計画できるようにするために、まず最
初にこのワークシートのフォトコピーを作成します。

表 15. ゾーン・セットを計画するためのワークシート

ゾーン・セット名

VSAN 番号

ゾーン名

関連トピック:

v 59ページの『クラスター構成を計画するためのワークシート』
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第 6 章 SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフト
ウェア (Cisco MDS 9000 用) のセットアップ

このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) を実行するための Cisco 環境のセットアップと構成に関する
他のトピックへのリンクを記載しています。

このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) を実行するために 1 つ以上の Cisco MDS 9000 ファミリー
のスイッチのセットアップおよび構成方法について説明します。これらの説明は、
より詳細な手順を記載している Cisco および IBM 資料の補足として使用してくだ
さい。

関連トピック:

v 『Cisco MDS スイッチの準備』

v 66ページの『Cisco MDS スイッチのセットアップ』

v 69ページの『SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) インターフェースの作成』

v 70ページの『クラスターの作成』

v 73ページの『既存のインターフェースの検証』

v 73ページの『Cisco MDS 9000 CLI を使用したノードのクラスターへの追加』

Cisco MDS スイッチの準備
このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) をインストールする前に Cisco MDS スイッチを準備するた
めの方法について説明します。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) をインストールする前に、このトピックの説明に従って、Cisco MDS スイッチ
を準備してください。

ハードウェアとソフトウェアの両方のセットアップを準備するために、必ず開始す
る前に次の項目が適切であるかどうか確認してください。

v インストール済みで機能している Cisco MDS 9000 ファミリー・スイッチ・ファ
ブリック。各 Cisco MDS 9000 ファミリー・スイッチには、スイッチ IP

(mgmt0、各スイッチごとに 1 つ) が必要です。

v ファブリック規模の通信ごとに、1 つのサブネット。このサブネットは制限され
たもの (MDS スイッチおよび IBM TotalStorage サーバーによってのみ認識され
る) で、かつ IP ファブリック内ですべてのスーパーバイザー・モジュール用に
十分に大きな範囲である必要があります。

v 各クラスターごとに 1 つの IP アドレス。

「Cisco MDS 9216 Switch Hardware Installation Guide」または「Cisco MDS 9500

Series Hardware Installation Guide」、および「Cisco MDS 9000 Family

Configuration Guide」を参照してください。
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Cisco MDS スイッチのセットアップ
このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) をインストールする前に Cisco MDS スイッチをセットアッ
プする方法について説明します。

このトピックは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) の準備として新規に、または既存の MDS 9000 ファミリー・
スイッチを、セットアップまたは更新する処理を説明します。お客様のハードウェ
アをセットアップする前に、Cisco MDS Chassis およびそのコンポーネントを
「Cisco MDS 9216 Switch Hardware Installation Guide, Chapter 2: Installing the

Cisco MDS 9000 Family Switch」または「Cisco MDS 9500 Series Hardware

Installation Guide, Chapter 2: Installing the Cisco MDS 9000 Family Switch」に指定
されているとおりに正しくインストール済みであるか、確認してください。

次の Cisco MDS 9000 コマンドを使用して、行った作業を頻繁に保管してくださ
い。

copy running-config startup-config

新規の Cisco MDS スイッチの セットアップ:

新規の Cisco MDS 9000 ファミリー・スイッチをセットアップするには、以下のス
テップに従います。

1. プリインストール、ラックへのシャシーのインストール、シャシーのアース接
続、モジュールのインストール、CompactFlash カードのインストール、電源機構
のインストール、およびファン・アセンブリーのインストールについて、「Cisco

MDS 9216 Switch Hardware Installation Guide」または「Cisco MDS 9500 Series

Hardware Installation Guide」に指定されている説明に従う。

2. スーパーバイザー・モジュールを「Cisco MDS 9216 Switch Hardware Installation

Guide, Chapter 3 Connecting the Cisco MDS 9000 Family Switch」または「Cisco

MDS 9500 Series Hardware Installation Guide, Chapter 3 Connecting the Cisco

MDS 9000 Family Switch」に指定されているとおりに接続する。

3. Cisco MDS 9000 ファミリー・コマンド行インターフェース (CLI) を使用して、
Cisco MDS 9000 ファミリー・スイッチにログインする。

4. 「Cisco MDS 9000 Family Configuration Guide, Chapter 3: Initial Configuration」
に指定されているとおりに、スイッチを構成する。

a. 初期セットアップ・ルーチンを実行する。

b. スイッチ名を割り当てる。

c. スイッチにアクセスする。

d. svc-admin 役割を持つユーザーを少なくとも 1 人作成する。 svc-admin 役割
をもつユーザーは、クラスターおよびストレージを管理するすべての特権を
もちます。スイッチあるいは SAN を構成するためのアクセス権限はもちま
せん。デフォルトの Cisco 「admin」ユーザー ID には、svc-admin 役割特権
が含まれています。

e. SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) コンソールをスイ
ッチで使用する前に、スイッチ上で SSH を使用可能にする。
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デフォルト構成の検討後、これを変更するか、あるいは他の構成または管理タス
クを実行することができます。初期セットアップは、Cisco MDS 9000 コマンド
行インターフェースでのみ、実行できます。 Cisco MDS 9000 コマンド行イン
ターフェース、IBM TotalStorage SAN ボリューム・コントローラー・ストレー
ジ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) コマンド行インターフェース、あるい
は SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) コンソールのグラフィカル・ユーザー・インターフェース (GUI) を使
用して、他のソフトウェア機能の構成を続けたり、あるいは初期構成後にスイッ
チにアクセスすることができます。この手順の残りの部分では、Cisco CLI を使
用してスイッチを構成します。

5. 「Cisco MDS 9000 Family Configuration Guide, Chapter 3: Initial Configuration」
に指定されているとおりに、モジュール状況を検証する。

6. 「Cisco MDS 9000 Family Configuration Guide, Chapter 3: Initial Configuration」
に指定されているとおりに、管理ポートを構成する。

既存の Cisco MDS スイッチの更新:

以下のステップでは、スイッチ・イメージを含むリモート FTP、TFTP、SFTP、ま
たは SCP サーバーがあることを想定しています。次の Cisco CLI コマンドを使用
して、行った作業を頻繁に保管するようにしてください。

copy running-config startup-config

既存の Cisco MDS スイッチを更新するには、以下のステップに従います。

1. スーパーバイザー・モジュールを「Cisco MDS 9216 Switch Hardware

Installation Guide, Chapter 3 Connecting the Cisco MDS 9000 Family Switch」ま
たは「Cisco MDS 9500 Series Hardware Installation Guide, Chapter 3

Connecting the Cisco MDS 9000 Family Switch」に指定されているとおりに接続
する。

2. Cisco MDS 9000 ファミリー CLI を使用して、Cisco MDS スイッチにログイ
ンする。

3. 次の例に示しているように、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・
ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) ソフトウェア・イメージ・ファイルを、リ
モート・ディレクトリーから アクティブなスーパーバイザー・モジュール内に
ある bootflash ディレクトリーにコピーする。

switch# copy ftp://10.1.7.2/m9000-ckg-csm-svc-mz.1.3.1.bin
bootflash:m9000-ckg-csm-svc-mz.1.3.1.bin

この例では、m9000-ckg-csm-svc-mz.1.3.1.bin は、ソフトウェア・イメージのファ
イル名を表しています。現行のファイル名と FTP サイトは、IBM または
Cisco 担当者から入手してください。

4. イメージ・ファイルはローカルにアクセス可能であるか (bootflash/slot0)、また
はネットワーク上の外部マシン上 (scp、sftp、ftp、tftp) にある場合もありま
す。この例では、FTP を使用してリモート・ディレクトリーからファイルをコ
ピーし、bootflash ディレクトリーからこれをインストールします。

5. 次の例に示しているように、必要なディレクトリーにこのファイルがコピーさ
れたことを確認する。

switch# dir bootflash: admin 524288 Sep 22 04:27:42 2003
m9000-ckg-csm-svc-mz.1.3.1.bin
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この例では、m9000-ckg-csm-svc-mz.1.3.1.bin は、ソフトウェア・イメージのファ
イル名を表しています。現行のファイル名と FTP サイトは、IBM または
Cisco 担当者から入手してください。

6. 次の例に示しているように、show version image コマンドを使用して、SAN ボ
リューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用)

イメージの正しいバージョンを正常にダウンロードしたか検証する。

switch# show version image bootflash:m9000-ckg-csm-svc-mz.1.3.1.bin<
image name: m9500-sf1ek9-svc-mzg.1.0.3.bin
diagnostic: version 1.3(1) [gdb]
compiled: 9/22/2003 12:00:00

この例では、m9000-ckg-csm-svc-mz.1.3.1.bin は、ソフトウェア・イメージのファ
イル名を表しています。現行のファイル名と FTP サイトは、IBM または
Cisco 担当者から入手してください。

7. 次の例に示しているように、show install コマンドを実行して、ダウンロードさ
れた SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用) イメージが、既存のソフトウェア・イメージ (システム・イメ
ージ、キック・スタート・イメージ) と互換性があるか検証する。この例で
は、m9000-ckg-csm-svc-mz.1.3.1.bin は、ソフトウェア・イメージのファイル名を
表しています。現行のファイル名と FTP サイトは、IBM または Cisco 担当者
から入手してください。

switch# show install bootflash:m9000-ckg-csm-svc-mz.1.3.1.bin

この例では、m9000-ckg-csm-svc-mz.1.3.1.bin は、ソフトウェア・イメージのファ
イル名を表しています。現行のファイル名と FTP サイトは、IBM または
Cisco 担当者から入手してください。www.cisco.com の Web サイトを参照し
て、互換性の問題を検証したり、また適切な Cisco MDS 9000 ファミリーのリ
リース情報を参照して、使用しているシステムおよびセットアップが最小の要
件に合致しているか確認する。合致していないと、イメージが正しくインスト
ールされない場合があります。

8. Config モードに変更する。

switch# config terminal
switch(config)#

9. Cisco MDS 9000 キャッシング・サービス・モジュール (CSM) を「Cisco MDS

9216 Switch Hardware Installation Guide, Chapter 2: Installing the Cisco MDS

9000 Family Switch」または「Cisco MDS 9500 Series Hardware Installation

Guide, Chapter 2: Installing the Cisco MDS 9000 Family Switch」に指定されて
いるとおりに挿入する。更新済みの SAN ボリューム・コントローラー・スト
レージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) ソフトウェアは自動的に、新たに
挿入された CSM の存在を検出します。

10. 次の例に示しているように、ファブリック内の各モジュールの各 SAN ボリュ
ーム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) ノー
ドに、新規イメージをインストールする。各モジュールには 2 つのノードがあ
ります。

switch# install module 2 node 1 image svc-system
bootflash:m9000-ckg-csm-svc-mz.1.3.1.bin
SVC reimage going on. Please wait
m9000-ckg-csm-svc-mz.1.3.1.bin 100% |*****************************|
45408 KB 00:53
svc 2/1 software reimage succeeded
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switch# install module 2 node 2 image svc-system
bootflash:m9000-ckg-csm-svc-mz.1.3.1.bin
SVC reimage going on. Please wait
m9000-ckg-csm-svc-mz.1.3.1.bin 100% |*****************************|
45408 KB 00:55 svc 2/2 software reimage succeeded

この例では、m9000-ckg-csm-svc-mz.1.3.1.bin は、ソフトウェア・イメージのファ
イル名を表しています。現行のファイル名と FTP サイトは、IBM または
Cisco 担当者から入手してください。

アップグレードのたびに、アップグレードされたノードでは以前の情報はすべ
て失われます。

11. 次のコマンドを実行することにより、CSM が正しくブートされたことを検査す
る。

show module

状況は、完全にブートされた場合は「testing」から「ok」に進みます。

Mod Ports Module-Type Model Status
--- ----- ------------------------------- ------------------ ------------
2 0 Caching Services Module DS-X9560-SMAP ok
4 0 Caching Services Module powered-dn
5 0 Supervisor/Fabric-1 DS-X9530-SF1-K9 active *
7 0 Caching Services Module DS-X9560-SMAP ok
8 32 1/2 Gbps FC Module DS-X9032 ok

Mod Sw Hw World-Wide-Name(s) (WWN)
--- ----------- ------ --------------------------------------------------
2 1.3(0.58m) 0.702 --
5 1.3(0.58m) 0.602 --
7 1.3(0.58m) 0.602 --
8 1.3(0.58m) 0.3 21:c1:00:05:30:00:00:00 to 21:e0:00:05:30:00:00:00

Mod MAC-Address(es) Serial-Num
--- -------------------------------------- ----------
2 00-05-30-01-37-7a to 00-05-30-01-37-fe JAB072705JA
5 00-05-30-00-64-be to 00-05-30-00-64-c2
7 00-05-30-00-b1-2e to 00-05-30-00-b1-b2 JAB071007H9
8 00-05-30-00-2d-e2 to 00-05-30-00-2d-e6 JAB06280ae9

* this terminal session

Cisco MDS 9000 キャッシング・サービス・モジュール (CSM) をサポートするスー
パーバイザー・コードも、更新する必要がある場合があります。詳細については、
「Cisco MDS 9000 Family Configuration Guide」を参照してください。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco
MDS 9000 用) インターフェースの作成

このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) インターフェースを作成する方法を説明します。

このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) インターフェースを作成する方法を説明します。 VSANにつ
いての詳細は、「Cisco MDS 9000 Family Configuration Guide」を参照してくださ
い。

ステップ:
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CSM 内の各ノードは、インターフェースによって表されます (インターフェース
svc 2/1 およびインターフェース svc 2/2)。 Cisco MDS 9000 コマンドを使用して
SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) インターフェースおよび N ポート VSAN を Cisco MDS スイッチに作成する
には、以下のステップに従います。

1. 次のコマンドを実行して、Config モードに入る。

switch# config t
switch(config)#

2. 次のコマンドを実行して、スロット 2 にある CSM モジュール内のノード用の
SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) インターフェースを作成する。

switch(config)# interface svc 2/1
switch(config-if)#

3. 次のコマンドを実行して、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソ
フトウェア (Cisco MDS 9000 用) インターフェースを使用可能にする。

switch(config-if)# no shutdown

クラスターの作成
このトピックでは、クラスターを作成する方法を説明します。

前提条件:

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) インターフェースの作成後、クラスターを作成して IP アドレスを割り当てるこ
とができます。クラスターを IP アドレスに接続することにより、クラスター用の
現行構成ノードを含む Cisco MDS スイッチへの接続が作成されます。クラスター
は、Cisco MDS 9000 のスイッチ・コマンドまたは SAN ボリューム・コントロー
ラー (Cisco MDS 9000 用) のグラフィカル・ユーザー・インターフェース (GUI)

を使用して作成することができます。このトピックでは、クラスターを作成する両
方の方法を説明します。

ステップ:

クラスター名は 1 文字から 15 文字までのストリングで、A から Z、a から z、0

から 9、-、および _ で構成されます。先頭文字に数字は使用できません。クラス
ター名は、いったんセットされたら変更することはできません。クラスターがいっ
たん作成されたら、そのクラスター用の他のすべての構成は、以下のプロンプトで
識別されるクラスター構成サブモードのもとで実行する必要があります。

switch(svc-cluster)#

Cisco MDS 9000 コマンドを使用してクラスターを作成するには、以下のステップ
を実行します。

1. SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) インターフェースを作成し、それを使用可能にしてから、以下のコマ
ンドを実行して、EXEC モードに戻る。

switch(config-if)# exit
switch#

70 入門

|

|

|

|
|



2. 次のコマンドを実行して、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソ
フトウェア (Cisco MDS 9000 用) 構成モードに入る。

switch# svc-config
switch(svc)#

3. 次のコマンド実行して、新規クラスター (SampleCluster) を作成し、IP アドレス
を割り当て、さらにインターフェース 2/1 をこのクラスターに追加する。クラス
ター IP アドレスは、管理 0 IP アドレスと同じサブネットになければなりませ
ん。

switch(svc)# cluster add SampleCluster ip 10.10.0.0 node svc 2/1

4. 次のコマンドを実行して、新規クラスター用のクラスター構成サブモードに入
る。

switch(svc)# cluster config SampleCluster
switch(svc-cluster)#

関連トピック:

v 69ページの『SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) インターフェースの作成』

SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) コンソールを使
用したクラスターの作成

このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) コン
ソールを使用してクラスターを作成するためのステップの概要について説明しま
す。

SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) コンソールを使用してク
ラスターを作成するには、以下の一連のステップに従う必要があります。このトピ
ックでは、これらのステップの概要について説明します。詳細な手順については、
SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) の構成ガイドを参照してください。

ステップ:

クラスターを作成するには、次のステップを実行してください。

1. Web ブラウザーを使用して SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS

9000 用) コンソール にアクセスする。

2. スーパーユーザー名およびパスワードでサインオンする。初回のアクセスの場
合、スーパーユーザー名 superuser およびデフォルト・パスワード passw0rd

を使用します。このデフォルト・パスワードは。初回のサインオンで変更する必
要があります。. スーパーユーザー名およびパスワードでサインオンする。
「Welcome (ようこそ)」パネルが表示されます。

3. ポートフォリオの「Clusters (クラスター)」をクリックする。

4. リストで「Create a cluster (クラスターの作成)」をクリックし、「進む」をク
リックする。「 Create a Cluster (クラスターの作成)」ウィザードが表示され
る。

5. 「Create a Cluster (クラスターの作成)」ウィザードを完了する。

a. ノードを確認する。

b. クラスターを確認する。
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c. エラー通知設定値をセットアップする。

d. 製品機能を使用可能にする。

ウィザードを正常に完了した後、「Viewing Clusters」パネルでクラスターのリスト
にそのクラスターが表示されます。

ホストとストレージ・デバイスの分離
このトピックでは、仮想ストレージ・エリア・ネットワーク (VSAN) を作成して、
ホストとストレージ・デバイスを分離する方法について説明します。

バックエンド・ストレージをホストに対して仮想化するには、ホストがストレー
ジ・サブシステム・デバイスに直接アクセスしないようにする必要があります。ホ
ストまたはディスクを分離するには、仮想ストレージ・エリア・ネットワーク
(VSAN) を作成します。このトピックでは、Cisco MDS スイッチにおいて、SAN

ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) イ
ンターフェースと N ポート VSAN を構成するための手順について説明します。

コンテキスト:

競合する N ポートがある場合は、この手順を開始する前に、必ずそれを除去してお
いてください。

ステップ:

各 SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) インターフェースは 1 つの nWWN に割り当てられます。 SVC インタ
ーフェースは、3 つの N ポートから構成されます。

v ターゲット N ポート: SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフト
ウェア (Cisco MDS 9000 用) ノードとホストの間のトラフィック用に使用され
る。

v イニシエーター N ポート: SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソ
フトウェア (Cisco MDS 9000 用) ノードとディスクと間のトラフィック用に使用
される。

v 管理 N ポート: 他の SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウ
ェア (Cisco MDS 9000 用) ノード管理との間のトラフィックに使用される。

各 N ポートは、1 つ以上の VSAN またはゾーンの一部になることができます。
SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) インターフェースの中の各 N ポートは、1 つの pWWN に割り当てられます。
pWWN と nWWN は、スイッチをリブートしても保存されています。デフォルトで
は、すべての N ポートは VSAN 1 にあります。必要なときにはこれを明示的に除
去する必要があります。SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウ
ェア (Cisco MDS 9000 用) インターフェースおよび N ポート VSAN を Cisco

MDS スイッチに作成するには、以下のステップを実行してください。

1. 次のコマンドを実行して、Config モードに入る。

switch# config t
switch(config)#

2. 次のコマンドを実行して、インターフェース 2/1 の Config モードに入る。
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switch(config)# interface svc 2/1
switch(config-if)#

3. 次のコマンドを実行して、VDisk 用のイニシエーター VSAN 3 を構成する。

switch(config-if)# initiator vsan 3

4. 次のコマンドを実行して、VSAN 1 を除去する。

switch(config-if)# no initiator vsan 1

5. 次のコマンドを実行して、ホスト用のターゲット VSAN 1 を構成する。

switch(config-if)# target vsan 1

6. 次のコマンドを実行して、ノード用の管理 VSAN 2 を構成する。

switch(config-if)# mgmt vsan 2

7. 次のコマンドを実行して、デフォルトの VSAN からインターフェースを除去す
る。

switch(config-if)# no mgmt vsan 1

8. 次のコマンドを実行して、インターフェースを使用可能にする。

switch(config-if)# no shutdown

既存のインターフェースの検証
このトピックでは、既存のインターフェースを検証する方法を説明します。

例:

スイッチ内のすべてのインターフェースを表示するには、show nodes local コマン
ドを使用します。クラスター名がインターフェースと共に表示されなければ、その
インターフェースはフリーであると考えられるので、そのインターフェースを新規
または既存のクラスターに追加することができます。手順については、Cisco の構成
ガイドを参照してください。

switch(svc)# show nodes local
-------------------------------------------------------------------------------
Node cluster config cluster node sw

node status status version
-------------------------------------------------------------------------------
svc2/1 No unconfigured free 1.3(1)
svc2/2 No unconfigured free 1.3(1)
svc7/1 No unconfigured free 1.3(1)
svc7/2 No unconfigured free 1.3(1)

インターフェースがスイッチに存在しない場合は、必ず interface svc コマンドを使
用して、必要なインターフェースを作成してください。

Cisco MDS 9000 CLI を使用したノードのクラスターへの追加
このトピックでは、Cisco MDS 9000 CLI を使用してノードを構成する方法を説明
します。

前提条件:

クラスターがいったん作成されると、そのクラスターに対してノードを追加するこ
とができます。
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ステップ:

ノードは、Cisco MDS 9000 スイッチ・コマンドまたは SAN ボリューム・コント
ローラー (Cisco MDS 9000 用) を使用してクラスターに追加することができます。
このトピックでは、Cisco MDS 9000 スイッチ・コマンドを使用した、クラスター
へのノードの追加について説明します。SAN ボリューム・コントローラー (Cisco

MDS 9000 用) および IBM TotalStorage SAN ボリューム・コントローラー・スト
レージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) のコマンド行インターフェースを使用
して、クラスターにノードを追加する方法については、「IBM TotalStorage SAN ボ
リューム・コントローラー ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) 構成
ガイド」を参照してください。

1. 候補ノードを検索する。

「show cluster cluster-name nodes candidate」コマンドを使用して、クラスターに
追加することができるノードを調べます。スイッチ名、スロット番号、およびイ
ンターフェース番号が、クラスターに追加可能な各ノードのノード WWN と一
緒に表示されます。

switch(svc)# show cluster SampleCluster nodes candidate

-----------------------------------------------------------------------------
NODE NWWN
-----------------------------------------------------------------------------
switch.2.2 24:0d:00:05:30:00:00:02Add the node to the cluster

2. ノードをクラスターに追加する。

既存のクラスターにノードを追加するときは、次のようにこのノードに 1 つま
たは 2 つの特性を同時に割り当てることができます。

v 別名: 16 文字の英数字を使用して、ノードを指定する。

v I/O グループ: 指定されているクラスター内の 4 つの I/O グループのいずれ
か 1 つを、このノードに割り当てる。I/O グループ ID の範囲は、1 から 4

です。

クラスターにノードを追加するには、次のステップに従います。

a. 次のようにして、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウ
ェア (Cisco MDS 9000 用) Config モードに入る。

switch# svc-config
switch(svc)#

b. 次のようにして、新規クラスター用のクラスター構成サブモードに入る。

switch(svc)# cluster config SampleCluster
switch(svc-cluster)#

c. 以下を実行して、指定されたクラスター (SampleCluster) にノード (nWWN

22:10:00:05:30:00:0c:60) を追加し、I/O グループ 1 を割り当てる。

switch(svc-cluster)#node nWWN 22:10:00:05:30:00:0c:60 iogroup 1

d. 次のようにして、指定されたクラスターに別のノードを追加し、別名
(SampleAlias) を指定する。

switch(svc-cluster)#node nWWN 22:10:00:05:20:00:0c:60 alias SampleAlias

関連トピック:

v 75ページの『IBM TotalStorage CLI を使用したクラスターへのノードの追加』

v 77ページの『IBM TotalStorage CLI を使用したクラスターからのノードの削除』
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IBM TotalStorage CLI を使用したクラスターへのノードの追加
このトピックでは、IBM TotalStorage CLI を使用して、ノードをクラスターに追加
する手順について説明します。

コンテキスト:

ノードを追加し始める前に、クラスターを作成し、SAN ボリューム・コントローラ
ー (Cisco MDS 9000 用) コンソールを使用して初期構成を実行し、コマンド行イン
ターフェース (CLI) を使用するのに必要なセットアップを完了している必要があり
ます。

前提条件:

IBM TotalStorage の CLI コマンドを実行できるモードに入ります。Cisco スイッ
チ・コマンド svc-ibmcli cluster-name SampCluster を実行します。この例で
は、SampCluster はクラスターの名前です。

ステップ:

以下のステップを実行して、クラスターにノードを追加します。

1. コマンド・プロンプト・ウィンドウをオープンする。

2. ノードの追加先の I/O グループを決定する。svcinfo lsnode コマンドを入力
し、現在クラスターの一部となっているリストするノードをリストする。

例:

svcinfo lsnode -delim :

id:name:card_serial_number:WWNN:status:IO_group_id:IO_group_name:
config_node:card_unique_id

1:node1:JAB0649055d:2541000530003C20:online:
0:io_grp0:yes:0100064930353564

3. svcinfo lsnodecandidate コマンドを入力して、クラスターに割り当てられて
いないノードをリストし、2 番目のノードを I/O グループに追加するときに、
それが異なる Cisco MDS 9000 キャッシング・サービス・モジュール に接続さ
れていることを確認する。

例:

svcinfo lsnodecandidate -delim :

id:panel_name:card_serial_number:card_unique_id
2543000530003C20:switchname.slot.node:JAB0650081e:0100065030383165
254F000530003C20:switchname.slot.node:JAB071105kr:0100071130356B72
2559000530003C20:switchname.slot.node:JAB06500812:0100065030383132

4. svctask addnode コマンドを実行し、クラスターにノードを追加する。

ノードの名前を指定できます。すでにクラスターの一部となっているノードの名
前を変更するには、 svctask chnode コマンドを使用します。

ノードに名前を指定しなくても、そのノードの World Wide Node Name または
svcinfo lsnodecandidate の出力に現れる名前を使用して、後でそのノードを識別
することができます。

新規ノードの場合は、以下の情報を記録してください。
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v ノードのシリアル番号

v WWNN

v すべての WWPN

v ノードを含んでいる I/O グループ

これにより、ノードをクラスターから除去して再度追加しなければならなくなっ
た場合に、データ破壊の影響を避けることができます。

クラスターにノードを再度追加する場合は、必ず以前に除去されたのと同じ I/O

グループに追加してください。これを行うのに失敗すると、データ破壊を引き起
こす可能性があります。このノードが最初の異クラスターに追加されたときに記
録された情報を使用します。この情報にアクセスできない場合は、IBM サービ
スに連絡し、データを破壊することなくクラスターにノードを戻して追加しま
す。

例:

以下のコマンドを実行して、最初の I/O グループに 2 番目のノードを追加しま
す。

svctask addnode -panelname switchname.slot.node -iogrp io_grp0 -name group1node2

このコマンドにより、ノードがクラスターに追加されます。ノードは I/O グル
ープ io_grp0 に追加され、group1node2 と呼ばれます。

次に、2 番目の I/O グループに 2 つのノードを追加します。各ノードが必ず異
なる Cisco MDS 9000 キャッシング・サービス・モジュール に接続されるよう
にします。

svctask addnode -wwnodename 2559000530003C20 -iogrp io_grp1 -name group2node1
svctask addnode -wwnodename 254F000530003C20 -iogrp io_grp1 -name group2node2

これらのコマンドは、WWNN 2559000530003C20 および WWNN

254F000530003C20 で識別されるノードをクラスターに追加します。ノードは
I/O グループ io_grp1 に追加されて group2node1 および group2node2 と呼ばれ
ます。

最後に、最初のノードの名前をデフォルト名の node1 から変更し、ユーザーの
命名規則に従うようにします。

svctask chnode -name group1node1 node1

5. svcinfo lsnode コマンドを使用して、最終構成を検証する。

例:

仮定のシナリオでは、ノードをリストするコマンドは以下のようになります。

svcinfo lsnode -delim :

id:name:card_serial_number:WWNN:status:IO_group_id:
IO_group_name:config_node:card_unique_id

1:group1node1:JAB0649055d:2541000530003C20:online:0:io_grp0:yes:0100064930353564
2:group1node2:JAB0650081e:2543000530003C20:online:0:io_grp0:no:0100065030383165
3:group2node1:JAB06500812:2559000530003C20:online:1:io_grp1:no:0100065030383132
4:group2node2:JAB071105kr:254F000530003C20:online:1:io_grp1:no:0100071130356B72

注: このコマンドが、ノードのクラスターへの追加の直後に出された場合、ノー
ドの状況は、「online」ではなく「adding」となって、ノードをクラスターに
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追加する処理がまだ進行中であることを示す場合があります。しかし、すべ
てのノードが「online」になるまで、構成処理を続けるのを待つ必要はあり
ません。

要確認: 次の情報を記録します。

v WWNN

v すべての WWPN

v ノードを含んでいる I/O グループ

v カードのシリアル番号

v Cisco MDS 9000 キャッシング・サービス・モジュール のあるスロット

v ノードが定義された Cisco MDS 9000 キャッシング・サービス・モジュール
ノード (1/2)

これにより、ノードをクラスターから除去して再度追加しなければならなくなっ
た場合に、データ破壊の影響を避けることができます。

結果:

これで 1 つのクラスターに 4 つのノードを追加しました。ノードは、2 つのI/O

グループに分割されています。

IBM TotalStorage CLI を使用したクラスターからのノードの削除
このトピックでは、IBM TotalStorage コマンド行インターフェース (CLI) を使用し
て、クラスターからノードを削除する手順について説明します。

重要: クラスターからノードを削除する前に、このノードを対象とするすべてのI/O

操作を静止してください。これに失敗すると、I/O 操作が失敗し、それがホスト・
オペレーティング・システムに報告されることがあります。I/O グループ内の両方
のノードへのパスを複数持ち、かつ IBM Subsystem Device Driver (SDD) が作動し
ているホストでは、I/O 操作を静止する必要はありません。

前提条件:

Cisco スイッチ・コマンド svc-ibmcli を使用して、IBM TotalStorage CLI コマン
ドを出せるモードに入ります。

重要: 1 つのノードを削除しようとする場合で、I/O グループ内の他のノードがオ
ンラインであると、パートナー・ノード上のキャッシュがライトスルー・モードに
なり、パートナー・ノードに障害が起こると、単一点障害の危険にさらされること
に注意してください。

ノードを削除しようとしていて、これが I/O グループ内の最後のノードである場
合、この I/O グループのサービスを受けるすべての VDisk へのアクセスが失われ
ます。すべての VDisk がアクセスされていないか、または継続してアクセスするデ
ータを含んでいるか確認します。またはそれらが、別のオンライン I/O グループに
マイグレーションされたか確認します。

1. この I/O グループにまだ割り当てられている VDisk を判別することから始め
る。
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a. 当該の I/O グループがフィルター属性として指定した VDisk のフィルタリ
ングされたビューを要求することにより、該当する VDisk を判別する。これ
は、次のコマンドを使用して行うことができます。

svcinfo lsvdisk -filtervalue IO_group_name=<name>

ここで、 <name> は、質問の中の I/O グループ名です。

b. VDisk のリストを入手したら、VDisk のマップ先であるホストの判別と呼ば
れる手順に従い、VDisk がマップされるホストを判別する。

c. ホストを判別し、これらの VDisk へのアクセスを維持する必要がないことを
確認したら、3 に進む。

d. この I/O グループ に割り当てられている すべての VDisk の一部またはす
べてに、アクセスを継続するデータが含まれていると判別した場合は、VDisk

の新規 I/O グループへのマイグレーションと呼ばれる手順に従う必要があ
る。

2. 3 で説明されている SDD パス除去手順を実行する前に、これがクラスター内の
最後のノードでないかぎり、svctask stopcluster コマンドを使用して、除去す
るノードを停止する必要があります。これにより、ノード削除要求を出す前に手
動で除去されたパスを SDD が再発見しないことが保証されます。

重要: 除去しようとしているノードが構成ノードである場合、数分の時間がか
かり、このために、ノード削除要求をユーザーが実行できる前に構成ノード・フ
ェイルオーバーが発生することになります。除去しようとしているノードがクラ
スター内の最後のノードである場合、クラスターへの最後のアクセス・ポイント
を除去したために、SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) コ
ンソール が 3 分間以内でハングしているかのように見える場合があります。ク
ラスター内の最後のノードの除去により、クラスターが破棄されます。このタス
ク実行を行う前に、これが行ってよい作業であることを確認してください。

注: 除去されていたノードの電源を戻し、そのノードがまだ同じファブリックま
たはゾーンに接続されている場合、そのノードはクラスターに再結合しよう
と試みます。この時点でクラスターがノードに、クラスターからそのノード
自身を除去するよう伝え、ノードはこのクラスターまたは別のクラスターに
追加される候補となります。このノードをクラスターに戻して追加する場合
は、以前にメンバーだったのと同じ I/O グループに追加しようとしているこ
とを確認してください。これを行うのに失敗すると、データ破壊を引き起こ
す可能性があります。

3. このノードを削除する前に、VDisk によって提示される各 VPATH をユーザー
が除去しようとしているということが重要であり、SDD 構成は対象となる
VPATH を除去するよう更新される。これを行うのに失敗すると、データ破壊を
引き起こす可能性があります。所定のホスト・オペレーティング・システムに
SDD を動的に再構成する方法の詳細は、「IBM TotalStorage サブシステム・デ
バイス・ドライバー: ユーザーズ・ガイド」を参照してください。

ステップ:

ノードを削除するには、次のステップを実行してください。

1. IBM SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) コマンド行イン
ターフェースにアクセスする。
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注:

a. ノードを除去する前に、必ずノードを削除してよいか確認してください。ノ
ード内のすべての VDisk は、I/O グループの残りのノードに割り当てられま
す。すなわち、優先ノードが変更されます。いったんこれが実行されると、
この設定を変更することはできません。またキャッシュ情報を複製するため
に使用できる冗長ノードがないので、すべての VDisk はライトスルー・キャ
ッシュ・モードになります。

b. これが I/O グループ内の最後のノードであるか、またはクラスター内の最後
のノードである場合、強制的に削除するかどうかをプロンプトで尋ねられま
す。

c. これがクラスター内の最後のノードであるか、または構成ノードである場
合、このクラスターへのすべての接続は失われます。ユーザー・インターフ
ェースおよびすべての CLI オープン・セッションは使用不可になります。こ
れにより、ノードが削除される前にコマンドを完了できなかったため、コマ
ンドのタイムアウトになる場合があります。

2. svc-ibmcli cluster-name SampCluster を入力する。ここで、SampCluster
は、クラスターの名前です

3. 「svctask rmnode」コマンドを実行して、クラスターからノードを削除しま
す。このコマンドは、クラスターが作成された後いつでも入力することができま
す。
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第 7 章 SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフト
ウェア (Cisco MDS 9000 用) がサポートされる環境

このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) でサポートされている環境の説明へのリンクを記載していま
す。

このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) がサポートされる環境について説明します。次の項目が含ま
れます。

v ホスト処理装置接続機構

v 物理ディスク・ストレージ・システム

v ホスト・バス・アダプター

v スイッチ

固有のファームウェア・レベルおよびサポートされる最新のハードウェアについて
は、次の Web サイトをご覧ください。

http://www.ibm.com/storage/support/2062-2300

関連トピック:

v 『サポートされるホスト処理装置接続機構』

v 82ページの『サポートされているストレージ・サブシステム』

v 82ページの『サポートされているファイバー・チャネル・ホスト・バス・アダプ
ター』

v 82ページの『サポートされるスイッチ』

サポートされるホスト処理装置接続機構
このトピックでは、サポートされているホスト接続のオペレーティング・システム
のリストへの URL を記載しています。

サポートされているホスト接続のオペレーティング・システムのリストについて
は、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) の Web サイト (http://www.ibm.com/storage/support/2062-2300) を参照し
て、「Supported software levels」をクリックしてください。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) は異機種混合ホストとの接続を提供するので、オープン・システム・ホストの
ストレージ容量とワークロードを統合することができます。 SAN ボリューム・コ
ントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) は最大で 64 の個
別なホスト、および、World Wide Port Number (WWPN) で識別される最大で 128

ホスト・ファイバー・チャネル・ポートをサポートします。

ホストは、スイッチ使用のファイバー・チャネル・ファブリックを使用して SAN

ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) に
接続されます。
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サポートされているストレージ・サブシステム
このトピックでは、サポートされている物理ディスク・ストレージ・システムのリ
ストへの URL を提供します。

サポートされているストレージ・サブシステムのリストについては、SAN ボリュー
ム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) の Web サ
イト (http://www.ibm.com/storage/support/2062-2300) を参照してください。

サポートされているファイバー・チャネル・ホスト・バス・アダプター
このトピックでは、サポートされているホスト・バス・アダプターのリストへの
URL を提供しています。

ホスト・バス・アダプター (HBA) が最小要件を満たしていることを確認してくださ
い。

サポートされている HBA のリストについては、特定のファームウェア・レベルお
よびサポートされている最新ハードウェアに関する、以下の Web サイトを参照し
てください。

http://www.ibm.com/storage/support/2062-2300

サポートされるスイッチ
このトピックでは、サポートされているファイバー・チャネル・スイッチのリスト
への URL を提供しています。

スイッチが最小要件を満たしているか確認してください。

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) は、Cisco MDS 9000 スイッチ、および Cisco MDS 9000 がサポートしている
スイッチをサポートしています。

サポートされる最新モデルとファームウェア・レベルについては、次の Web サイ
トをご覧ください。

http://www.ibm.com/storage/support/2062-2300
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第 8 章 入門のヒント

このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) の入門として有用と思われるヒントを提供します。

このトピックには次のセクションがあります。

v 『バッテリー容量の検査』

v 84ページの『SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) 環境のトラブルシューティングのヒント』

関連トピック:

v vページの『関連資料』

バッテリー容量の検査
このトピックでは、バッテリー容量を調べる方法を説明します。

コンテキスト:

CSM におけるバッテリーの目的は、外部電源が失われた場合にデータをバックアッ
プする適切な電源を提供することです。CSM バッテリーは、完全充電されて出荷さ
れ、それに合わせて扱われる必要があります。

十分充電されているかを示す、LED (発光ダイオード) を検査することができます。
バッテリーが、ノード上の揮発性メモリーを保管するのに十分な充電がされていな
い場合は、SYSLOG にエラー・メッセージが現れます。

SMBus 準拠レベル III スマート・チャージャーを使用してバッテリーを充電しま
す。これにより、バッテリーは、必要に応じてバックプレーンからの適切なチャー
ジ電圧と電流を要求することができます。CSM がシャシーのバックプレーンに接続
されているときは、スマート・チャージャーがバッテリー内の充電量を測定しま
す。この充電量がバッテリー容量の 90% より少ない場合は、バッテリーはいっぱ
いまで充電されます。これは、バッテリーを保管中に徐々に放電される一般的な現
象です。

バッテリーは、一時点で 1 つずつ、定期的に再生されます。これにより、バッテリ
ーの寿命が伸び、信頼性が拡張します。再生前にバッテリーは完全放電され、その
後バッテリーは再度、完全に充電されます。再生にはほぼ 6 時間かかります。

ステップ:

バッテリー容量を検査するには、次のステップを実行してください。

1. 任意の時点で CSM のバッテリー状況を検査するには、EXEC モードで「show

environment battery module」コマンドを実行します。

switch# show environment battery module 2

例:

「show module」コマンドの出力例は以下のとおりです。
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Battery 1:
----------
Voltage : 10.620 V
Current : 0.000 A
Temperature : 38.9 C
Current Capacity : 1839 mAHr
Full Capacity : 1967 mAHr
Cycle Count : 11
Last conditioned in : Week 38, 2003
Serial Number : AMB0722009G

Battery 2:
----------
Voltage : 10.660 V
Current : 0.000 A
Temperature : 35.4 C
Current Capacity : 1859 mAHr
Full Capacity : 1971 mAHr
Cycle Count : 11
Last conditioned in : Week 38, 2003
Serial Number : AMB0722007C

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco
MDS 9000 用) 環境のトラブルシューティングのヒント

このトピックでは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) 環境をトラブルシューティングするのに使用できるコマンド
を説明します。

ブート変数の検査:

例:

ブート変数を検査するには、次のコマンドを実行します。

switch0# show boot

サンプル結果:

kickstart variable = bootflash:/excal-boot-m17p
system variable = bootflash:/excal-isan-m17p
Module 2
ilce variable = bootflash:/ilc1.bin
lasilc variable = bootflash:/laslc1.bin

現在のスイッチ構成の検査:

例:

現在のスイッチ構成を検査するには、次のコマンドを実行します。

switch0# show running-config

サンプル結果:

Building Configuration ...
boot system bootflash:/excal-isan-m17p
boot kickstart bootflash:/excal-boot-m17p
ip default-gateway 9.43.224.1
username admin password 5 Ws/9RT.HQyIwY role network-admin
interface fc1/1
interface fc1/2
interface fc1/3

84 入門



interface fc1/4
interface fc1/5
interface fc1/6
interface fc1/7
interface fc1/8
interface fc1/9
interface fc1/10
interface fc1/11
interface fc1/12
interface fc1/13
interface fc1/14
interface fc1/15
interface fc1/16
interface mgmt0
ip address 9.43.224.72 255.255.252.0

システムのリブート:

例:

システムをリブートするには、以下のコマンドを実行します。

switch0# reload

サンプル結果:

なし

クラスターと SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) コンソー
ル との間の通信を検査する:

例:

ここでは、クラスターと SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用)

コンソールとが通信していない理由を識別するために実行できるいくつかのタスク
を示します。

v クラスター IP アドレスを ping する

v スイッチ IP アドレスを ping する

v SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) コンソールがインスト
ールされているワークステーションから plink.exe を使用して、クラスター IP に
ログインできるか ? ログインに問題がある場合は、ユーザー名、パスワード、
fingerprint (指紋) が変更されたか、検査します。

v SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) コンソールがインスト
ールされているワークステーションから plink.exe を使用して、スイッチ IP にロ
グインできるか ? ログインに問題がある場合は、ユーザー名、パスワード、
fingerprint (指紋) が変更されたか、検査します。

v クラスターが稼働中であることを、次の Cisco MDS 9000 スイッチ・コマンドを
実行して検査する。

svc-config->show nodes local)(svc-ibmcli cluster-name

v 次のコマンドを実行して、クラスター構成を表示する。

svcinfo lscluster

v SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS 9000 用) コンソールからクラス
ター項目を除去し、再度クラスターを追加する

関連トピック:
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v vページの『関連資料』
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付録. アクセシビリティー

アクセシビリティー機能は、運動障害または視覚障害など身体に障害を持つユーザ
ーがソフトウェア・プロダクトを快適に使用できるようにサポートします。

機能:

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) コンソール・ワークステーションに備わっている主なアクセシビリティー機能
は、次のとおりです。

v マウスの代わりにキーボードを使用して、すべての機能を操作することができ
る。

キーボードによるナビゲート:

キーやキーの組み合わせを使用して、マウス・アクションでも実行できる操作を実
行したり、多数のメニュー・アクションを開始したりできます。以下のキーの組み
合わせを使用すると、キーボードから SAN ボリューム・コントローラー (Cisco

MDS 9000 用) コンソール やヘルプ・システムをナビゲートすることができます。

v 次のリンク、ボタン、またはトピックに移るには、フレーム (ページ) 内で Tab

を押す。

v ツリー・ノードを拡張または縮小するには、それぞれ → または ← を押す。

v 次のトピック・ノードに移動するには、V または Tab を押す。

v 前のトピック・ノードに移動するには、^ または Shift+Tab を押す。

v 一番上または一番下までスクロールするには、それぞれ Home または End を押
す。

v 戻るには、Alt+← を押す。

v 先に進むには、Alt+→ を押す。

v 次のフレームに進むには、Ctrl+Tab を押す。

v 前のフレームに戻るには、Shift+Ctrl+Tab を押す。

v 現行ページまたはアクティブ・フレームを印刷するには、Ctrl+P を押す。

v 選択するには、Enter を押す。

資料へのアクセス:

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000

用) の資料は Adobe Acrobat Reader を使用して PDF フォーマットで表示できま
す。PDF は、製品とともにパッケージされている CD に入っています。あるいは、
以下の Web サイトからもアクセスできます。

http://www.ibm.com/storage/support/2062-2300

関連トピック:

v vページの『関連資料』
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特記事項

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものであり、本
書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合が
あります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM

の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を
侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用す
ることができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの
評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒106-0032

東京都港区六本木 3-2-31

IBM World Trade Asia Corporation

Licensing

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。 IBM お
よびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状態で提
供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むす
べての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域によっ
ては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定の制限
を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のた
め記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありませ
ん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではありませ
ん。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定された
ものです。そのため、他の動作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さらに、一
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部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があ
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま
す。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。IBM は、それらの製品のテストは行っ
ておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の要
求については確証できません。IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それらの製
品の供給者にお願いします。

IBM の将来の方向または意向に関する記述については、予告なしに変更または撤回
される場合があり、単に目標を示しているものです。

本書はプランニング目的としてのみ記述されています。記述内容は製品が使用可能
になる前に変更になる場合があります。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。よ
り具体性を与えるために、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品
などの名前が含まれている場合があります。これらの名称はすべて架空のものであ
り、名称や住所が類似する企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎませ
ん。

関連トピック:

v 『商標』

商標
以下は、IBM Corporation の商標です。

v AIX

v e (ロゴ)

v Enterprise Storage Server

v FlashCopy

v IBM

v Linux

v TotalStorage

v xSeries

Java およびすべての Java 関連の商標およびロゴは、Sun Microsystems, Inc. の米国
およびその他の国における商標または登録商標です。

Microsoft および Windows は、Microsoft Corporation の米国およびその他の国にお
ける商標です。

UNIX は、The Open Group の米国およびその他の国における登録商標です。

Linux は、Linus Torvalds の米国およびその他の国における商標です。

他の会社名、製品名およびサービス名などはそれぞれ各社の商標または登録商標で
す。
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用語集
この用語集には、IBM TotalStorage SAN ボリュー
ム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) のための用語が収めてあり
ます。

この用語集には、Dictionary of Storage Networking

Terminology

(http://www.snia.org/education/dictionary) (著作権:

Storage Networking Industry Association (2570 West

El Camino Real, Suite 304, Mountain View,

California 94040-1313) 2001) から選択された用語
および定義が含まれています。この資料から引用
された定義には、定義の後ろに記号 (S) が付けて
あります。

この用語集では、以下のような相互参照が使用さ
れています。

を参照 2 種類の関連情報のどちらかを読者に示し
ます。

v 省略語または頭字語の拡張形。この拡張
形に、用語の完全な定義が入っていま
す。

v 同義語または、より優先される用語

も参照 1 つ以上の用語を読者に参照させます。

と対比 意味が反対または実質的に意味が異なる用
語を読者に参照させます。

［ア行］
アイドリング (idling). 1 対の仮想ディスク (VDisk)

に対してコピー関係が定義されていて、その関係を対象
としたコピー・アクティビティーがまだ開始されていな
い状態。

イメージ・モード (image mode). 仮想ディスク
(VDisk) 内のエクステントに対して、管理対象ディスク
(MDisk) 内のエクステントの 1 対 1 マッピングを確立
するアクセス・モード。管理対象スペース・モード
(managed space mode)、および構成解除モード
(unconfigured mode) も参照。

インターオペラビリティー (interoperability). 通信、
プログラムの実行、またはさまざまな機能単位間でのデ
ータの転送を、ユーザーがそれらの単位の固有の特性に
関する知識をほとんどあるいはまったく必要とせずに行
うことができる機能。

インターネット・プロトコル (Internet Protocol (IP)).
インターネット・プロトコル・スイートの中で、1 つの
ネットワークまたは複数の相互接続ネットワークを経由
してデータをルーティングし、上位のプロトコル層と物
理ネットワークとの間で仲介の役割を果たすコネクショ
ンレス・プロトコル。

エクステント (extent). 管理対象ディスクと仮想ディ
スクの間でデータのマッピングを管理するデータ単位。

エラー・コード (error code). エラー状態を示す値。

オフライン (offline). システムまたはホストの継続的
な制御下にない機能単位または装置の操作を指す。

オンライン (online). システムまたはホストの継続的
な制御下にある機能単位または装置の操作を指す。

［カ行］
カスケード (cascading). ポートの数を増やしたり、
距離を延長したりするために、複数のファイバー・チャ
ネル・ハブまたはスイッチを相互に接続する処理。

仮想化ストレージ (virtualized storage). バーチャラ
イゼーション・エンジンによるバーチャライゼーション
技法が適用された物理ストレージ。

仮想ストレージ・エリア・ネットワーク (VSAN)
(virtual storage area network (VSAN)). SAN の中
のファブリック。

仮想ディスク (VDisk) (virtualdisk (VDisk)). ディス
クと似たストレージと I/O セマンティクスを持つ、一連
の連続番号付きの論理ブロックとして操作環境に提供さ
れるディスク・ブロックのセット。仮想ディスクはディ
スク・アレイ・オブジェクトであり、操作環境の観点か
ら見ると物理ディスクに非常によく似ている。(S)

関係 (relationship). リモート・コピーにおける、マス
ター仮想ディスク (VDisk) と予備 VDisk の間の関連。
これらの VDisk には、 1 次または 2 次 VDisk の属性
もある。補助仮想ディスク (auxiliary virtual disk)、マス
ター仮想ディスク (master virtual disk)、1 次仮想ディス
ク (primary virtual disk)、2 次仮想ディスク (secondary

virtual disk) も参照。

管理対象スペース・モード (managed space mode).
バーチャライゼーション機能の実行を可能にするアクセ
ス・モード。イメージ・モード (image mode)、および構
成解除モード (unconfigured mode) も参照。
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管理対象ディスク (MDisk) (managed disk (MDisk)).
新磁気ディスク制御機構 (RAID) コントローラーに装備
され、クラスターが管理する、Small Computer System

Interface (SCSI) 論理装置。 MDisk は、ストレージ・エ
リア・ネットワーク (SAN) 上のホスト・システムから
は認識されない。

管理対象ディスク・グループ (managed disk group).
指定された仮想ディスク (VDisk) のセットのデータすべ
てを 1 つの単位として格納している、管理対象ディス
ク (MDisk) の集合。

キャッシュ (cache). 低速のメモリーや装置に対するデ
ータの読み書きに必要な実効時間を短縮するために使用
される、高速のメモリーまたはストレージ・デバイス。
読み取りキャッシュは、クライアントから要求されるこ
とが予想されるデータを保持する。書き込みキャッシュ
は、ディスクやテープなどの永続ストレージ・メディア
にデータを安全に保管できるようになるまで、クライア
ントによって書き込まれたデータを保持する。

クォーラム・ディスク (quorum disk). クォーラム・
データを格納し、クラスターがタイを解決してクォーラ
ムを成立させるために使用する管理対象ディスク
(MDisk)。

クラスター (cluster). SAN ボリューム・コントローラ
ー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用)

において、単一の構成とサービス・インターフェースを
備えた 2 または 4 つのノード。

構成解除モード (unconfigured mode). I/O 操作を実
行できないモード。イメージ・モード (image mode) お
よび管理対象スペース・モード (managed space mode)

も参照。

コピー済み (copied). FlashCopy 関係において、コピ
ー関係の作成後にコピーが開始されたことを示す状態。
コピー処理は完了しており、ソース・ディスクに対する
ターゲット・ディスクの従属関係はすでに解消されてい
る。

コピー中 (copying). コピー関係を持つ 1 対の仮想デ
ィスク (VDisk) の状態を記述する状況条件。コピー処理
は開始されたが、2 つの仮想ディスクはまだ同期してい
ない。

コピー・サービス (Copy Services). SAN ボリュー
ム・コントローラーにおいて、仮想ディスク (VDisk) を
コピーするための FlashCopy とリモート・コピーの 2

つのサービス。

コマンド行インターフェース (CLI) (command
lineinterface (CLI)). 入力コマンドがテキスト文字スト
リングであるコンピューター・インターフェースのタイ
プの 1 つ。

［サ行］
時刻指定コピー (point-in-time copy). FlashCopy サー
ビスが作成するソース仮想ディスク (VDisk) の瞬間的な
コピー。コンテキストによっては、このコピーは T0 コ
ピー と呼ばれる。

冗長 SAN (redundant SAN). ストレージ・エリア・
ネットワーク (SAN) 構成の 1 つ。この構成では、いず
れか 1 つのコンポーネントに障害が起こっても、 SAN

内の装置間の接続は維持される (パフォーマンスは低下
する場合がある)。通常、この構成を使用するためには、
SAN を 2 つの独立した同等 SAN に分割する。同等
SAN (counterpart SAN) も参照。

除外 (excluded). SAN ボリューム・コントローラー・
ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) にお
いて、アクセス・エラーが繰り返された後でクラスター
が使用から除去した管理対象ディスクの状況。

新磁気ディスク制御機構 (redundant array of
independent disks). システムに対して単一のディス
ク・ドライブのイメージを提示する、複数のディスク・
ドライブの集合。単一の装置に障害が起こった場合は、
アレイ内の他のディスク・ドライブからデータを読み取
ったり、再生成したりすることができる。

スイッチ (switch). 複数のノードを接続するネットワ
ーク・インフラストラクチャーのコンポーネント。ハブ
と異なり、一般的にスイッチは、複数のリンク帯域幅の
内部帯域幅と、あるノードから別のノードへノード接続
を素早く切り替える能力を持つ。標準的なスイッチは、
別の対のノード間で数種の同時フル・リンク帯域幅伝送
に対応できる。(S) ハブ (hub) と対比。

ストレージ・エリア・ネットワーク (SAN) (storage
areanetwork (SAN)). コンピューター・システムとス
トレージ・エレメントの間、およびストレージ・エレメ
ント相互間でのデータ転送を主な目的としたネットワー
ク。 SAN は、物理接続を提供する通信インフラストラ
クチャー、接続を編成する管理層、ストレージ・エレメ
ント、およびコンピューター・システムで構成されるた
め、データ転送は安全かつ堅固である。 (S)

整合コピー (consistent copy). リモート・コピー関係
において、 I/O アクティビティーの実行中に電源障害が
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発生した場合でも、ホスト・システムの観点から見て、
1 次仮想ディスク (VDisk) と同じである 2 次仮想ディ
スクのコピー。

整合性グループ (consistency group). 単一のエンテ
ィティーとして管理される仮想ディスク間のコピー関係
のグループ。

接続 (connected). リモート・コピー関係において、2

つのクラスターが通信可能な状況条件を指す。

［タ行］
対称バーチャライゼーション (symmetric
virtualization). 物理ストレージを新磁気ディスク制御
機構 (RAID) の形式で エクステント と呼ばれる小さな
ストレージのチャンクに分割するバーチャライゼーショ
ン技法。これらのエクステントは、さまざまなポリシー
を使用して共に連結され、仮想ディスク (VDisk) を作成
する。非対称バーチャライゼーション (asymmetric

virtualization) も参照。

データ・マイグレーション (data migration). I/O 操
作を中断せずに 2 つの物理ロケーション間でデータを
移動すること。

ディスク・コントローラー (disk controller). 1 つ以
上のディスク・ドライブ操作を調整および制御し、ドラ
イブ操作をシステム全体の操作と同期化する装置。ディ
スク・コントローラーは、クラスターが管理対象ディス
ク (MDisk) として検出するストレージを提供する。

デステージ (destage). データをディスク装置に書き出
すためにキャッシュが開始する書き込みコマンド。

同期 (synchronized). リモート・コピーにおいて、コ
ピー関係にある 1 対の仮想ディスク (VDisk) が両方と
も同じデータを格納しているときに生じる状況条件。

同等 SAN (counterpart SAN). 冗長ストレージ・エリ
ア・ネットワーク (SAN) の非冗長部分。同等 SAN

は、冗長 SAN の接続性をすべて提供するが、冗長性は
ない。それぞれの同等 SAN は、それぞれの SAN 接続
装置に代替パスを提供する。冗長 SAN (redundant SAN)

も参照。

［ナ行］
入出力 (input/output (I/O)). 入力処理、出力処理、ま
たはその両方 (並行または非並行) に関係する機能単位
または通信パス、およびこれらの処理に関係するデータ
を指す。

ノード (node). I/O バスまたはネットワークに接続さ
れたアドレッシング可能エンティティー。主にコンピュ
ーター、ストレージ・デバイス、およびストレージ・サ
ブシステムを指す場合に使用される。バスまたはネット
ワークに接続するノードのコンポーネントはポートであ
る。 (S)

ノード・レスキュー (node rescue). SAN ボリュー
ム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用) において、有効なソフトウェアがノード
のハード・ディスクにインストールされていない場合
に、同じファイバー・チャネル・ファブリックに接続し
ている別の SAN ボリューム・コントローラー・ストレ
ージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) ノードから
そのノードにソフトウェアをコピーできるようにする処
理。

［ハ行］
バーチャライゼーション (virtualization). ストレージ
業界における概念の 1 つ。バーチャライゼーションで
は、複数のディスク・サブシステムを含むストレージ・
プールを作成する。これらのサブシステムはさまざまな
ベンダー製のものを使用できる。プールは、仮想ディス
ク (VDisk) を使用するホスト・システムから認識され
る、複数の仮想ディスクに分割できる。

ハブ (hub). ノードが分岐接続バスまたはループ上で物
理的に接続されている通信インフラストラクチャー・デ
バイス。一般に、物理ケーブルを管理しやすくするため
にイーサネットおよびファイバー・チャネル・ネットワ
ークで使用される。ハブは、「ハブ・アンド・スポーク
方式」の物理的スター型レイアウトの作成時に、そのハ
ブが関与しているネットワークの論理ループ・トポロジ
ーを保守する。スイッチと異なり、ハブは帯域幅を集約
しない。通常、ハブは、作動中にバスからのノードの追
加または除去をサポートする。 (S) スイッチ (switch)

と対比。

非 RAID (non-RAID). 新磁気ディスク制御機構
(RAID) に入っていないディスク。IBM 定義: 新磁気デ
ィスク制御機構 (RAID) に入っていないディスク。HP

定義: JBOD を参照。

非対称バーチャライゼーション(asymmetric
virtualization). バーチャライゼーション技法の 1 つ
で、バーチャライゼーション・エンジンがデータ・パス
の外部にあり、メタデータ・スタイルのサービスを実行
する。メタデータ・サーバーにはすべてのマッピング・
テーブルとロック・テーブルが格納されるが、ストレー
ジ・デバイスにはデータのみが格納される。対称バーチ
ャライゼーション (symmetric virtualization) も参照。
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ファイバー・チャネル (fibre channel). 最高 4 Gbps

のデータ速度で、コンピューター・デバイス間でデータ
を送信するテクノロジー。特に、コンピューター・サー
バーを共用ストレージ・デバイスに接続する場合や、ス
トレージ・コントローラーとドライブを相互接続する場
合に適している。

ファブリック (fabric). ファイバー・チャネル・テクノ
ロジーにおいて、アドレッシングされた情報を受け取
り、該当する宛先に発送する、スイッチなどのルーティ
ング構造。ファブリックは複数のスイッチで構成でき
る。複数のファイバー・チャネル・スイッチが相互接続
されているときには、カスケードと呼ばれる。カスケー
ド (cascading) も参照。

フェイルオーバー (failover). SAN ボリューム・コン
トローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS

9000 用) において、システムの一方の冗長部分が、障害
を起こしたシステムの他方の部分のワークロードを引き
受けるときに実行される機能。

不整合 (inconsistent). リモート・コピー関係におい
て、1 次仮想ディスク (VDisk) に対する同期が行われて
いる 2 次 VDisk を指す。

ブレード (blade). いくつかのコンポーネント (ブレー
ド) を受け入れるように設計されたシステム内のコンポ
ーネントの 1 つ。ブレードは、マルチプロセッシン
グ・システムに接続する独立したサーバーや、スイッチ
への接続を追加する独立したポート・カードにできる。
ブレードは通常、ホット・スワップ可能なハードウェ
ア・デバイスである。

ブロック (block). ディスク・ドライブ上のデータ・ス
トレージの単位。

ブロック・バーチャライゼーション (block
virtualization). 集約された、高水準の豊富でシンプル
な機密保護機能のある新規ブロック・サービスをクライ
アントに提供するために、1 つ以上のブロック・ベース
の (ストレージ) サービスにバーチャライゼーションを
適用する動作。ブロック・バーチャライゼーション機能
はネスト可能である。ディスク・ドライブ、RAID シス
テム、またはボリューム・マネージャーはすべて、(別
の) ブロック・アドレスをマッピングまたは集約するた
めのいずれかの形式のブロック・アドレスを実行する。
バーチャライゼーション (virtualization) も参照。

ポート ID (portID). ポートに関連付けられた ID。

補助仮想ディスク (auxiliary virtual disk). データの
バックアップ・コピーを格納し、災害時回復シナリオに
使用される仮想ディスク。マスター仮想ディスク
(master virtual disk) も参照。

ホスト (host). ファイバー・チャネル・インターフェ
ースを介して SAN ボリューム・コントローラー・スト
レージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) に接続さ
れるオープン・システム・コンピューター。

ホスト ID (host ID). SAN ボリューム・コントローラ
ー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用)

において、論理装置番号 (LUN) マッピングの目的でホ
スト・ファイバー・チャネル・ポートのグループに割り
当てられる数値 ID。それぞれのホスト ID ごとに、仮
想ディスク (VDisk) に対する Small Computer System

Interface (SCSI) ID の個々のマッピングがある。

ホスト・バス・アダプター (HBA) (hostbus adapter
(HBA)). SAN ボリューム・コントローラー・ストレー
ジ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) において、PCI

バスなどのホスト・バスをストレージ・エリア・ネット
ワークに接続するインターフェース・カード。

ボリューム間整合性 (cross-volume consistency).
SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフ
トウェア (Cisco MDS 9000 用) において、アプリケー
ションが複数の仮想ディスクにわたる従属書き込み操作
を実行したときに、仮想ディスク間の整合性を保証する
整合性グループのプロパティー。

［マ行］
マイグレーション (migration). データ・マイグレーシ
ョン (data migration) を参照。

マスター仮想ディスク (master virtual disk). 実動デ
ータのコピーを格納し、アプリケーションがアクセスす
る仮想ディスク (VDisk)。補助仮想ディスク (auxiliary

virtual disk) も参照。

マッピング (mapping). FlashCopy マッピング
(FlashCopy mapping) を参照。

無停電電源装置 (uninterruptible power supply). コ
ンピューターと給電部の間に接続される装置で、停電、
電圧低下、および電源サージからコンピューターを保護
する。無停電電源装置は、電源を監視する電源センサー
と、システムの正常シャットダウンを実行できるように
なるまで電源を供給するバッテリーを備えている。

［ヤ行］
役割 (role). 許可は、管理者にマップされた役割と、イ
ンストール時のサービス役割に基づいて決定される。ス
イッチは、SAN ボリューム・コントローラー・ストレ
ージ・ソフトウェア (Cisco MDS 9000 用) 用のノード
に接続を確立すると、これらの役割を SAN ボリュー
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ム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用) 管理者およびサービス・ユーザー ID に
変換する。

有効構成 (valid configuration). サポートされている
構成。

［ラ行］
ライン・カード (line card). ブレード (blade)を参照。

ラック (rack). 装置およびカード格納装置を保持する
自立式フレームワーク。

リモート・コピー (Remote Copy). SAN ボリュー
ム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア (Cisco

MDS 9000 用) におけるコピー・サービスの 1 つ。こ
のサービスを使用すると、関係によって指定されたター
ゲット仮想ディスク (VDisk) に、特定のソース仮想ディ
スク (VDisk) のホスト・データをコピーできる。

リモート・ファブリック (remote fabric). リモート・
コピーにおいて、リモート・クラスターのコンポーネン
ト (ノード、ホスト、スイッチ) を接続するストレー
ジ・エリア・ネットワーク (SAN) コンポーネント (ス
イッチとケーブル)。

ローカル・ファブリック (local fabric). SAN ボリュ
ーム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) において、ローカル・クラスター
のコンポーネント (ノード、ホスト、スイッチ) を接続
するストレージ・エリア・ネットワーク (SAN) コンポ
ーネント (スイッチやケーブルなど)。

論理装置 (LU) (logical unit (LU)). 仮想ディスク
(VDisk) や管理対象ディスク (MDisk) などの Small

Computer System Interface (SCSI) コマンドがアドレッシ
ングされるエンティティー。

論理装置番号 (LUN) (logical unit number (LUN)).
ターゲット内での論理装置の SCSI ID。(S)

［数字］
1 次仮想ディスク (primaryvirtual disk). リモート・
コピー関係において、ホスト・アプリケーションによっ
て実行される書き込み操作のターゲット。

2 次仮想ディスク (secondary virtual disk). リモー
ト・コピーにおいて、ホスト・アプリケーションから 1

次仮想ディスク (VDisk) に書き込まれるデータのコピー
を格納する関係にある VDisk。

C

CIM. Common Information Model を参照。

CLI. コマンド行インターフェース (command line

interface) を参照。

Common Information Model (CIM). Distributed

Management Task Force (DMTF) が開発した 1 組の規
格。CIM は、ストレージ管理のための概念的なフレー
ムワークと、ストレージ・システム、アプリケーショ
ン、データベース、ネットワークおよび装置の設計とイ
ンプリメンテーションに関するオープン・アプローチを
提供する。

F

FlashCopy 関係 (FlashCopy relationship).
FlashCopy マッピング (FlashCopy mapping) を参照。

FlashCopy サービス (FlashCopy service). SAN ボ
リューム・コントローラー・ストレージ・ソフトウェア
(Cisco MDS 9000 用) において、ソース仮想ディスク
(VDisk) の内容をターゲット VDisk に複写するコピ
ー・サービス。この処理で、ターゲット VDisk の元の
内容は失われる。時刻指定コピー (point-in-time copy) も
参照。

FlashCopy マッピング (FlashCopy mapping). 2 つ
の仮想ディスク間の関係。

H

HBA. ホスト・バス・アダプター (host bus adapter) を
参照。

I

IBM Subsystem Device Driver (SDD). IBM 製品の
マルチパス構成環境をサポートするために設計された
IBM 疑似デバイス・ドライバー。

Inter-Switch Link (ISL). ストレージ・エリア・ネット
ワーク内で複数のルーターとスイッチを相互接続するた
めのプロトコル。

IP. インターネット・プロトコル (Internet Protocol) を
参照。

ISL. Inter-Switch Link を参照。

ISL ホップ (ISL hop). ファブリック内にあるノー
ド・ポート (N ポート) のすべての対を考慮し、ファブ
リック内のスイッチ間リンク (ISL) のみを対象に距離を
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測定した場合に、横断される ISL の数は、ファブリッ
ク内で最も遠く離れた 1 対のノード間の最短ルート上
の ISL ホップの数。

I/O. 入出力 (input/output) を参照。

I/O グループ (I/O group). ホスト・システムに対する
共通インターフェースを表す、仮想ディスク (VDisk) と
ノードの関係の集まり。

J

JBOD (just a bunch of disks). IBM 定義: 非 RAID

(non-RAID) を参照。HP 定義: 他のいずれのコンテナ
ー・タイプに構成されない単一装置の論理装置のグルー
プ。

L

LU. 論理装置 (logical unit) を参照。

LUN. 論理装置番号 (logical unit number) を参照。

M

Management Information Base (MIB). 特にシステム
名、ハードウェア番号、または通信構成などのシステム
の特徴を記述する、管理対象情報の Simple Network

Management Protocol (SNMP) 単位。関連する MIB オ
ブジェクトの集合が 1 つの MIB として定義される。

MDisk. 管理対象ディスク (managed disk) を参照。

P

PuTTY. Telnet および SSH の Windows 32 ビット・
プラットフォームへのフリー・インプリメンテーショ
ン。

R

RAID. 新磁気ディスク制御機構 (redundant array of

independent disks) を参照。

S

SAN. ストレージ・エリア・ネットワーク (storage

area network) を参照。

SDD. IBM Subsystem Device Driver を参照。

SimpleNetwork Management Protocol (SNMP). イ
ンターネット・プロトコル・スイートにおいて、ルータ

ーおよび接続されたネットワークをモニターするために
使用されるネットワーク管理プロトコル。 SNMP はア
プリケーション層プロトコルである。管理対象装置上の
情報は、アプリケーションの Management Information

Base (MIB) に定義され、保管される。

SNMP. Simple Network Management Protocol を参照。

V

VDisk. 仮想ディスク (virtual disk) を参照。

VLUN. 仮想ディスク (virtual disk) を参照。

VSAN. 仮想ストレージ・エリア・ネットワーク
(virtual storage area network) を参照。

W

worldwide node name(WWNN). 全世界で固有のオブ
ジェクトの ID。WWNN は、ファイバー・チャネルな
どの標準によって使用されている。

worldwide port name (WWPN). ファイバー・チャネ
ル・アダプター・ポートに関連付けられた固有の 64 ビ
ット ID。WWPN は、インプリメンテーションおよびプ
ロトコルから独立した方法で割り当てられている。

WWNN. worldwide node name を参照。

WWPN. worldwide port name を参照。
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索引
日本語, 数字, 英字, 特殊文字の順に配列されてい
ます。なお, 濁音と半濁音は清音と同等に扱われて
います。

［ア行］
アクセシビリティー 87

キーボード 87

ショートカット・キー 87

イメージ・モード 23

インストール
計画 13

オブジェクトの説明 31

［カ行］
概要
管理対象ディスク・グループ 36

クラスターの作成 71

ディスク・コントローラー 21

仮想ディスク (VDisk)

モード
順次 39

image 39

striped 39

仮想ディスクからホストへのマッピング
説明 41

管理対象ディスク (MDisk)

アクセス・モード 34

エクステント 34

概要 34

説明 34

「status」 34

管理対象ディスク (MDisk) グループ
概要 36

「status」 36

関連情報 v

キーボード 87

ショートカット・キー 87

クラスター状態 19

クラスター操作 19

グループ
管理対象ディスク 36

計画
インストール 13

構成 45

計画のガイドライン
SAN ボリューム・コントローラー 15

構成
最大 46

構成規則 48

スイッチ 54

ノード 54

HBA 53

コピー・サービス
概要 23

［サ行］
削除
ノード 77

作成
クラスター

SAN ボリューム・コントローラー (Cisco MDS

9000 用) コンソールから 71

サポート
Web サイト viii

サポートされているファイバー・チャネル・ホスト・バ
ス・アダプター (HBA) 82

サポートされるスイッチ 82

サポートされる物理ディスク装置システム 82

サポートされるホスト処理装置接続機構 81

ショートカット・キー 87

仕様
SAN ボリューム・コントローラー 14

商標 90

情報
センター v

身体障害 87

スイッチ
サポートされる 82

ストレージ・エリア・ネットワーク (SAN) 15

整合性グループ、リモート・コピー 29

整合性グループ、FlashCopy 27

製品特性
SAN ボリューム・コントローラー 14

［タ行］
注意
法規 89

ディスク・コントローラー
概要 32

電源ドメイン
無停電電源装置 21
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［ナ行］
ノード
状況 18

追加 75

［ハ行］
バーチャライゼーション
概要 1

対称 5

非対称 3

表記規則
本文の強調 viii

ファイバー・チャネル・ホスト・バス・アダプター
(HBA)

サポートされる 82

物理ディスク装置システム
サポートされる 82

ホスト
概要 43

ホスト処理装置接続機構
サポートされる 81

本文の強調 viii

［マ行］
マイグレーション 22

［ラ行］
リモート・コピー
概要 28, 29

F
FlashCopy

概要 24

整合性グループ 27

マッピング 25

M
MDisk (管理対象ディスク)

アクセス・モード 34

エクステント 34

概要 34

説明 34

「status」 34

MDisk (管理対象ディスク) グループ
概要 36

説明 36

MDisk (管理対象ディスク) グループ (続き)

「status」 36

S
SAN ファブリック 16

SAN ボリューム・コントローラー
紹介 6

SAN ボリューム・コントローラー・ストレージ・ソフ
トウェア (Cisco MDS 9000 用)

コンソール
クラスターの作成に使用 71

SAN。「ストレージ・エリア・ネットワーク (SAN)」を
参照 15

V
VDisk (仮想ディスク)

モード
順次 39

image 39

striped 39

「status」 39

W
Web サイト viii
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